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＊
凡
例

1
．
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）（
略
称
を
Ｄ
Ｓ
Ｂ
と
す
る
）
の
訳
・
注
で
あ
る
本
稿
の
底
本
に
は
次
の
版
を

使
用
。

D
eutsches Sagenbuch von Ludw

ig Bechstein. M
it sechzehn H

olzschnitten nach Zeichnungen von A
. Ehrhardt. Leipzig, Verlag von 

Georg W
igand. 1853.; Reprint. N

abu Press. 

初
版
リ
プ
リ
ン
ト
。
因
み
に
一
〇
〇
〇
篇
の
伝
説
を
所
収
。

2
．
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
伝
説
の
番
号
・
邦
訳
題
名
・
原
題
は
分
載
試
訳
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
記
す
。

3
．
ヤ
ー
コ
プ
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
グ
リ
ム
兄
弟
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
略
称
を
Ｄ
Ｓ
と
す
る
）
を
参
照
し
た
場
合
、
次
の
版
を
使
用
。

D
eutsche Sagen herausgegeben von Brüdern G

rim
m

. Zw
ei Bände in einem

 Band. M
ünchen, W

inkler Verlag. 1981. Vollständige 
A

usgabe, nach dem
 Text der dritten A

uflage von 1891. 

因
み
に
五
八
五
篇
の
伝
説
を
所
収
。

　

な
お
稀
に
で
は
あ
る
が
、
Ｄ
Ｓ
の
英
語
訳
で
あ
る
次
の
版
（
略
称
を
Ｇ
Ｌ
と
す
る
）
も
参
照
し
た
。

T
he G

erm
an L

egends of the Brothers G
rim

m
. Vol.1/2. Edited and translated by D

onald W
ard. Institute for the Study of H

um
an 

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
十
四
）

鈴
　
木
　
　
滿
　
訳
・
注
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4
．
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
伝
説
と
Ｄ
Ｓ
所
載
伝
説
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
分
載
試
訳
冒
頭
に
記
す
Ｄ
Ｓ
Ｂ
の
番
号
・
邦
訳
題
名
・
原
題
の
下
に
、
ほ
ぼ
該
当
す
る

Ｄ
Ｓ
の
番
号
・
原
題
を
記
す
。
た
だ
し
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
記
事
の
僅
か
な
部
分
が
Ｄ
Ｓ
所
載
伝
説
に
該
当
す
る
場
合
は
こ
こ
に
は
記
さ
ず
、
本
文
に
注
番
号
を
附

し
、「
Ｄ
Ｓ
＊
＊
＊
に
詳
し
い
」
と
注
記
す
る
に
留
め
る
。

5
．
地
名
、
人
名
の
注
は
文
脈
理
解
を
目
的
と
し
て
記
し
た
。
史
実
の
地
名
、
人
名
と
の
食
い
違
い
が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
殊
更
言
及
し
な

い
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
注
で
こ
れ
が
明
白
に
な
る
分
は
い
た
し
か
た
な
い
。

6
．
語
ら
れ
て
い
る
事
項
を
、
日
本
に
生
き
る
現
代
人
が
理
解
す
る
一
助
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
、
訳
者
が
判
断
し
た
場
合
に
は
、
些
細
に
亘
り
過
ぎ
る

弊
が
あ
ろ
う
と
も
、
あ
え
て
注
に
記
し
た
。
こ
う
し
た
注
記
に
お
け
る
訳
者
の
誤
謬
へ
の
ご
指
摘
、
お
よ
び
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
注
記
が
必
要
、
と
い
っ

た
ご
高
教
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ま
こ
と
に
幸
い
で
あ
る
。

7
．
伝
説
タ
イ
ト
ル
の
ド
イ
ツ
語
綴
り
は
原
文
の
ま
ま
。

8
．
本
文
お
よ
び
注
に
お
け
る
〔　
　
　

〕
内
は
訳
者
の
補
足
で
あ
る
。

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
一
）　
　
　

一
─
─　
　

六
〇	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
一
・
二
号

�

一
一
七
〜
二
三
五
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
二
）　
　

六
一
─
─　
　

九
〇	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
三
号

�

四
六
三
〜
五
三
〇
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
五
年
二
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
三
）　
　

九
一
─
─　

一
三
四	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
四
号

�

七
五
〜
一
七
六
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
五
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
四
）　

一
三
五
─
─　

一
八
四	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
五
巻
第
一
・
二
号

�

一
五
七
〜
二
八
五
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
五
十
一
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
五
）　

一
八
五
─
─　

二
二
五	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
五
巻
第
三
・
四
号

�

九
五
〜
一
八
〇
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
六
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
六
）　

二
二
六
─
─　

二
八
八	
所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
一
号

�

二
〇
九
〜
三
三
〇
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
六
年
十
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
七
）　

二
八
九
─
─　

三
三
九	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
二
号
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�

一
五
一
〜
二
四
六
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
六
年
十
二
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
八
）　

三
四
〇
─
─　

三
九
四	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
三
・
四
号　

�

一
〜
九
八
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
七
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
九
）　

三
九
五
─
─　

四
四
四	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
三
・
四
号

�

九
九
〜
一
九
六
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
七
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
十
）　

四
四
五
─
─　

四
八
四	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
七
巻
第
一
号

�

八
三
〜
一
七
八
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
十
一
）
四
八
五
─
─　

五
四
四　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
七
巻
第
二
号

�

五
五
〜
一
五
六
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
八
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
十
二
）
五
四
五
─
─　

六
〇
九　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
七
巻
第
三
・
四
号

�

一
〜
一
〇
九
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
八
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
十
三
）
六
一
〇
─
─　

六
五
九　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
八
巻
第
一
号

�

二
九
〜
一
二
九
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月

＊
本
分
載
試
訳
（
そ
の
十
四
）
の
伝
説

六
六
〇	

子
ど
も
の
予
言 D

es K
indes W

eissagung.

六
六
一	

戻
っ
て
来
る
自
殺
者 Rückkehrender Selbstm

örder.

六
六
二	

赤デ
ア
・
ロ
ー
テ
・
・
ロ
イ

い
獅
子 D

er rothe Leu.　
　
　

*D
S99. D

ie Fundgrübner.

六
六
三	�



ク
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
三
鉱
夫 D

ie drei Bergleute im
 K

uttenberg.　
　
　

*D
S1. D

ie drei Bergleute im
 

K
uttenberg.

六
六
四	

山
の
王 D

er K
önig im

 Berge.　
　
　

*D
S25. D

er verzauberte K
önig zu Schildheiß.

六
六
五	�



溺
死
者
た
ち
の
魂 D

ie Seelen der Ertrunkenen.　
　
　

*D
S52. D

er W
asserm

ann und der Bauer. / *D
S53. 
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D
er W

asserm
ann an der Fischerbank.

六
六
六　

ヘ
ル
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
の
葡ワ

イ

ン

萄
酒
樽だ

る D
as W

einfaß im
 H

elfenstein.　
　
　

*D
S107. D

er H
elfenstein.

六
六
七　

石
の
新に

い
ど
こ床 D

as steinerne Brautbette.　
　
　

*D
S230. D

as steinerne Brautbett.
六
六
八	
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
ラ
ッ
ヘ
ン

魔
の
腭 D

er T
eufelsrachen.

六
六
九　

金
貨
鼠ね

ず
み D

ie Goldm
aus.　

　
　

*D
S333. D

er K
räm

er und die M
aus.

六
七
〇　

チ
ェ
ヒ
と
レ
ヒ
兄
弟 D

ie Brüder Czech und Lech.

六
七
一　

ク
ロ
ク
と
そ
の
娘
た
ち K

rok und seine T
öchter.

六
七
二　

リ
ブ
ッ
サ Libussa.

六
七
三　

鉄
の
卓テ

ー
ブ
ル子 D

er eiserne T
isch.

六
七
四　

プ
ラ
ガ Praga.

六
七
五　

リ
ブ
ッ
サ
の
沐も

く
よ
く
じ
ょ
う

浴
場 Libussa’s Bad.

六
七
六　

リ
ブ
ッ
サ
の
寝
台 Libussa’s Bette.

六
七
七　

ヴ
ィ
シ
ェ
ラ
ト
の
悪
魔
の
柱 D

ie T
eufelssäule auf dem

 W
ischerad.

六
七
八　

ド
ラ
ホ
ミ
ー
ラ
の
柱 D

ie Säule der D
rahom

ira.

六
七
九　

プ
ラ
ー
ク
橋
と
そ
の
象
徴 D

ie Prager Brücke und ihre W
ahrzeichen.

六
八
〇　

ボ
ヘ
ミ
ア
の
ア
ダ
ム
派 A

dam
iten in Böhm

en.

六
八
一　

犬
の
洗
礼 H

undetaufe.

六
八
二　

臭
い
爆
弾 Stinkende Bom

ben.
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六
八
三　

聖
な
る
土 D

ie heilige Erde.

六
八
四　

ザ
ー
ル
の
修
道
士
た
ち D

ie M
önche von Saar.

六
八
五　

ブ
ー
デ
チ
ュ
の
黒
魔
術
学
校 D

ie schw
arze Schule zu Budecz.

六
八
六　

ザ
ー
ツ
に
迫
る
亡
霊
の
軍
勢 Geisterheer vor Saaz.

六
八
七　

ズ
ア
タ
ー
ボ
ル
山
の
異ハ

イ
デ
ン
グ
ラ
ー
プ

教
徒
の
墓 D

as H
eidengrab auf dem

 Suatabor.

六
八
八　

�

麵パ

ン麭
の
靴
と
小ゼ

ン

メ

ル

型
丸
白
麵
麭
の
靴 Brotschuhe und Sem

m
elschuhe.　

　
　

*D
S238. D

ie Brotschuhe. / *D
S236. 

D
ie Sem

m
elschuhe.

六
八
九　

呪
わ
れ
た
城

ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ伯 D

er verw
ünschte Burggraf.

六
九
〇　

郷ユ
ン
カ
ー士
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ Junker Ludw

ig.　
　
　

*D
S286. D

er verrückte Grenzstein.

六
九
一　

ハ
ン
ス
・
ハ
イ
リ
ン
グ
の
巖い

わ H
ans H

eilings-Felsen.　
　
　

*D
S329. H

ans H
eilings Felsen.

六
九
二　

ツ
ァ
イ
テ
ル
モ
ー
ス
の
森 W

ald Zeitelm
oos.　

　
　

*D
S46. Zeitelm

oos.

六
九
三　

ブ
ッ
ツ
ェ
ン
ロ
イ
ト
の
夜
の
猟
師 D

er N
achtjäger im

 Butzenreut.

六
九
四　

ナ
イ
ラ
村
近
く
の
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
の
洞ど

う
く
つ窟 Zw

ergenhöhle bei N
aila.　

　
　

*D
S34. Zw

erge leihen Brot.

六
九
五　

主ヘ
ア
ゴ
ッ
ト
シ
ュ
タ
イ
ン

な
る
神
の
巖 D

er H
errgottstein.

六
九
六　

フ
ィ
ヒ
テ
ル
山ベ

ル
ク

と
フ
ィ
ヒ
テ
ル
湖ゼ

ー Fichtelberg und Fichtelsee.

六
九
七　

ル
ー
フ
ス
城ブ

ル
ク

の
財
宝 Schätze der Luchsburg.

六
九
八　

牡オ
ク
セ
ン
コ
プ
フ

牛
の
頭
山さ

ん
ろ
く麓
の
亡
霊
教
会 Geisterkirche am

 O
chsenkopf.

六
九
九　

ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
イ
ン
城
の
地
獄 D

ie H
ölle auf dem

 Rudolphstein.
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七
〇
〇　

ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
城
の
煉れ

ん
が瓦 D

er Ziegel vom
 W

aldstein.

七
〇
一　

ヴ
ァ
イ
ス
ド
ル
フ
の
鑢

や
す
り

目
立
て
職
人 D

er Feilenhauer von W
eißdorf.

七
〇
二　

キビ
ン
メ
ル
グ
レ
ッ
ク
ヒ
ェ
ン

ン
コ
ン
小
鐘 D

as Bim
m

elglöckchen.
七
〇
三　

い
な
く
な
っ
た
子
ど
も D

as verlorene K
ind.

七
〇
四	
静デ

ィ
・
シ
ュ
テ
ィ
レ
・
ヴ
ィ
ー
ゼ

か
な
草
原 D

ie stille W
iese.

七
〇
五　

異ハ
イ
デ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

教
の
町
と
ヴ
ィ
ー
テ
の
洞ど

う
く
つ窟 H

eidenstadt und W
ihte-H

öhle.

七
〇
六　

エ
ッ
ペ
ラ
・
ガ
イ
ラ Eppela Geila.　
　
　

*D
S130. Eppela Gaila.

七
〇
七　

フ
ラ
ン
ケ
ン
タ
ー
ル
の
見
霊
者 D

er Seher im
 Frankenthal.

七
〇
八　

ポ
ー
デ
ィ
カ
姫 Fräulein Podika.

七
〇
九　

羊
飼
い
の
綱 D

as Seil des Schäfers.
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六
六
〇
　
子
ど
も
の
予
言

ア
イ
フ
ァ
ー
ス
村ド

ル
フ

の
そ
の
名
も
高
き
科リ

ン

デ

の
木
の
樹
上
に
住
ん
で
い
た
巫シ

ビ
ュ
ラ女

が
ト
ル
コ
軍
に
つ
い
て
予
言
し
た
よ
う
に
、
一
二
五
四
年

の
こ
と（

（
（

、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
は
ク
ラ
カ
ウ（

（
（

な
る
生
後
半
年
の
子
ど
も
に
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
子
が
口
を
利
き
始
め
、
タ

タ
ー
ル
人
（
モ
ン
ゴ
ル
人
）
の
襲
来
を
予
言
し
た
の
で
、
だ
れ
も
が
驚き

ょ
う
が
く愕
し
、
訝い

ぶ
か

し
ん
だ
。
そ
し
て
子
ど
も
の
予
言
は
恐
ろ
し
く
も
的

中
、
タ
タ
ー
ル
人
は
こ
の
国
に
侵
入
し
、
剣
と
火
を
も
っ
て
荒
廃
さ
せ
、
リ
ー
ゼ
ン
ゲ
ビ
ル
ゲ（

（
（

の
麓ふ

も
と

、
シ
レ
ジ
ア
、
ボ
ヘ
ミ
ア
に
ま
で

迫
っ
た
。
ブ
レ
ス
ラ
ウ
─
─
彼
ら
は
こ
の
都
市
を
も
焼
き
払
っ
た
─
─
で
は
チ
ェ
ス
ラ
ウ
聖
者（

（
（

の
祈
り
に
応
じ
天
か
ら
火
が
モ
ン
ゴ
ル

人
ど
も
の
陣
営
に
下
っ
た
の
で
、
彼
ら
は
撤
退
し
た
。
ヴ
ァ
ー
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト（

（
（

近
郊
で
タ
タ
ー
ル
軍
と
血
み
ど
ろ
の
会
戦
が
行
わ
れ
、

三
千
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
兵
が
戦
場
に
斃た

お

れ
、
切
り
取
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
耳
─
─
戦
死
者
一
人
に
つ
き
一
個
─
─
が
九
つ
の
袋
一

杯
に
な
っ
た
。
無
数
の
捕
虜
が
連
れ
去
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
二
万
一
千
も
の
乙
女
が
い
た
。
子
ど
も
は
、
自
分
自
身
残
虐
な
タ
タ
ー
ル

兵
に
首
を
刎は

ね
ら
れ
る
だ
ろ
う
、
と
予
言
し
た
が
、
こ
れ
も
そ
の
通
り
に
な
っ
た
。

六
六
一
　
戻
っ
て
来
る
自
殺
者

シ
レ
ジ
ア
の
人
に
知
ら
れ
た
あ
る
都
市
で
の
こ
と
。
グ
ル
ゲ
ル
と
い
う
靴
匠
が
自
ら
喉の

ど

を
切
っ
て
死
ん
だ
。
死
者
の
寡か

ふ婦
と
そ
の
姉

妹
た
ち
は
仰
天
し
、
汚
名
を
避
け
る
た
め
こ
の
自
殺（

（
（

を
秘
し
隠
し
、
証
拠
を
見
せ
ま
い
と
遺い

が
い骸
を
屍し

い衣
で
し
っ
か
り
包
み
、
か
つ
て
は

律
儀
で
非
の
打
ち
所
が
な
か
っ
た
男
の
死
に
方
が
外
へ
洩
れ
な
い
よ
う
に
し
た
。
立
派
な
葬
儀
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
が
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心
を
籠こ

め
て
死
者
を
悼
ん
だ
。
け
れ
ど
も
六
週
間
後
、
靴
匠
の
死
に
方
は
ま
と
も
で
は
な
か
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
姿
が
今
も
目

撃
さ
れ
る
、
と
い
う
噂う

わ
さ

が
町
に
流
れ
た
。
こ
れ
は
本
当
の
こ
と
だ
っ
た
。
男
は
白
昼
に
も
夜
に
も
出
没
し
、
眠
っ
て
い
る
人
た
ち
に
覆

い
被か

ぶ

さ
っ
た
。
─
─
つ
ま
り
吸ヴ

ァ
ン
ピ
ー
ア

血
鬼
に（

（
（

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
た
め
に
大
恐
慌
が
起
こ
り
、
独
り
で
寝
る
者
は
も
は
や
い
な
く
な
っ

た
。
皆
だ
れ
か
伴は

ん
り
ょ侶

を
選
ん
で
一
緒
に
臥ふ

せ
っ
た
が
、
こ
れ
と
て
い
つ
も
役
立
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
亡
霊
の
災
禍
は
七
箇
月
目
に

入
っ
て
も
続
い
た
。
靴
匠
が
死
ん
だ
の
は
一
五
九
一
年
九
月
二
十
日
だ
っ
た
が
、
一
五
九
二
年
四
月
十
八
日
、
市
参
事
会
は
夜
の
十
一

時
に
そ
の
墓
を
開
か
せ
た
。
靴
匠
の
屍し

が
い骸
は
ま
だ
生
生
し
く
、
そ
の
頸く

び

の
傷
口
か
ら
出
血
し
て
い
た
。
屍
骸
は
六
日
間
に
亘わ

た

っ
て
晒さ

ら

し

者
に
さ
れ
、
寡
婦
と
そ
の
姉
妹
た
ち
に
は
厳
し
い
審
問
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
市
参
事
会
は
、
屍
骸
は
埋
葬
し
直
し
、
そ
の
場
所
は

汚
辱
の
地
と
す
る
、
と
の
命
令
を
出
し
た
。
こ
れ
は
実
行
さ
れ
た
が
、
何
の
効
果
も
な
か
っ
た
。
吸ヴ

ァ
ン
ピ
ー
ア

血
鬼
は
再
三
再
四
戻
っ
て
来
た
か

ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
た
し
て
も
墓
が
掘
り
返
さ
れ
、
屍
骸
は
完
全
に
焼
却
さ
れ
、
遺
灰
は
川
に
撒ま

き
散
ら
さ
れ
た
。
吸ヴ

ァ
ン
ピ
ー
ア

血
鬼
は
こ
の

処
置
が
お
気
に
召
さ
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
な
に
し
ろ
以
来
戻
っ
て
来
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
。

六
六
二
　
赤デ

ア
・
ロ
ー
テ
・
ロ
イ

い
獅
子

グ
ラ
ー
ツ
と
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ド
ニ
ッ
ツ
の
間
に
鉱
脈
に
富
ん
だ
梟

オ
イ
レ
ン

山ゲ
ビ
ル
ゲ地
が（

（
（

突と
っ
こ
つ兀
と
し
て
連
な
っ
て
い
る
。
ボ
ヘ
ミ
ア
側
の
あ
る
採
鉱

場
で
一
人
の
鉱
夫
が
働
い
て
お
り
、
赤デ

ア
・
ロ
ー
テ
・
ロ
イ

い
獅
子
と（

（
（

呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
男
は
か
ね
て
か
ら
独
立
の
採
掘
権
認
可
を
受
け
て
お
り
、
自

前
で
仕
事
を
し
て
い
た
。
し
か
し
最
初
の
内
は
ま
る
き
り
運
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
な
に
せ
あ
り
っ
た
け
の
財
産
を
探
鉱
で
摩す

っ
て
し

ま
い
、
最
後
に
は
妻
の
持
参
金
も
そ
っ
く
り
注
ぎ
込
み
、
彼
女
は
面ヴ

ェ
ー
ル紗
す
ら
売
ら
ね
ば
な
ら
な
い
始
末
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
の

こ
と
、
坑
内
の
夫
に
弁
当
を
届
け
に
来
た
妻
は
大
き
な
露ク

ナ
ウ
ア
ー頭
（
露
出
し
た
巖が

ん
か
い塊
）
に
し
た
た
か
に
踵か

か
と

を
ぶ
つ
け
、
血
の
出
る
怪
我
を
し
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た
。
そ
こ
で
夫
が
道
具
を
手
に
取
り
、
こ
い
つ
を
掘
り
取
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
う
わ
あ
、
露
頭
が
ピ
カ
ピ
カ
燦き

ら

め
い
た
。
純
金
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
間
も
な
く
妻
は
血
だ
ら
け
の
踵
の
お
蔭か

げ

で
極
上
の
面ヴ

ェ
ー
ル紗
を
手
に
入
れ
た
し
、
失
く
し
た
物
を
何
千
倍
に
も
し
て
取
り
戻

し
た
。
そ
こ
で
彼
女
は
傲ご

う
ま
ん慢

不ふ
そ
ん遜

に
も
「
主し

ゅ

な
る
神
様
だ
っ
て
、
あ
た
し
を
ま
た
貧
乏
に
す
る
こ
と
は
お
で
き
に
な
ら
な
い
わ
」
と
放

言
す
る
に
至
っ
た
。
赤デ

ア
・
ロ
ー
テ
・
ロ
イ

い
獅
子
は
大
層
畏
敬
さ
れ
る
男
に
な
り
、
広
く
そ
の
名
を
知
ら
れ
喧
伝
さ
れ
た
。
ボ
ヘ
ミ
ア
王
ヴ
ェ
ン
ツ
エ

ル（
（1
（

の
臨
御
を
仰
い
だ
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
際
王
は
忝

か
た
じ
けな
く
も
赤デ

ア
・
ロ
ー
テ
・
ロ
イ

い
獅
子
か
ら
丸
丸
一
噸ト

ン

も
の
黄
金
を
ご
嘉か

の
う納
あ
そ
ば
さ
れ
た
。
ま
た

赤デ
ア
・
ロ
ー
テ
・
ロ
イ

い
獅
子
は
ヴ
ェ
ン
ツ
エ
ル
の
父
君
で
あ
る
皇
帝
カ
ー
ル
四
世（

（1
（

に
騎
兵
百
騎
分
に
当
た
る
完
全
装
備
の
馬ば

ひ
つ匹
と
甲か

っ
ち
ゅ
う冑
を
献
上
し
た
こ
と

も
あ
る
。
自
分
と
妻
は
絢け

ん
ら
ん爛
豪
華
な
装
い
を
凝
ら
し
、
そ
の
邸
宅
は
快
適
を
極
め
、
邸
内
の
ど
こ
も
か
し
こ
も
金
・
銀
・
絹
で
光
り
輝

い
て
い
た
。
当
時
錬
金
術
が
ま
た
復
活
し
て
せ
っ
せ
と
行
わ
れ
始
め
て
い
た
が
、
錬
金
術
師
た
ち
は
彼
ら
が
作
り
出
そ
う
と
努
め
て
い

る
神
秘
的
な
純
金
を
、
こ
の
成
功
し
た
富
裕
な
黄
金
発
見
者
を
讃た

た

え
て
、
赤デ

ア
・
ロ
ー
テ
・
ロ
イ

い
獅
子
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
高
慢
・
虚
栄
に
加

う
る
に
、
妻
の
道
理
に
外
れ
た
思
い
上
が
り
と
瀆と

く
し
ん神
の
せ
い
で
、
さ
し
も
の
赤
い
〔
＝
華
や
か
な
〕
栄
光
も
急
速
に
終し

ゅ
う
え
ん焉
を
迎
え
た
。

金
鉱
脈
が
突
然
尽
き
た
上
、
貯
え
は
何
も
な
か
っ
た
の
で
、
と
ど
の
つ
ま
り
妻
の
面ヴ

ェ
ー
ル紗

は
ま
た
も
や
飛
び
去
り
、
赤デ

ア
・
ロ
ー
テ
・
ロ
イ

い
獅
子
は
物
乞
い

を
す
る
ほ
ど
落
ち
ぶ
れ
、
妻
と
も
ど
も
ひ
ど
く
惨
め
な
死
に
方
を
し
た
。
物
乞
い
を
す
る
ほ
ど
落
ち
ぶ
れ
る
と
い
う
の
は
、
赤デ

ア
・
ロ
ー
テ
・
ロ
イ

い
獅
子

〔
＝
黄
金
〕
が
出
現
し
ま
す
よ
う
に
、
と
不
毛
の
望
み
に
身
を
窶や

つ

し
た
夥

お
び
た
だし
い
錬
金
術
師
た
ち
に
降
り
掛
か
っ
た
運
命
で
も
あ
っ
た
。

六
六
三
　
ク
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
三
鉱
夫

ボ
ヘ
ミ
ア
の
邦く

に

に（
（1
（

ま
こ
と
に
名
高
い
採
鉱
場
が
あ
る
。
こ
れ
は
ク
ッ
テ
ン
山

ベ
ル
ク

山（
（1
（

中
に
存
在
。
こ
こ
で
そ
の
昔
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ

た
。
三
人
の
鉱
夫
が
毎
年
同
じ
坑
道
で
一
緒
に
働
き
、
生
計
を
立
て
て
い
た
。
毎
日
入
坑
す
る
時
持
っ
て
行
く
の
は
祈き

と
う禱

書
が
一
冊
、
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坑
内
灯
に
使
う
一
日
分
の
油
、
そ
れ
か
ら
こ
れ
ま
た
一
日
分
だ
け
の
食
糧
で
、
連
れ
立
っ
て
坑
道
に
入
り
、
切き

り
は羽

に
行
く
の
だ
っ
た
。

あ
る
日
突
然
坑
道
が
埋
ま
っ
た
。
鉱
夫
た
ち
は
神
様
に
身
を
お
任
せ
し
て
〔
＝
も
は
や
な
す
す
べ
も
な
く
〕、
こ
れ
で
死
ぬ
の
だ
と

思
っ
た
。
な
に
し
ろ
油
も
食
糧
も
た
っ
た
一
日
分
し
か
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
け
れ
ど
も
三
人
が
一
緒
に
唱
え
た
お
祈
り
は
ず
っ
と
ず
っ

と
効
き
目
が
あ
り
、
灯
油
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、
食
糧
も
無
く
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
山
の
胎
内
で
祈
り
続
け
、
働
き
続
け
、
何
年

も
何
年
も
経
っ
て
行
く
の
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
七
年
が
過
ぎ
去
っ
た
が
、
普
通
の
一
週
間
ほ
ど
と
も
思
え
な
か
っ
た
。
た
だ
髭ひ

げ

と
髪

が
ひ
ど
く
伸
び
た
の
で
、
刻と

き

が
ど
ん
ど
ん
流
れ
て
い
る
こ
と
に
は
気
付
い
た
。
家
に
残
さ
れ
た
妻
た
ち
は
夫
が
三
人
な
が
ら
山
の
中
に

埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
知
り
、
そ
の
う
ち
と
う
と
う
、
求
婚
さ
れ
た
ら
ま
た
だ
れ
か
に
連
れ
添
お
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

あ
る
時
三
人
の
鉱
夫
は
、
ど
う
し
て
も
縦た

て
あ
な坑

か
ら
光
の
射
す
と
こ
ろ
へ
出
た
い
、
と
焦じ

れ
始
め
た
。
穴
蔵
の
植
物
が
渇
望
に
蒼あ

お
ざ褪

め
た

蔓つ
る

を
光
の
あ
る
場
所
ま
で
高
く
這は

い
上
が
ら
せ
、
緑
に
な
り
果お

お

せ
た
が
る
よ
う
に
。
三
人
の
一
人
が
溜
息
を
つ
い
て
心
の
底
か
ら
言
っ

た
。「
あ
あ
、
も
う
一
度
、
も
う
一
度
だ
け
、
日
の
光
を
楽
し
み
て
え
な
あ
。
そ
う
し
た
ら
ま
あ
死
ん
で
も
え
え
」。
二
人
目
が
し
み
じ

み
言
っ
た
。「
あ
あ
、
も
う
一
度
可
愛
い
女
房
と
一
緒
に
飯
を
喰く

い
て
え
。
も
う
一
度
だ
け
坑あ

な

か
ら
出
て
楽
し
み
て
え
。
そ
う
し
た
ら

ま
あ
死
ん
で
も
え
え
」。
三
人
目
が
嘆
息
し
た
。「
あ
あ
、
一
年
だ
け
で
も
坑
の
外
に
出
て
女
房
の
傍
で
の
ん
び
り
暮
ら
し
て
え
。
そ
う

し
て
絶
対
坑
内
に
ゃ
あ
下
り
ね
え
ん
だ
。
そ
う
で
き
さ
え
し
た
ら
、
娑し

ゃ
ば婆
よ
、
お
さ
ら
ば
だ
、
っ
て
言
っ
て
や
る
の
に
よ
う
」。
こ
う

彼
ら
が
願
う
と
、
山
が
真
っ
二
つ
に
な
る
か
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
音
が
し
て
裂
け
目
が
で
き
、
で
き
た
裂
け
目
か
ら
青
天
の
輝
き
が
深

い
坑
の
底
ま
で
射
し
込
ん
だ
。
そ
こ
で
三
人
は
そ
こ
ま
で
攀よ

じ
登
り
、
一
番
目
の
男
が
裂
け
目
か
ら
暖
か
な
陽
光
の
許も

と

へ
這
い
出
し
て

う
っ
と
り
と
深
呼
吸
し
、
温
か
い
陽ひ

ざ射
し
を
浴
び
、
嬉
し
が
っ
て
叫
ん
だ
。「
あ
あ
、
日
の
光
、
神
様
の
光
」。
─
─
そ
し
て
が
っ
く
り

く
ず
お
れ
て
死
ん
だ
。
他
の
二
人
も
裂
け
目
か
ら
這
い
出
し
、
住
ん
で
い
た
村
へ
と
歩
い
て
行
き
、
妻
を
探
し
た
。
妻
た
ち
は
彼
ら
が

だ
れ
だ
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
二
人
と
も
ま
る
で
森

ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
ラ
ー
ト

の
精
み
た
い
〔
に
髭
も
髪
も
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
〕
だ
っ
た
か
ら
。
で
、
寄
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せ
つ
け
よ
う
と
し
な
か
っ
た
が
、
男
た
ち
は
、
剃か

み
そ
り刀
と
石せ

っ
け
ん鹸
を
く
れ
、
と
言
い
、
髭
を
剃そ

り
髪
を
梳

く
し
け
ず

っ
て
か
ら
妻
た
ち
の
前
に
現
れ

た
。
今
度
は
二
人
と
も
体
を
洗
い
、
髪
に
櫛く

し

を
入
れ
て
あ
っ
た
の
で
、
妻
た
ち
は
夫
と
再
会
で
き
た
の
を
喜
ん
だ
。
二
番
目
の
男
の
妻（

（1
（

は
す
ぐ
に
腕
を
振
る
っ
て
ご
馳
走
を
作
り
、
夫
婦
差
し
向
か
い
で
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
て
楽
し
ん
だ
。
食
後
夫
が
夕
べ
の
祈
り
を
捧

げ
、
飲
み
物
・
食
べ
物
を
お
恵
み
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
神
様
に
感
謝
す
る
と
、
が
っ
く
り
く
ず
お
れ
て
死
ん
だ
。
け
れ
ど
も
三
番
目
の

男
は
な
お
丸
一
年
こ
の
世
の
暮
ら
し
を
楽
し
め
た
し
、
も
は
や
縦
坑
に
下
り
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
鉱
夫
が
ク
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
か

ら
生
還
し
て
丁
度
一
年
が
過
ぎ
る
と
、
彼
は
妻
を
抱
き
締
め
て
言
っ
た
。「
達
者
で
な
。
天
国
で
ま
た
逢
お
う
」。「
あ
あ
、
あ
た
し
も

連
れ
て
っ
て
」
と
妻
は
応
え
、
二
人
が
愛
の
切
な
さ
に
悶も

だ

え
、
信ま

こ
と実
を
籠こ

め
て
縋す

が

り
合
っ
て
い
る
と
、
永と

わ遠
の
眠
り
が
二
人
を
抱
擁
し

た
。
─
─
ク
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
に
は
小
人
た
ち
も
い
る
。
ボ
ヘ
ミ
ア
人
は
家ハ

ウ
ス
・
シ
ュ
ミ
ー
ト
ラ
イ
ン

の
鍛
冶
屋
小
人
と
呼
ん
で
い
る
。
小
人
た
ち
は
掘
っ
た
り
、

鎚つ
ち

を
振
る
っ
た
り
、
鍛
え
た
り
、
叩
い
た
り
す
る
。
し
げ
し
げ
鉱
夫
ら
を
お
ち
ょ
く
り
、
ろ
く
で
な
し
や
罵ば

り詈
雑ぞ

う
ご
ん言
を
吐
く
輩や

か
ら

を
懲こ

ら

し
め
る
。六

六
四
　
山
の
王

ド
イ
ツ
・
ボ
ヘ
ミ
ア
山ゲ

ビ
ル
ゲ地
中（

（1
（

に
か
つ
て
古
城
シ
ル
ト
ハ
イ
ス
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
改
築
・
改
装
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
折
、
壁
工
と

人
夫
た
ち
は
城
の
基
部
に
通
路
と
穴
蔵
が
数
多
く
あ
る
の
を
発
見
し
た
そ
う
な
。
そ
の
一
つ
で
象ぞ

う
げ牙

の
肘ひ

じ

掛
け
椅い

す子
に
王
が
腰
を
下
ろ

し
て
眠
り
、
そ
の
傍
ら
に
姫
が
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
に
立
ち
、
王
の
頭こ

う
べ

を
支
え
て
い
た
。
人
夫
た
ち
が
好
奇
心
に
駈か

ら
れ
、
こ
の
幻
影
に

も
っ
と
近
づ
く
と
、
姫
は
不
意
に
蛇
に
変
身
、
激
し
い
焰ほ

の
お

と
煙
を
吐
い
た
の
で
、
彼
ら
は
た
じ
た
じ
と
後
ず
さ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
注

進
さ
れ
た
城
主
は
自
身
穴
蔵
に
降
り
て
行
き
、
姫
が
悲
痛
な
溜
息
を
つ
く
の
を
聞
い
た
。
城
主
は
扉
を
開
い
て
中
に
足
を
踏
み
入
れ
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た
が
、
焰
と
煙
は
彼
に
も
噴
き
付
け
ら
れ
た
。
し
か
し
愛
犬
が
勇
敢
に
突
っ
走ぱ

し

っ
て
行
っ
た
し
、
城
主
も
愛
犬
に
後お

く

れ
を
取
り
た
く
は

な
か
っ
た
。〔
煙
が
薄
ら
ぎ
〕
姫
の
姿
が
目
に
入
る
と
、
犬
は
怪
我
も
せ
ず
そ
の
腕
に
抱
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
壁
に
は
焰
に
包
ま
れ

灼し
ゃ
く
ね
つ熱

の
光
を
放
つ
火
の
文
字
で
、
身
を
滅
ぼ
す
こ
と
な
か
れ
、
と
警
告
が
記
さ
れ
た
札
が
掛
か
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
頓と

ん
ち
ゃ
く着

せ
ず
若
き
騎

士
が
更
に
進
む
と
、
焰
に
取
り
巻
か
れ
、
焰
に
呑
み
尽
く
さ
れ
た
。

六
六
五
　
溺
死
者
た
ち
の
魂

ボ
ヘ
ミ
ア
の
邦く

に

の
あ
る
湖
に
緑
色
の
帽
子
を
被か

ぶ

っ
て
い
る
男ヴ

ァ
ッ
サ
ー
マ
ン

の
水
の
精
が
棲す

ん
で
い
た
。
唇
を
閉
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
精
を
見
た
者
は
緑
色
の
歯
を
剝む

き
出
し
て
い
る
の
も
分
か
っ
た
。
そ
れ
以
外
は
人
間
と
全
く
区
別
が
付
か
な
か
っ
た
。
精
は
湖
畔

に
坐す

わ

っ
て
緑
色
の
布リ

ボ
ン紐
を
際
限
も
な
く
水
の
中
か
ら
引
っ
張
り
出
し
て
こ
れ
を
測
っ
て
い
る
の
を
し
ば
し
ば
娘
た
ち
に
見
ら
れ
た
。
充

分
測
る
と
精
は
そ
の
布リ

ボ
ン紐
を
娘
た
ち
に
投
げ
て
よ
こ
し
た
。
こ
の
男ヴ

ァ
ッ
サ
ー
マ
ン

の
水
の
精
は
湖
畔
に
住
ん
で
い
る
あ
る
農
夫
と
昵じ

っ
こ
ん懇
に
な
り
、
よ

く
そ
の
家
に
や
っ
て
来
た
し
、
湖
底
の
自
分
の
棲す

み
か処

に
お
客
に
来
る
よ
う
農
夫
を
招
き
も
し
た
。
農
夫
が
訪
ね
て
み
る
と
、
湖
底
の
家

は
と
て
つ
も
な
く
素
晴
ら
し
く
、
財
宝
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
最
後
に
小
さ
な
一
部
屋
に
入
る
と
、
新
し
い
壺つ

ぼ

が
夥

お
び
た
だし
く
並
ん
で
い
た

が
、
全
部
逆
さ
ま
に
な
っ
て
い
た
。「
こ
り
ゃ
一
体
何
す
る
も
ん
だ
ね
」
と
農
夫
が
訊き

く
と
、
水
の
精
が
答
え
て
い
わ
く
「
話
し
て
や

ろ
う
。
毎
年
わ
し
は
人
間
を
一
人
湖
に
引
き
ず
り
込
む
。
す
る
と
そ
の
魂
は
わ
し
の
も
の
に
な
る
。
で
、
わ
し
は
そ
れ
を
壺
に
封
じ
て

し
ま
っ
と
く
。
ど
ん
な
男
に
も
こ
の
世
の
楽
し
み
事
が
あ
る
。
男ヴ

ァ
ッ
サ
ー
マ
ン

の
水
の
精
だ
っ
て
同
じ
こ
っ
た
。
こ
れ
が
今
わ
し
の
道
楽
だ
て
」。

農
夫
は
、
こ
ん
な
楽
し
み
は
け
し
か
ら
ん
、
と
思
い
、
腹
が
立
っ
て
堪た

ま

ら
ず
、
気
が
気
で
な
ら
な
か
っ
た
。
一
方
彼
は
湖
中
へ
の
行
き

方
に
よ
く
目
を
配
っ
て
い
た
。
径
路
は
と
あ
る
井
戸
小
屋
を
通
る
も
の
だ
っ
た
。
あ
る
日
の
昼
食
時
あ
の
修
道
士（

（1
（

〔
＝
水
の
精
〕
が
湖
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畔
に
坐
っ
て
布リ

ボ
ン紐
を
測
り
、
そ
れ
を
娘
た
ち
に
投
げ
与
え
て
い
る
の
を
見
掛
け
た
農
夫
は
、
急
い
で
こ
っ
そ
り
水
の
精
の
棲す

み
か処
に
忍
び

込
み
、
壺
を
悉

こ
と
ご
とく
引
っ
繰
り
返
し
た
。
う
わ
あ
、
も
う
大
喜
び
、
水
の
精
の
蒐

し
ゅ
う
し
ゅ
う
集
か
ら
解
放
さ
れ
た
魂
た
ち
は
天
国
へ
ふ
わ
ふ
わ
昇
っ

て
行
き
、
救
済
さ
れ
た
。
水
の
精
の
方
は
こ
ん
な
仕
打
ち
を
受
け
て
か
ん
か
ん
─
─
な
に
し
ろ
だ
れ
だ
っ
て
玩お

も
ち
ゃ具

を
取
り
上
げ
ら
れ
て

平
気
で
は
い
ら
れ
な
い
も
の
ね
─
─
に
な
り
、
こ
っ
ぴ
ど
い
仕
返
し
を
し
て
や
る
ぞ
、
と
農
夫
を
脅
か
し
た
。
と
こ
ろ
で
水
の
精
は
自

分
が
食
べ
る
肉
を
─
─
英
国
人
や
米
国
人
の
よ
う
に
─
─
自
身
町
の
肉
屋
に
買
い
に
行
く
習
慣
だ
っ
た
。
代
価
は
古
貨
幣
の
ボ
ヘ
ミ

ア
・
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
銀
貨
で（

（1
（

払
っ
た
。
こ
れ
に
は
穴
が
開
け
ら
れ
て
い
た
。
取
り
も
直
さ
ず
、
精
が
湖
中
に
誘お

び

き
入
れ
た
娘
た
ち
が
頸く

び

の
飾
り
紐ひ

も

に
通
し
て
い
た
銀
貨
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
精
が
次
ぎ
に
店
に
来
た
時
、
肉
屋
は
、
う
っ
か
り
し
た
よ
う
に
装
っ
て
、

穴
あ
き
銀
貨
を
数
え
て
い
る
精
の
親
指
に
鋭
い
庖ほ

う
ち
ょ
う丁

で
切
り
つ
け
た
。
水
の
精
は
蛙か

え
る

の
卵
み
た
い
な
血
を
流
し
、
怒
っ
て
い
な
く
な

り
、
二
度
と
現
れ
な
か
っ
た
。
お
蔭か

げ

で
農
夫
は
復ふ

く
し
ゅ
う讐
を
免
れ
た
。

六
六
六
　
ヘ
ル
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
の
葡ワ

イ

ン

萄
酒
樽だ

る

リ
ー
ゼ
ン
ゲ
ビ
ル
ゲ
の
ボ
ヘ
ミ
ア
側
山さ

ん
ろ
く麓
に
小
都
市
ト
ラ
ウ
テ
ナ
ウ（

（1
（

が
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
ち
ょ
っ
と
、
さ
よ
う
、
一
哩マ

イ
ルほ
ど
入
っ

た
と
こ
ろ
に
高
い
巖い

わ
や
ま山
が
あ
り
、
そ
の
頂
き
に
昔
ヘ
ル
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る
城
が
建
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
今
は
後あ

と

白し
ら
な
み波

、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
歌ジ

ン
ガ
ー
ベ
ル
ク

人
の
山
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
一
四
）
そ
の
他
夥お

び
た
だし

い
城や

か
た館

・
城
塞
同
様
、
人
畜
も
ろ
と
も
山
の
胎
内
に
湮い

ん
め
つ滅

し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
伝
説
の
方
は
湮
滅
す
る
こ
と
な
く
生
き
長
ら
え
て
い
る
。
ヘ
ル
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
の
住
人
た
ち
は
い
つ
も

大
層
喉の

ど

を
渇
か
し
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
大
層
葡ワ

イ

ン

萄
酒
を
蓄
え
て
い
た
。
こ
の
葡ワ

イ

ン

萄
酒
も
同
じ
く
山
の
底
に
沈
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
こ
れ
は
な
ん
と
も
遺い

か
ん憾

で
あ
る
。
さ
て
一
六
一
四
年
の
こ
と
、
シ
ュ
ネ
ー
コ
ッ
ペ
山
麓
の
す
ぐ
近
く
を
水
源
と
す
る
ア
ウ
パ
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川バ
ッ
ハ

河
畔
に
あ
る
マ
ル
シ
ェ
ン
村ド

ル
フ

に
一
人
の
娘
が
い
て
、
こ
の
荒こ

う
り
ょ
う寥

と
し
た
峡
谷
で
家
畜
の
番
を
し
て
お
り
、
ヘ
ル
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
城
の
傍
に
来
た
。
そ
し
て
一
緒
に
い
た
三
人
の
子
ど
も
た
ち
に
向
か
っ
て
「
お
い
で
、
ち
ゃ
ん
と
ヘ
ル
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ま
で

登
っ
て
み
よ
う
よ
。
も
し
か
す
っ
と
巖
が
開
い
て
て
、
あ
す
こ
に
あ
る
っ
て
い
う
大お

っ
き
な
お
酒
の
樽た

る

が
拝
め
っ
か
も
よ
」
と
言
っ

た
。
そ
う
し
た
ら
本
当
に
巖
が
口
を
開
け
て
い
た
の
で
、
彼
ら
は
中
に
足
を
踏
み
入
れ
、
控
え
の
間
み
た
い
な
と
こ
ろ
を
抜
け
、
廊
下

を
通
っ
て
大
広
間
に
入
っ
た
。
そ
こ
に
十
桶

ア
イ
マ
ー

入（
（1
（

り
の
大
樽
が
鎮
座
し
て
い
た
。
樽
板
も
箍た

が

も
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
指
の

太
さ
ほ
ど
の
酒し

ゅ
せ
き石

の（
（2
（

膜
が
樽
を
覆
い
、
中
身
は
洩
れ
ず
に
い
た
。
こ
の
膜
に
手
を
触
れ
る
た
び
に
、
膜
は
へ
こ
ん
で
軟
殻
卵
の
よ
う
に

ぶ
る
ぶ
る
震
え
た
。
音
楽
や
楽
し
そ
う
な
さ
ん
ざ
め
き
が
聞
こ
え
て
来
る
脇
の
部
屋
か
ら
、
な
ん
と
ま
あ
、
古
風
な
が
ら
装
い
を
凝
ら

し
た
一
人
の
殿
が
歩
み
出
た
。
殿
は
赤
い
羽
根
飾
り
を
付
け
た
帽
子
を
被か

ぶ

り
、
錫す

ず

製
の
大
杯
を
手
に
し
、
樽
か
ら
葡ワ

イ

ン

萄
酒
を
注つ

い
だ
。

そ
し
て
、「
そ
な
た
た
ち
、
中
へ
入
れ
。
中
で
は
お
も
し
ろ
く
や
っ
て
お
る
ぞ
」
と
言
っ
た
。
し
か
し
娘
と
子
ど
も
ら
は
し
り
ご
み
し

た
。
酒
杯
か
ら
葡ワ

イ

ン

萄
酒
を
飲
む
よ
う
勧
め
ら
れ
も
し
た
が
、
こ
れ
も
断
っ
た
。
す
る
と
殿
い
わ
く
「
こ
こ
で
わ
し
を
待
っ
て
お
れ
。
小

さ
な
杯
を
持
っ
て
来
て
や
る
」。
殿
が
別
室
に
姿
を
消
し
た
途
端
、
娘
は
「
子
ど
も
た
ち
、
走
り
な
。
急
い
で
外
へ
出
る
ん
だ
よ
う
。

こ
の
山
の
中
の
衆
は
皆
極ご

く
ど
う
も
の

道
者
で
呪
わ
れ
て
る
っ
て
い
う
か
ら
」
と
言
っ
た
。
─
─
そ
こ
で
一
同
は
慌
て
て
外
へ
出
た
。
背
後
で
轟ご

う
ぜ
ん然

と
音
が
し
て
幾
つ
も
の
扉
が
ば
た
あ
ん
と
閉
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
凄す

さ

ま
じ
い
騒
ぎ
が
起
こ
っ
た
。
─
─
一
時
間
ほ
ど
し
て
皆
が
恐
怖
か

ら
回
復
す
る
と
、
娘
は
ま
た
気
が
強
く
な
り
、「
一
体
ど
う
し
た
ん
だ
か
さ
、
あ
の
凄す

ご

い
音
は
な
ん
だ
っ
た
ん
か
、
巌
が
崩
れ
た
ん
か

ど
う
か
、
見
て
来
よ
う
」
と
言
い
、
子
ど
も
た
ち
を
、
も
う
一
度
山
に
登
ろ
う
、
と
説
き
伏
せ
た
。
け
れ
ど
も
ど
う
し
て
も
入
口
は
見

当
た
ら
ず
、
巌
は
ど
こ
も
か
し
こ
も
閉
じ
た
ま
ま
だ
っ
た
。



199

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その十四） 鈴木　滿　訳・注

六
六
七
　
石
の
新に

い
ど
こ床

リ
ー
ゼ
ン
ゲ
ビ
ル
ゲ
の
別
の
山
の
上
に（

（2
（

こ
れ
ま
た
城
が
建
っ
て
い
た
。
城
に
は
騎
士
の
寡か

ふ婦
が
一
人
娘
と
と
も
に
住
ん
で
い
た
。
娘

は
近
隣
の
あ
る
若
い
騎
士
─
─
ヘ
ル
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
一
族
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
─
─
を
愛
し
て
い
た
。
け
れ
ど
も
こ
の
青
年

は
、「
娘
欲
し
け
り
ゃ
、
そ
の
母
親
に
取
り
入
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ぬ（

（2
（

」、
と
い
う
諺

こ
と
わ
ざの
教
え
に
従
う
の
を
な
お
ざ
り
に
し
た
。
そ
こ

で
娘
の
母
親
も
青
年
が
気
に
喰く

わ
ず
、
わ
た
し
が
生
き
て
い
る
限
り
あ
ん
な
男
を
絶
対
婿む

こ

に
し
な
い
、
と
誓
っ
た
。
娘
の
方
は
若
い
騎

士
に
激
し
く
恋
い
焦
が
れ
て
い
た
の
で
、
許い

い
な
ず
け婚

と
な
り
、
お
母
様
が
目
を
瞑つ

む

り
し
だ
い
あ
な
た
と
結
婚
し
ま
す
、
お
母
様
だ
っ
て
永
久

に
生
き
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
も
の
、
と
約
束
し
た
。
こ
れ
を
耳
に
し
た
母
親
は
神
前
に
ひ
れ
伏
し
、
狂
お
し
い
激
怒
に
駈か

ら
れ

な
が
ら
、
わ
た
し
を
こ
ん
な
酷ひ

ど

い
目
に
遭
わ
せ
る
娘
の
新
床
が
石
に
変
わ
り
ま
す
よ
う
に
、
と
祈
り
、
呪
っ
た
。
こ
う
呪じ

ゅ
そ詛
し
て
す
ぐ

老
女
は
死
ん
だ
─
─
勤
勉
な
糸
紡
ぎ
女
の
娘
を
、
月
へ
行
っ
て
し
ま
え
、
と
呪
っ
た
あ
の
母
親
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
三
三
）
の
よ
う
に
。
な
に

し
ろ
こ
う
し
た
呪
詛
は
長
寿
の
霊
薬
と
は
な
ら
な
い
の
で
ね
。
さ
て
娘
も
母
親
同
様
言
葉
を
違た

が

え
ず
婚
約
者
と
結
婚
、
喪
に
は
服
さ
な

か
っ
た
。
晴
れ
や
か
な
婚
礼
が
執
り
行
わ
れ
た
が
、
真
夜
中
、
娘
が
新
床
に
入
る
と
、
母
親
の
呪
い
が
成
就
し
た
。
恐
ろ
し
い
雷
鳴
が

轟と
ど
ろく
内
、
城
は
崩
れ
て
瓦が

れ
き礫
と
化
し
、
周
囲
を
取
り
巻
く
谷
に
沈
ん
だ
。
た
だ
初
夜
の
閨け

い
ぼ
う房
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
巖い

わ
か
ど角
だ
け
が
残

り
、
新
床
は
石
に
変
じ
て
巖
頭
高
く
に
引
っ
掛
か
っ
て
い
た
が
、
羽
根
布
団
な
ど
あ
ら
ば
こ
そ
─
─
そ
れ
こ
そ
敷
き
藁わ

ら

一
本
、
蚤の

み

一
匹

だ
っ
て
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
で
も
娘
は
─
─
花
婿
不
在
の
ま
ま
─
─
床
の
中
に
い
た
。
け
れ
ど
も
目
が
廻
る
よ
う
な
近
づ
き
難
い

高
み
に
だ
れ
か
ら
も
見
棄
て
ら
れ
て
、
へ
ば
り
つ
い
て
い
る
の
は
己お

の

が
悲
嘆
懊お

う
の
う悩
と
、
鴉か

ら
す

ど
も
、
禿は

げ
わ
し鷲
ど
も
。
こ
れ
ら
は
巖
の
頂
き
を

ギ
ャ
ア
ギ
ャ
ア
啼な

き
な
が
ら
飛
び
回
り
、
遂
に
は
花
嫁
の
体
を
喰く

ら
い
尽
く
し
た
。
こ
の
巖
角
は
い
ま
だ
に
聳そ

び

え
て
い
る
。
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六
六
八
　
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
ラ
ッ
ヘ
ン

魔
の
腭

昔
、
ケ
ー
ニ
ギ
ン
グ
レ
ー
ツ（

（2
（

の
下し

も
て手

、
エ
ル
ベ
河
畔
の
す
ぐ
近
く
に
、
富
裕
を
極
め
た
修
道
院
オ
パ
ト
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
あ
っ
た
。
こ
の

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
派
修
道
院
は
途
方
も
な
い
財
宝
を
所
有
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
修
道
院
長
と
二
人
の
最
年
長
の
修
道
士
以
外
は

だ
れ
一
人
財
宝
の
隠
し
場
所
を
知
ら
な
か
っ
た
。
皇
帝
カ
ー
ル
四
世
は
か
ね
が
ね
こ
の
財
宝
を
見
た
い
と
念
願
し
て
い
た
。
ご
覧
に
な

ら
れ
る
の
は
陛
下
た
だ
御ご

い
ち
に
ん

一
人
、
と
い
う
こ
と
で
許
可
が
出
た
が
、
そ
れ
も
、
宝
物
庫
へ
は
目
隠
し
の
上
に
て
ご
案
内
つ
か
ま
つ
り

ま
す
る
、
と
の
条
件
付
き
。
こ
れ
は
実
行
さ
れ
、
皇
帝
は
豪ご

う
し
ゃ奢

な
富
を
悉

こ
と
ご
とく

目
の
当
た
り
に
し
て
驚
嘆
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
財
宝

─
─
グ
ル
デ
ン
金
貨
四
百
万
枚
の
値
打
ち
が
あ
る
─
─
が
己お

の
れ

の
も
の
で
は
な
く
、
い
た
ず
ら
に
死
蔵
さ
れ
て
い
る
の
が
無
念
で
堪た

ま

ら

ず
、
あ
の
壮
麗
な
城
カ
ー
ル
シ
ュ
タ
イ
ン（

（2
（

の
建
設
費
用
に
回
せ
れ
ば
な
あ
、
と
思
い
、
い
た
く
ご
不
興
の
態て

い

で
還
御
あ
そ
ば
し
た
の
だ

が
…
…
。
そ
れ
か
ら
酸
鼻
な
フ
ス
戦
争
の
時
代
と
な
り
、
フ
ス
派
の
総
司
令
官
ツ
ィ
ス
カ（

（2
（

も
、
カ
ー
ル
四
世
が
両
の
目
で
見
た
も
の
を

そ
の
隻
眼
で
見
届
け
た
い
と
渇
望
し
、
心
楽
し
く
宝
を
見
つ
け
て
掘
り
出
し
た
い
と
思
っ
た
。
し
か
し
一
般
の
修
道
士
た
ち
は
宝
に
つ

い
て
何
も
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
お
っ
か
な
い
英
雄
は
院
長
と
例
の
二
人
の
修
道
士
を
残
酷
に
拷
問
さ
せ
、
埋
蔵
場
所
を
教
え

よ
、
と
迫
る
一
方
、
修
道
院
自
体
上
か
ら
下
ま
で
、
全
て
の
通
路
、
穴
蔵
、
地
下
牢
を
徹
底
的
に
捜
索
さ
せ
た
。
し
か
し
、
前
者
は

い
っ
か
な
白
状
せ
ず
、
兵
士
た
ち
の
方
も
得
る
と
こ
ろ
な
し
。
院
長
は
「
宝
は
そ
ち
に
貪む

さ
ぼ

ら
れ
る
よ
り
も
悪
魔
の
腭あ

ぎ
と

に
呑
ま
れ
る
方
が

よ
い
わ
」
と
ツ
ィ
ス
カ
を
罵の

の
し

り
、
や
が
て
拷
問
中
に
息
を
引
き
取
っ
た
。
と
こ
ろ
で
修
道
院
の
近
く
に
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
ラ
ッ
ヘ
ン

魔
の
腭
な
る
場
所
が
あ
っ
た

の
だ
。
こ
れ
は
怒ど

と
う濤
逆
巻
く
お
ど
ろ
ど
ろ
し
い
深し

ん
た
ん潭
で
、
し
ば
し
ば
轟ご

う
ご
う轟
と
水み

ず
か
さ嵩
を
増
し
て
周
辺
に
溢
れ
出
し
、
か
し
こ
の
低
地
に
あ

る
チ
ェ
ツ
ェ
ル
カ
の
湖
沼
群
を
覆
い
、
土
地
を
浸
食
、
湖
に
し
て
し
ま
お
う
と
す
る
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
な
ん
と
ま
あ
、
あ
る
嵐
の
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吹
き
荒す

さ

ぶ
夜
、
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
ラ
ッ
ヘ
ン

魔
の
腭
は
修
道
院
を
そ
の
財
宝
も
ろ
と
も
ぱ
っ
く
り
呑
み
込
ん
だ
。
修
道
院
は
水
底
に
姿
を
消
し
、
そ
の
上
に
は
波

が
打
ち
寄
せ
る
ば
か
り
。
エ
ル
ベ
川
が
静
か
に
流
れ
、
水
位
が
低
い
折
、
漁
師
た
ち
は
修
道
院
の
壁
の
一
部
を
ま
だ
目
に
す
る
こ
と
が

あ
る
。
修
道
院
は
─
─
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
ラ
ッ
ヘ
ン

魔
の
腭
を
塞
ぐ
こ
と
は
ど
う
し
て
も
不
可
能
と
思
わ
れ
た
の
で
─
─
エ
ル
ベ
川
か
ら
も
っ
と
排
水
す
る
た
め

掘
削
さ
れ
た
オ
パ
ト
ヴ
ィ
ッ
ツ
運カ

ナ
ー
ル河

に
そ
の
名
を
留
め
て
い
る
。

六
六
九
　
金
貨
鼠

ね
ず
み

一
人
の
貧
し
い
小
間
物
行
商
人
が
、
ボ
ヘ
ミ
ア
の
尾
根
と
呼
ば
れ
る
か
の
山ゲ

ビ
ル
ゲ地

を（
（2
（

越
え
、
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
ケ
ー
ニ
ギ
ン
グ
レ
ー

ツ
郡
の
小
都
市
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ（

（2
（

へ
と
下
っ
て
い
た
。
く
た
び
れ
た
の
で
巖い

わ

に
腰
掛
け
、
麵パ

ン麭
を
一
切
れ
食
べ
始
め
た
。
こ
れ
が
こ
の
男

の
食
事
の
全
て
だ
っ
た
。
喉の

ど

が
渇
け
ば
山
地
か
ら
谷
へ
と
楽
し
げ
に
流
れ
下
っ
て
い
る
清
ら
か
な
ジ
ー
プ
ニ
ッ
ツ
の
泉
か
ら
だ
れ
憚

は
ば
か

る
と
こ
ろ
な
く
飲
め
ば
よ
い
。
す
る
と
地
面
に
一
匹
の
小
鼠
が
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
し
て
い
る
の
が
目
に
留
ま
っ
た
。
鼠
は
男
の
真
ん
前

に
坐す

わ

り
込
み
、
や
は
り
腹
を
減
ら
し
て
い
る
様
子
。
そ
こ
で
小
間
物
屋
が
麵パ

ン麭
屑く

ず

を
撒ま

い
て
や
る
と
、
鼠
は
旺お

う
せ
い盛
な
食
欲
で
す
ぐ
さ

ま
平
ら
げ
て
し
ま
い
、
麵パ

ン麭
が
無
く
な
る
ま
で
何
度
も
何
度
も
お
余
り
を
貰も

ら

っ
た
。
や
が
て
旅
人
は
当
然
な
が
ら
渇
き
を
覚
え
た
の

で
、
泉
へ
足
を
運
ん
で
水
を
飲
み
、
担
い
で
来
た
さ
さ
や
か
な
品
物
を
置
い
て
あ
る
元
の
居
場
所
に
ま
た
戻
っ
た
。
す
る
と
小
鼠
が

い
た
と
こ
ろ
に
金
貨
が
一
枚
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
鼠
が
ま
た
戻
っ
た
が
、
も
う
一
枚
金
貨
を
運
ん
で
来
て
、
そ
れ
を
最
初
の
金
貨
に
加

え
て
走
り
去
る
と
、
ま
た
ま
た
三
枚
目
を
持
参
し
た
。
そ
こ
で
行
商
人
が
、
ち
ょ
ろ
ま
か
す
ど
こ
ろ
か
物
を
く
れ
た
こ
の
感
心
な
動

物
の
後
か
ら
つ
い
て
行
く
と
、
鼠
は
穴
に
走
り
込
み
、
金
貨
を
外
へ
運
び
出
し
た
。
小
間
物
屋
が
旅
杖
の
石
突
き
で
穴
を
搔か

き
回
す

と
、
財
宝
が
埋
ま
っ
て
い
る
の
が
分
か
っ
た
。
掘
っ
て
み
る
と
、
壺つ

ぼ

一
杯
の
ボ
ヘ
ミ
ア
の
古
グ
ル
デ
ン
金
貨
だ
っ
た
。
ど
う
や
ら
全
く
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の
お
礼
心
か
ら
金
貨
を
授
け
て
く
れ
た
鼠
は
ど
こ
へ
行
っ
た
か
と
探
し
た
が
、
姿
は
さ
っ
ぱ
り
見
え
な
か
っ
た
。
男
は
喜
び
勇
ん
で
ラ

イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
へ
下
り
、
自
分
の
た
め
に
は
金
貨
の
ほ
ん
の
僅
か
し
か
取
っ
て
お
か
ず
、
貧
民
に
た
っ
ぷ
り
施
し
を
し
、
残
り
で
同
地
に

三ド
ラ
イ
フ
ァ
ル
テ
ィ
ヒ
カ
イ
ツ
キ
ル
ヒ
ェ

位
一
体
教
会
を
建
立
し
た
。
教
会
に
詣も

う

で
る
と
、
こ
の
物
語
を
石
に
彫
ら
れ
た
形
で
観み

る
こ
と
が
で
き
る
。

六
七
〇
　
チ
ェ
ヒ
と
レ
ヒ
兄
弟

太
古
、
カ
ル
パ
テ
ィ
ア
山
脈（

（2
（

周
辺
の
地
に
兄
弟
が
二
人
、
首
長
と
し
て
暮
ら
し
て
い
た
。
そ
の
名
は
チ
ェ
ヒ
と
レ
ヒ（

（2
（

。
や
が
て
土
地

と
土
地
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
主
張
・
要
求
が
原
因
で
同
族
間
に
不
和
が
勃ぼ

っ
ぱ
つ発

し
た
の
で
、
兄
弟
は
そ
の
係
累
ほ
ぼ
六
百
人
と
と
も
に

旅
立
ち
、
真

き

た

夜
中
の
方
角
へ
と
進
ん
だ
。
両
首
長
は
諸
人
の
前
を
騎
行
、
更
に
そ
の
先
頭
に
は
翼
を
拡ひ

ろ

げ
た
黒く

ろ
わ
し鷲
を
描
い
た
黄
色
い
旗

が
一い

ち
り
ゅ
う旒
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

こ
う
し
て
彼
ら
は
最
後
に
一
座
の
高
山
が
見
下
ろ
す
ボ
イ
な
い
し
ボ
イ
ェ
ム
の
地（

（3
（

に
到
達
、
野
営
し
て
休
息
、
土
地
の
様
子
を
窺う

か
が

う

と
、
地
味
は
豊ほ

う
じ
ょ
う饒

、
地
勢
は
快
適
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
朝
、
山
の
頂
き
に
登
っ
た
二
人
の
兄
弟
が
周
囲
を
遠
望
す
れ
ば
、
目
に

入
っ
た
の
は
森
の
生
い
繁し

げ

る
肥
え
た
土
地
で
、
鱗り

ん
ぞ
く族
多さ

わ

な
る
流
れ
も
見
え
た
の
で
、
こ
の
こ
と
を
民
衆
に
伝
え
た
。
そ
の
翌
朝
の
夜
明

け
方
、
チ
ェ
ヒ
は
自
分
の
家
族
お
よ
び
も
ろ
と
も
に
こ
こ
ま
で
来
た
全
て
の
者
を
呼
び
集
め
、
木
の
切
り
株
に
腰
を
下
ろ
し
、
弟
、
友

人
、
仲
間
に
向
か
っ
て
こ
う
言
っ
た
。「
こ
の
地
に
落
ち
着
き
、
こ
こ
へ
お
導
き
く
だ
さ
っ
た
神
神
に
感
謝
の
供
犠
を
執
り
行
お
う
。

わ
し
が
お
ぬ
し
ら
に
約
束
し
た
の
は
こ
の
地
だ
。
こ
の
地
は
実
り
多
く
、
快
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
こ
の
地
に
名
を
付
け
よ
う
で
は
な

い
か
」。
演
説
者
と
旅
を
と
も
に
し
た
人
人
は
さ
な
が
ら
天
啓
を
受
け
た
か
の
ご
と
く
異
口
同
音
に
「
我
ら
が
首
長
で
あ
る
お
ぬ
し
、

チ
ェ
ヒ
の
名
以
上
に
相ふ

さ
わ応
し
い
名
が
ま
た
と
あ
ろ
う
か
。
お
ぬ
し
の
名
を
取
り
、
チ
ェ
ホ
ー
ヴ
ァ（

（3
（

、
す
な
わ
ち
チ
ェ
ヒ
の
地
と
呼
ぶ
の
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が
至
当
で
あ
る
」
と
叫
ん
だ
。

す
る
と
首
長
は
立
ち
上
が
り
、
天
を
仰
ぎ
、
次
い
で
地
に
身
を
投
げ
、
大
地
に
接く

ち
づ
け吻
し
、
再
び
身
を
起
こ
す
と
諸も

ろ
て手
を
差
し
伸
べ
、

祝
福
の
言
葉
を
尽
く
し
て
神
神
の
授
け
た
も
う
た
こ
の
地
に
挨あ

い
さ
つ拶

し
た
。
そ
し
て
己お

の

が
民
と
と
も
に
こ
の
地
に
留
ま
っ
た
。
人
人
は
増

え
拡
が
り
、
質
朴
、
平
和
、
勤
勉
、
正
直
、
か
つ
客
を
も
て
な
す
こ
と
懇
篤
に
暮
ら
し
た
。
こ
の
地
に
到
来
し
て
九
年
が
経
つ
と
、
ま

た
し
て
も
土
地
が
足
り
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
レ
ヒ
は
兄
に
別
れ
を
告
げ
、
己
が
民
と
配
下
を
引
き
連
れ
日ひ

が

し

の
出
の
方
角
へ
と
出
発
す

る
こ
と
に
し
、
後
に
残
る
者
た
ち
が
、
あ
ま
り
遠
く
に
去
ら
な
い
で
く
れ
、
と
懇
願
し
た
の
で
、
彼
ら
に
こ
う
語
っ
た
。「
愛い

と

し
い
兄

と
仲
間
た
ち
よ
。
三
日
目
の
朝
、
暁
の
明
星
が
昇
る
前
、
ジ
ー
プ（

（3
（

の
山
上
に
登
っ
て
く
れ
い
。
そ
の
時
い
る
場
所
で
、
わ
し
は
大
き
な

篝か
が
り
び火

を
焚た

こ
う
。
わ
し
が
一
族
郎
党
と
と
も
に
居
を
定
め
た
の
は
そ
の
火
と
煙
が
立
つ
と
こ
ろ
だ
」。

こ
れ
は
実
行
さ
れ
、
レ
ヒ
は
ボ
ヘ
ミ
ア
で
最
初
の
町
を
建
設
、
煙
と
い
う
言
葉
か
ら
こ
れ
を
カ
ウ
ジ
ム（

（3
（

と
名
付
け
た
。

チ
ェ
ヒ
が
最
初
そ
の
部
衆
と
と
も
に
山さ

ん
ろ
く麓
に
殖し

ょ
く
み
ん民
し
た
ジ
ー
プ
山
は
今
日
の
聖

ザ
ン
ク
トゲ
オ
ル
ゲ
ン
山ベ

ル
ク

で
あ
る
。
チ
ェ
ヒ
は
更
に
七
十
年
命

長
ら
え
、
や
が
て
亡
く
な
り
、
長
い
間
全
て
の
邦く

に
た
み民

か
ら
悼
ま
れ
た
。

六
七
一
　
ク
ロ
ク
と
そ
の
娘
た
ち

チ
ェ
ヒ
と
レ
ヒ
の
時
代
が
終
わ
る
と
、
民
と
邦く

に

と
は
ザ
モ（

（3
（

と
い
う
支
配
者
を
得
た
。
ダ
ゴ
バ
ー
ト
王（

（3
（

が
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
邦
と
テ
ュ
ー

リ
ン
ゲ
ン
を
統
治
し
て
い
た
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
ザ
モ
は
ボ
イ
人
と
ヴ
ェ
ン
ド
人
の
君
主
だ
っ
た
。
こ
の
二
人
の
王
は
干か

ん
か戈

を
交
え

る
に
至
り
、
フ
ォ
イ
ク
ツ
山ベ

ル
ク

の
傍
で
ザ
モ
と
ダ
ゴ
バ
ー
ト
の
間
に
大
会
戦
─
─
三
日
続
き
、
何
千
も
の
命
が
失
わ
れ
た
─
─
が
行
わ
れ

た
。
戦
場
に
勝
利
者
と
し
て
残
っ
た
ザ
モ
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
と
そ
の
近
隣
諸
邦
全
て
を
荒
廃
さ
せ
た
。
ザ
モ
王
没
後
、
ボ
イ
ェ
ム
の



武蔵大学人文学会雑誌　第48巻第 2号

204

民
は
君
主
を
持
た
ず
、
部
族
の
最
長
老
に
従
い
、
こ
れ
を
ヴ
ラ
デ
ィ
カ（

（3
（

と
呼
ん
だ
。
こ
う
し
た
最
長
老
に
ク
ロ
ク
と
い
う
者
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
叡え

い
ち知

・
公
正
の
評
判
は
全
邦
に
鳴
り
響
い
た
の
で
、
民
は
ク
ロ
ク
を
士し

し師
に
し
て
君
主
に
選
ん
だ
。
チ
ェ
ヒ
の
埋
葬
場
所
の

上
で
チ
ェ
ヒ
の
椅
子
に
坐す

わ

ら
さ
れ
た
彼
の
手
に
、
人
人
は
チ
ェ
ヒ
の
杖
を
渡
し
、
そ
の
頭こ

う
べ

に
チ
ェ
ヒ
の
被か

ぶ

り
物
を
被
せ
、
彼
の
掟
と
命

令
に
喜
ん
で
服
従
す
る
、
と
忠
誠
の
誓
い
を
立
て
た
。
民
は
賢
明
な
支
配
者
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
愛
を
表
明
、
彼
の
た
め
に
城
─
─
も

と
よ
り
木
造
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
か
な
り
の
高
楼
─
─
を
と
あ
る
山
の
麓ふ

も
と

に
築
き
、
自
分
た
ち
は
そ
の
山
の
周
囲
に
家
を
建
て
、
城

と
町
を
ブ
ー
デ
チ
ュ（

（3
（

と
命
名
し
た
。
そ
の
後
ク
ロ
ク
は
ボ
ヘ
ミ
ア
邦
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
石
で
堅
固
な
棲す

み
か処

を
造
っ
た
。
そ
の

中
に
は
お
気
に
入
り
の
城
プ
サ
ー
リ
も
あ
っ
た
。
後
代
ヴ
ィ
シ
ェ
ラ
ト（

（3
（

が
聳そ

び

え
立
っ
た
の
は
こ
こ
。
プ
サ
ー
リ
な
る
名
は
チ
ェ
ヒ
の
故

郷
の
城
に
由
来
す
る
。

ク
ロ
ク
は
こ
の
邦
の
初
代
の
士
師
に
し
て
君
侯
、
か
つ
初
代
の
祭
司
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
予
知
能
力
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
精
霊
や
ピ

ル
ヴ
ァ
イ
ゼ（

（3
（

た
ち
か
ら
学
び
、
更
に
妻
ニ
ー
ナ
が
三
人
生
ん
で
く
れ
た
娘
ら
に
教
え
た
。
娘
ら
は
絶
世
の
美
人
で
、
精
神
も
知
性
も
父

よ
り
立
ち
勝
っ
て
い
た
。
長
女
カ
ー
シ
ャ
は
薬
草
、
石
、
金
属
の
性
質
と
効
能
に
悉

こ
と
ご
とく
通
じ
、
練
達
の
医
師
に
し
て
精
通
し
た
予
言
者

だ
っ
た
。
次
女
テ
ト
カ
は
ピ
ル
ヴ
ァ
イ
ゼ
で
、
民
衆
に
森
や
水
や
山
の
神
神
に
仕
え
供
犠
を
執
り
行
う
術す

べ

を
教
え
た
。
三
女
─
─
一
番

末
で
一
番
美
し
い
─
─
は
リ
ブ
ッ
サ
（
リ
ブ
シ
ャ（

（4
（

）
と
い
い
、
予
言
者
で
あ
り
、
か
つ
思
慮
分
別
に
掛
け
て
は
姉
た
ち
を
遙
か
に
凌り

ょ
う
が駕

し
て
い
た
。
そ
し
て
優
れ
た
洞
察
力
に
関
し
て
男
女
と
も
彼
女
に
比
肩
し
得
る
者
は
な
か
っ
た
。

ク
ロ
ク
が
三
十
九
年
統
治
し
て
亡
く
な
る
と
、
そ
の
死
を
知
っ
た
民
草
は
大
い
に
嘆
き
悲
し
み
、
女
王
蜂ば

ち

を
求
め
る
蜜み

つ

蜂
の
よ
う
に

家
家
か
ら
走
り
出
、
娘
ら
は
、
父
上
の
御み

た
ま霊

を
光
明
の
正し

ょ
う
ど
う道

に
お
導
き
あ
れ
、
と
神
神
に
呼
び
掛
け
た
。

そ
れ
か
ら
邦
民
は
ク
ロ
ク
の
亡な

き
が
ら骸
を
チ
ェ
ヒ
公
お
よ
び
夫
に
先
立
っ
た
妻
ニ
ー
ナ
の
奥お

く
つ
き

津
城
の
傍
ら
に
埋
葬
、
豊
か
な
捧
げ
物
を
墳

墓
に
夥

お
び
た
だし
く
供
え
、
石
を
積
み
、
犠
牲
の
火
を
焚た

き
、
高
ら
か
に
挽ば

ん
か歌
を
歌
っ
た
。
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六
七
二
　
リ
ブ
ッ
サ

ク
ロ
ク
の
没
後
、
そ
の
三
人
の
娘
ら
は
父
の
遺
邦
を
相
続
、
こ
れ
を
籤く

じ

引
き
で
分
け
た
。
そ
の
結
果
カ
ー
シ
ャ
は
こ
の
邦く

に

の
真き

た
夜
中

の
部
分
を
、
テ
ト
カ
は
日に

し没
の
部
分
を
、
リ
ブ
ッ
サ
は
父
が
残
し
た
高
み
の
城
プ
サ
ー
リ
と
と
も
に
日ひ

が

し

の
出
の
全
地
域
を
得
た
。
リ

ブ
ッ
サ
の
名
声
は
全
土
に
遍あ

ま
ね

く
広
ま
り
、
あ
ら
ゆ
る
民
衆
は
、
争
い
事
が
あ
れ
ば
そ
の
裁
き
を
仰
ぐ
た
め
に
、
あ
る
い
は
未
来
の
出
来

事
に
つ
い
て
そ
の
託
宣
を
伺
い
に
や
っ
て
来
た
。
彼
女
自
身
の
生
き
方
は
乙
女
ら
し
く
淑し

と

や
か
、
臣
民
の
鑑か

が
み

だ
っ
た
の
で
、
民
草
は
一

致
し
て
リ
ブ
ッ
サ
を
女
士し

し師
か
つ
女
王
に
選
ん
だ
。

リ
ブ
ッ
サ
は
プ
サ
ー
リ
城
を
拡
張
し
、
堅
固
に
し
た
。
そ
し
て
こ
の
高
み
の
城
で
し
ば
し
ば
侍
女
た
ち
を
足あ

し
も
と許
の
ぐ
る
り
に
侍
ら
せ

て
こ
ご
し
い
巖が

ん
と
う頭
に
座
し
、
眼
下
に
拡
が
る
地
域
を
思
索
に
耽ふ

け

り
な
が
ら
眺
め
、
審
判
を
、
あ
る
い
は
予
言
を
下
し
た
。
あ
る
日
彼
女

は
、
今
後
こ
の
城
を
プ
サ
ー
リ
で
は
な
く
リ
ビ
ー
ン（

（4
（

と
呼
ぶ
よ
う
に
、
と
命
じ
た
。
な
お
こ
の
邦
に
粗
鉱
の
塊
と
し
て
見
つ
か
る
金
銀

は
女
王
に
送
ら
れ
、
彼
女
は
鉱
山
業
を
興お

こ

し
た
。

六
七
三
　
鉄
の
卓テ

ー
ブ
ル子

リ
ブ
ッ
サ
は
し
ば
ら
く
女
王
と
し
て
ボ
ヘ
ミ
ア
の
民
を
支
配
し
た
が
、
人
人
は
、
是
非
と
も
ご
配
偶
を
お
選
び
く
だ
さ
い
、
と
望
ん

だ
。
そ
こ
で
彼
女
は
自
ら
が
召
集
し
た
民
会
で
数
数
の
予
言
を
語
り
、
民
の
要
求
を
思
い
留
ま
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
民
衆
お
よ

び
貴
族
は
主
張
を
譲
ら
ず
、
王
を
求
め
て
止
ま
な
か
っ
た
。
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「
さ
あ
、
そ
れ
な
ら
」
と
リ
ブ
ッ
サ
。「
出
発
な
さ
い
、
皆
さ
ん
。
ビ
ー
リ
ナ（

（4
（

の
川か

わ
べ
り縁

指
し
て
。
か
し
こ
の
ス
タ
デ
ィ
チ
ュ
村（

（4
（

の
広
野

に
特
別
な
畑
が
見
つ
か
り
ま
し
ょ
う
。
一
人
の
男
が
二
頭
の
斑ぶ

ち

の
牡お

牛
を
犁す

き

に
付
け
て
そ
の
畑
を
耕
し
て
い
ま
す
。
そ
の
お
人
こ
そ
そ

な
た
た
ち
の
王
と
な
る
べ
き
方
」。

そ
れ
か
ら
彼
女
は
こ
の
邦く

に

の
選よ

り
す
ぐ
り
で
あ
る
男
を
三
十
人
選
び
、
王
衣
と
外マ

ン
ト套

を
携
え
、
新
君
主
を
探
す
よ
う
命
じ
た
。
使

節
た
ち
は
、
間
違
い
な
く
本
物
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
お
方
の
も
っ
と
詳
し
い
特
徴
を
伺
い
た
い
、
と
願
っ
た
。
リ
ブ
ッ
サ
は

言
っ
た
。「
わ
ら
わ
が
い
つ
も
乗
っ
て
い
る
あ
の
白
馬
を
連
れ
て
行
き
、
そ
な
た
ら
の
前
を
好
き
勝
手
に
走
ら
せ
る
の
で
す
。
馬
は
そ
の

方
を
探
し
出
し
、
嘶い

な
な

い
た
り
、
そ
の
他
の
仕
草
を
し
て
、
紛
れ
も
な
い
、
と
教
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
方
は
『
鉄
の
卓テ

ー
ブ
ル子

』
で

食
事
を
な
さ
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
こ
と
で
も
そ
な
た
ら
に
分
か
り
ま
す
。
平
安
を
愛
す
る
神
神
が
道
中
お
守
り
く
だ
さ
い
ま
し
ょ
う
」。

そ
こ
で
三
十
人
の
男
た
ち
は
リ
ブ
ッ
サ
の
愛
馬
を
先
頭
に
立
て
て
出
発
し
た
。
馬
は
中
央
山
地
の
ス
タ
デ
ィ
チ
ュ
村
目
指
し
て
走

り
、
三
日
目
に
一
行
は
二
頭
の
斑
の
牡
牛
を
使
っ
て
畑
を
犁す

き
返
し
て
い
る
男
を
見
つ
け
た
。
彼
ら
は
男
に
近
づ
き
、
ご
機
嫌
よ
う
、

と
挨あ

い
さ
つ拶
し
た
が
、
男
は
挨
拶
を
返
さ
な
か
っ
た
。
す
る
と
馬
が
嘶
き
始
め
、
男
の
前
で
ひ
れ
伏
し
た
。
男
の
名
は
プ
シ
ェ
ミ
ス
ル（

（4
（

と

い
っ
た
。

リ
ブ
ッ
サ
の
使
節
ら
は
男
に
豪ご

う
し
ゃ奢
な
衣
装
を
見
せ
、
更
に
自
分
た
ち
の
使
命
を
伝
え
た
。
す
る
と
プ
シ
ェ
ミ
ス
ル
は
手
に
し
て
い
た

榛は
し
ば
みの
笞む

ち

を
大
地
に
突
き
刺
し
、「
来
た
と
こ
ろ
へ
帰
る
が
よ
い
」
と
言
い
な
が
ら
牡
牛
ど
も
を
犁
か
ら
解
き
放
っ
た
。
牡
牛
ど
も
は
二

頭
と
も
空
中
に
昇
っ
て
行
き
、
一
旦
は
雲
際
に
漂
っ
て
い
た
が
、
ま
た
下
り
て
来
て
、
と
あ
る
巖い

わ

へ
と
向
か
っ
た
。
す
る
と
巖
は
す
ぐ

さ
ま
口
を
開
い
た
。
牡
牛
ど
も
が
そ
の
裂
け
目
へ
入
る
と
、
巖
は
す
ぐ
さ
ま
閉
じ
た
。
瞬
時
に
し
て
巌
か
ら
せ
せ
ら
ぎ
が
流
れ
出
し
、

厩う
ま
やの
よ
う
な
臭
い
が
し
た
。
農
夫
が
大
地
に
挿さ

し
た
榛
の
枝
か
ら
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
緑
の
若
葉
が
萌も

え
、
三
本
に
枝
分
か
れ
し
、
幾
つ

か
実
も
付
け
た
。
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こ
う
し
た
こ
と
全
て
を
目
の
当
た
り
に
し
た
女
王
の
使
節
ら
は
驚
嘆
し
た
が
、
農
夫
が
犁
を
引
っ
繰
り
返
し
、
一
緒
に
い
か
が
か
、

と
外
来
の
者
た
ち
に
勧
め
な
が
ら
、
昼
食
を
摂と

ろ
う
と
、
そ
の
刃
の
上
へ
黴か

び

の
生
え
た
一
塊
の
麵パ

ン麭
と
一
切
れ
の
乾チ

ー
ズ酪
を
置
い
た
時
は

い
や
が
上
に
も
仰
天
し
た
。
リ
ブ
ッ
サ
が
告
げ
た
「
鉄
の
卓テ

ー
ブ
ル子

」
と
は
こ
れ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
笞
だ
っ
た
榛
か
ら
生
え
た
枝
の
内
二

本
は
枯
れ
、
三
本
目
だ
け
が
青
青
と
伸
び
た
。
使
節
ら
が
訝い

ぶ
か

し
ん
で
い
る
の
を
見
た
プ
シ
ェ
ミ
ス
ル
は
こ
う
言
っ
た
。「
卿け

い

ら
、
何
を

不
思
議
が
っ
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
な
、
我
が
一
門
か
ら
出
て
統
治
を
始
め
る
血
統
は
多
か
ろ
う
が
、
王
に
な
る
の
は
一
系
統
の
み
と

い
う
こ
と
。
卿
ら
の
女
君
主
が
、
窮
し
た
と
は
申
せ
、
か
よ
う
に
急
が
な
か
っ
た
ら
な
あ
。
卿
ら
の
来
る
の
が
も
っ
と
遅
か
っ
た
ら
、

わ
た
し
は
こ
の
畑
地
を
す
っ
か
り
耕
し
て
い
た
。
し
て
、
そ
う
な
っ
て
い
た
ら
、
こ
の
邦
は
未
来
永
劫
食
べ
物
に
事
欠
く
こ
と
は
な

か
っ
た
ろ
う
し
、
こ
の
二
本
の
枝
は
枯
れ
な
か
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
か
く
な
っ
て
は
時
折
飢き

き
ん饉

に
襲
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
」。
使
節
ら
が
、

な
に
ゆ
え
鉄
の
上
で
お
食
事
を
召
し
上
が
ら
れ
る
、
と
問
う
と
、「
我
が
家
系
は
卿
ら
を
懲こ

ら
す
の
に
鉄
を
も
っ
て
す
る
と
い
う
こ
と
」

が
返
辞
だ
っ
た
。
─
─
食
事
が
済
む
と
、
プ
シ
ェ
ミ
ス
ル
は
長
衣
を
纏ま

と

い
、
美
美
し
い
外マ

ン
ト套
を
羽
織
り
、
新
し
い
靴
を
履
い
た
。
し
か

し
、
彼
自
身
が
科リ

ン

デ

の
木
の
樹
皮
で
製
し
、
科リ

ン

デ

の
木
の
靱じ

ん
ぴ皮

で
縫
い
上
げ
た
古
い
靴
も
携
え
て
行
っ
た
─
─
ボ
ヘ
ミ
ア
最
初
の
男
性
君
主

の
出
自
を
忘
れ
ぬ
た
め
で
あ
る
。
プ
シ
ェ
ミ
ス
ル
が
到
着
す
る
と
、
リ
ブ
ッ
サ
は
、
姉
た
ち
、
相
談
役
た
ち
、
騎
士
た
ち
、
そ
し
て
全

て
の
民
衆
と
も
ど
も
、
素
晴
ら
し
い
装
い
で
出
迎
え
、
に
こ
や
か
に
挨
拶
し
て
夫
君
に
選
ん
だ
。
こ
の
初
代
ボ
ヘ
ミ
ア
王
以
来
、
そ
の

後
の
戴
冠
式
の
際
、
冠
を
戴い

た
だ

く
前
、
一
メ
ッ
ツ
ェ（

（4
（

の
榛
の
実
を
振
り
撒ま

く
、
と
い
う
習
わ
し
が
決
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
ス
タ
デ
ィ
チ
ュ

村
の
住
民
が
献
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
の
村
民
は
そ
れ
以
外
い
か
な
る
租
税
も
免
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
戴
冠
式

の
際
い
つ
も
君
主
の
前
に
代
代
聖
な
る
も
の
と
し
て
保
管
さ
れ
て
来
た
科リ

ン

デ

の
木
の
樹
皮
製
の
靴
が
持
っ
て
来
ら
れ
、
遠と

お
つ
み
お
や

津
御
祖
の
事じ

せ
き蹟

に
倣
う
よ
う
、
象
徴
的
に
示
さ
れ
る
の
だ
っ
た
。
こ
の
靴
は
フ
ス
戦
争
中
初
め
て
行
方
不
明
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
榛
の
枝
は
渝か

わ
ら
ず
緑
に
生お

い
繁し

げ

り
、
そ
の
樹
は
今
日
な
お
思
い
出
の
よ
す
が
と
し
て
ス
タ
デ
ィ
チ
ュ
村
に
見
ら
れ
る
。
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六
七
四
　
プ
ラ
ガ

プ
シ
ェ
ミ
ス
ル
の
治
世
が
始
ま
っ
た
あ
る
夏
の
日
の
こ
と
、
王
妃
リ
ブ
ッ
サ
は
夫
君
と
連
れ
立
ち
、
扈こ

じ
ゅ
う従

に
取
り
巻
か
れ
て
、
リ

ビ
ー
ン
城
を
出
、
か
の
こ
ご
し
い
巖い

わ

椅い

す子
に
登
っ
た
。
そ
こ
に
坐す

わ

る
と
予
知
の
霊
が
し
ば
し
ば
彼
女
に
下
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
も

ま
た
霊
に
満
た
さ
れ
た
リ
ブ
ッ
サ
は
こ
う
予
言
し
た
。「
わ
ら
わ
に
は
霊
の
中
に
そ
の
名
声
が
天
に
ま
で
届
く
都
市
が
見
え
ま
す
。
こ

こ
か
ら
三
千
歩
離
れ
た
、
か
し
こ
の
木
木
の
生お

い
繁し

げ

っ
た
と
こ
ろ
、
ブ
ル
ズ
ニ
カ
の
小
川
が
地
を
穿う

が

っ
て
流
れ
、
ヴ
ラ
タ
ヴ
ァ
（
モ
ル

ダ
ウ（

（4
（

）
に
落
ち
る
と
こ
ろ
、
ペ
ト
リ
ジ
ン
の
山
が
ご
つ
ご
つ
と
険
し
く
そ
そ
り
立
つ
か
し
こ
、
か
し
こ
の
森
の
真
ん
中
に
そ
な
た
ら
は

男
を
一
人
見
つ
け
る
で
し
ょ
う
。
男
は
家
の
敷
居（

（4
（

を
作
っ
て
い
ま
す
。
丈
の
高
い
者
た
ち
も
敷
居
の
前
で
は
身
を
屈
め
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
か
ら
、
か
し
こ
に
建
設
さ
れ
る
都
市
の
名
は
敷
居
に
因ち

な

み
ま
し
ょ
う
」。
─
─
男
た
ち
が
す
ぐ
さ
ま
出
発
、
リ
ブ
ッ
サ
の
予
言

の
通
り
に
行
動
し
た
と
こ
ろ
、
一
人
の
大
工
を
見
つ
け
た
。
大
工
は
柏

ア
イ
ヒ
ェの
樹
を
伐き

り
倒
し
、
こ
れ
を
刻
ん
で
い
た
。
何
を
作
っ
て
い
る

の
か
、
と
訊き

か
れ
る
と
、「
プ
ラ
フ
を
」
と
答
え
た
。
す
な
わ
ち
敷
居
で
あ
る
。

リ
ブ
ッ
サ
の
命
に
従
い
、
こ
の
地
に
壮
大
な
都
市
が
建
設
さ
れ
た
。
都
市
は
敷
居
に
基
づ
き
プ
ラ
ハ
と
か
プ
ラ
ガ
と
か
名
付
け
ら 

れ
た（

（4
（

。
六
七
五
　
リ
ブ
ッ
サ
の
沐も

く
よ
く
じ
ょ
う

浴
場

往
古
の
山さ

ん
さ
い塞
ヴ
ィ
シ
ェ
ラ
ト
が
あ
っ
た
場
所
に
は
そ
れ
以
前
に
リ
ビ
ー
ン
城
が
あ
り
、
こ
こ
で
ボ
ヘ
ミ
ア
初
代
の
王
と
王
妃
は
宮
廷
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を
開
い
た
。
高
く
直
立
し
た
巖い

わ

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
滔と

う
と
う滔
と
流
れ
過
ぎ
る
川
の
深
み
に
あ
る
寝
台
か
ら
聳そ

び

え
て
い
る
の
だ
、
と
人
は
言

う
。
こ
の
巖が

ん
じ
ょ
う上
に
は
円
形
城
壁
の
遺
構
が
あ
り
、
こ
ん
な
伝
説
が
行
わ
れ
て
い
る
。
か
の
高
貴
な
女
君
主
は
よ
く
こ
こ
か
ら
身
を
躍
ら

せ
、
モ
ル
ダ
ウ
で
沐
浴
し
、
川
の
精
と
も
語
ら
っ
た
、
と
か
。
一
説
に
い
わ
く
。
巖
上
に
は
そ
の
昔
塔
が
あ
り
、
か
の
女
魔
法
使
い
は

塔
の
中
へ
若
者
た
ち
を
誘

い
ざ
な

っ
た
の
だ
。
若
者
た
ち
は
彼
女
の
美
貌
に
惑
わ
さ
れ
、
盲
目
的
に
従
っ
た
。
し
か
し
や
が
て
情
欲
が
満
た
さ

れ
る
と
彼
女
は
、
惑
わ
さ
れ
た
生い

け
に
え贄
た
ち
の
い
ず
れ
も
寵
愛
さ
れ
た
こ
と
を
洩
ら
さ
ぬ
よ
う
に
、
彼
ら
を
自
ら
の
抱
擁
か
ら
冷
た
い
波

に
よ
る
死
の
抱
擁
へ
と
突
き
落
と
し
た
、
と
。

ま
た
こ
う
主
張
す
る
者
も
い
る
。
ヴ
ィ
シ
ェ
ラ
ト
の
高
み
に
リ
ブ
ッ
サ
の
沐
浴
場
を
求
め
て
も
詮せ

ん

無
い
こ
と
で
、
こ
の
古
い
王
城
の

南
に
あ
る
水
量
豊
か
な
ゲ
ツ
ェ
ル
カ
の
泉（

（4
（

こ
そ
リ
ブ
ッ
サ
の
沐
浴
場
な
の
だ
、
と
。
も
し
か
す
る
と
こ
ち
ら
の
方
が
も
っ
と
も
な
の
か

も
知
れ
ぬ
。
ヴ
ィ
シ
ェ
ラ
ト
地
区
で
唯
一
の
こ
の
泉
は
古
木
の
林
の
中
で
水
晶
の
よ
う
な
水
を
滾こ

ん
こ
ん滾
と
噴
き
出
し
て
い
る
。
昔
日
の
ボ

ヘ
ミ
ア
公
ら
は
こ
の
泉
の
畔ほ

と
り

で
選
出
さ
れ
た
由
。
幾
つ
も
の
巖
が
泉
を
囲
み
、
鏡
の
よ
う
な
水み

な
も面
に
静し

じ
ま寂
が
漂
っ
て
い
る
。

六
七
六
　
リ
ブ
ッ
サ
の
寝
台

往
古
の
王
城
ヴ
ィ
シ
ェ
ラ
ト
が
あ
っ
た
巖が

ん
と
う頭
の
下
、
滔と

う
と
う滔
と
流
れ
過
ぎ
る
モ
ル
ダ
ウ
の
深
い
川
底
に
魔
法
使
い
の
女
王
リ
ブ
ッ
サ
が

用
い
た
黄こ

が
ね金

の
寝
台
が
あ
る
。
リ
ブ
ッ
サ
は
川
の
精
と
な
り
、
自
分
自
身
を
こ
こ
に
呪
封
し
て
最
愛
の
家
と
し
た
。
眉み

め

よ

目
好
い
青
年
た

ち
が
少
な
か
ら
ず
か
し
こ
の
流
れ
で
姿
を
消
し
た
。
水
浴
し
て
い
る
時
こ
の
上
も
な
く
典
雅
な
顔

か
ん
ば
せの

女に
ょ
し
ょ
う性

に
微
笑
み
掛
け
ら
れ
、
水み

な
そ
こ底

へ
誘い

ざ
な

わ
れ
た
の
で
あ
る
。
川
が
こ
う
し
た
生い

け
に
え贄
を
要
求
す
る
た
び
、
民
衆
は
「
あ
れ
は
リ
ブ
ッ
サ
に
引
き
留
め
ら
れ
た
の
だ
。
彼
女
は

毎
年
別
の
男
を
選
ぶ
」
と
言
う
。
─
─
怖
い
も
の
知
ら
ず
の
泳
ぎ
手
が
、
リ
ブ
ッ
サ
の
黄
金
の
寝
台
を
探
そ
う
、
あ
る
い
は
伝
説
を
嘲
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ろ
う
と
、
人
の
意
見
を
聞
き
入
れ
ず
、
あ
え
て
水
底
へ
潜
る
こ
と
も
時
折
あ
っ
た
。
潜
っ
て
行
く
姿
は
見
ら
れ
て
も
、
つ
い
ぞ
戻
っ
て

来
た
た
め
し
は
な
か
っ
た
。
さ
て
ま
た
、
こ
ん
な
解げ

し
が
た
い
予
言
が
口
承
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
い
わ
く
。
い
つ
か
流
れ
の
深

み
か
ら
か
の
黄
金
の
寝
台
が
現
れ
て
、
小
舟
さ
な
が
ら
水
面
に
燦さ

ん
ぜ
ん然

と
浮
か
ぶ
こ
と
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
起
こ
る
の
は
リ
ブ
ッ
サ
の
家

系
か
ら
出
た
支
配
者
が
ボ
ヘ
ミ
ア
に
君
臨
す
る
時
で
あ
る
。
黄
金
の
寝
台
は
こ
の
君
主
に
献
上
さ
れ
、
そ
の
配
偶
は
そ
の
寝
台
の
中
で

初う
い
ご子

の
男
の
子
を
出
産
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
。

六
七
七
　
ヴ
ィ
シ
ェ
ラ
ト
の
悪
魔
の
柱

ヴ
ィ
シ
ェ
ラ
ト
の
聖
ペ
テ
ロ
聖
パ
ウ
ロ
教
会（

（5
（

の
前
に
ず
ん
ぐ
り
し
た
石
柱
の
破
片（

（5
（

が
あ
る
。
こ
れ
は
こ
う
い
う
徴し

る
し

な
の
で
す
、
と
外

来
の
客
に
説
明
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
伝
説
は
以
下
の
ご
と
し
。

ヴ
ィ
シ
ェ
ラ
ト
の
裾す

そ

に
住
む
あ
る
司
祭
が
悪
魔
と
盟
約
を
結
び
、
弥ミ

サ撒
を
執
り
行
っ
て
い
る
間
に
悪
魔
が
ロ
ー
マ
な
る
ヴ
ァ
テ
ィ
カ

ン
の
教
会
か
ら（

（5
（

石
柱
を
一
本
ヴ
ィ
シ
ェ
ラ
ト
へ
運
ん
で
来
る
、
と
い
う
条
件
で
、
魂
を
譲
る
証
文
に
署
名
し
た
。

悪サ
タ
ン魔
は
こ
の
協
定
に
従
い
、
ち
ょ
ろ
い
も
ん
さ
、
と
高
を
括く

く

っ
て
急き

ゅ
う
き
ょ遽
ロ
ー
マ
へ
向
か
い
、
ま
た
と
っ
と
こ
と
ん
ぼ
返
り
し
た
。
け

れ
ど
も
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
湾
を（

（5
（

翔と

び
越
え
て
い
た
時
、
目
に
見
え
な
い
手
が
そ
の
背
中
に
し
た
た
か
な
笞む

ち

の
一
撃
を
喰く

ら
わ
せ
た
の
で
、
痛

さ
の
あ
ま
り
身
を
よ
じ
り
、
柱
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
慌あ

わ

て
て
海
中
に
潜
り
、
柱
を
引
き
揚
げ
た
も
の
の
、
ま
た
ひ
っ
ぱ
た
か
れ
て

柱
を
取
り
落
と
し
、
こ
れ
が
合
計
三
度
に
及
ん
だ
。
よ
う
や
っ
と
到
着
し
た
時
に
は
司
祭
が
「
行イ

テケ
。
送ミ

サ

・

エ

ス

ト

ラ
レ
タ
リ
」（

（5
（

と
唱
え
終
わ
る

と
こ
ろ
だ
っ
た
。
そ
こ
で
悪
魔
は
か
ん
か
ん
に
怒
り
、
柱
を
教
会
の
屋
根
に
投
げ
落
と
し
た
の
で
、
柱
は
三
つ
に
折
れ
て
屋
根
を
打
ち

抜
い
た
。
他
に
二
つ
の
破
片（

（5
（

が
聖
ペ
テ
ロ
聖
パ
ウ
ロ
教
会
入
口
左
側
に
あ
る
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
礼
拝
堂
と
聖
パ
ウ
ロ
回
心
礼
拝
堂
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に
ま
だ
長
い
こ
と
あ
っ
た
。
悪
魔
は
こ
う
愚
痴
っ
た
そ
う
な
。「
ヴ
ィ
シ
ェ
ラ
ト
主
教
会
の
守
護
聖
人
を
し
と
る
ペ
ト
ル
ス
聖
者
が
お

い
ら
の
邪
魔
を
し
て
、
三
度
も
あ
の
柱
を
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
湾
の
水
溜
ま
り
に
落
っ
こ
と
さ
せ
な
き
ゃ
、
運
ぶ
の
に
充
分
間
に
合
っ
た
の
に

よ
」
と
。

大
方
の
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ロ
ー
マ
の
教
会
の
柱
な
る
も
の
は
、
聖サ

ン

ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
─
─
こ
こ
の
柱
は
一
本
も
欠
け
て
い
な
い
の

だ
─
─
の
で
は
な
く
て
、
テ
ヴ
ェ
レ
川
向
こ
う
側
の
聖サ

ン
タ

マ
リ
ア
教
会（

（5
（

の
柱
で
あ
る
由
。
プ
ラ
ー
ク
の
さ
る
市
参
事
会
員
が
か
つ
て
こ
う

厳
か
に
断
言
し
て
い
る
。
自
分
が
ロ
ー
マ
に
行
っ
た
折
、
てト

ラ
ン
ス
・
テ
ィ
ベ
リ
ム

ゔ
ぇ
れ
川
対
岸
に
あ
る
マ
リ
ア
教
会
の
柱
が
一
本
足
り
な
い
の
を
こ
の
目

で
し
か
と
見
届
け
た
。
柱
が
あ
っ
た
場
所
に
は
磔た

く
け
い刑
像
が
置
か
れ
て
い
る
。
他
の
石
柱
は
ヴ
ィ
シ
ェ
ラ
ト
に
あ
る
砕
け
た
や
つ
と
全
く

同
じ
だ
、
と
。

昔
ロ
ー
マ
に
一
人
の
ス
イ
ス
人
が
住
ん
で
い
た
。
彼
は
子
ど
も
の
時
か
ら
様
様
な
名
前
の
た
く
さ
ん
の
悪
魔
に
取
り
憑つ

か
れ
て
い

た
。
あ
る
祓ふ

つ
ま
し

魔
師
が
ザ
ル
ダ
ン
な
る
名
の
そ
う
し
た
悪
魔
の
一
匹
を
呼
び
出
し
、
憑
か
れ
た
者
の
頭
上
に
イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
聖
者（

（5
（

の
聖
遺

物
の
入
っ
た
丸
い
小
箱
を
載の

せ
た
と
こ
ろ
、
悪
魔
ザ
ル
ダ
ン
は
「
熱
い
、
熱
い
。
焼
け
る
う
。
わ
あ
、
痛
え
、
痛
え
。
碾ひ

き
臼う

す

か
聖サ

ン

ピ

エ
ト
ロ
教
会
の
柱
を
載
っ
け
た
方
が
ま
だ
ま
し
だ
あ
。
そ
う
さ
、
お
ら
あ
、
あ
そ
こ
の
柱
を
一
本
プ
ラ
ー
ク
へ
運
ば
に
ゃ
あ
な
ら
ん

か
っ
た
。
そ
い
つ
は
三
度
も
お
ら
あ
を
離
れ
て
で
っ
け
え
水
溜
ま
り
に
落
っ
こ
ち
や
が
っ
た
」
と
喚わ

め

き
叫
ん
だ
。

六
七
八
　
ド
ラ
ホ
ミ
ー
ラ
の
柱

プ
ラ
ー
ク
な
る
フ
ラ
ジ
ン（

（5
（

の
丘
の
上
、
か
つ
て
聖
マ
タ
イ
教
会
が
建
っ
て
お
り
、
現
在
は
黄

ツ
ア
・
ギ
ュ
ル
ド
ネ
ン
・
ク
ー
ゲ
ル

金
球
亭
が（

（5
（

あ
る
場
所
に
は
古
い
記

念
柱
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
遙
か
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
た
こ
ん
な
物
語
と
結
び
付
い
て
い
る
。
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第
十
二
代
ボ
ヘ
ミ
ア
公（

（6
（

に
は
ド
ラ
ホ
ミ
ー
ラ（

（6
（

な
る
名
の
妻
が
あ
っ
た
が
、
彼
女
は
、
子
息
が
既
に
キ
リ
ス
ト
教
に
帰き

え依
し
た
の
に
、

い
ま
だ
に
異
教
に
し
が
み
つ
い
て
い
た
。
ヴ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ウ（

（6
（

が
亡
く
な
っ
た
時
、
そ
の
子
息
た
ち
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ス
ラ
ウ（

（6
（

と
ボ
レ
ス
ラ
ウ（

（6
（

は
ま
だ
未
成
年
だ
っ
た
。
そ
こ
で
摂
政
と
な
っ
た
ド
ラ
ホ
ミ
ー
ラ
は
異
教
徒
の
徒
党
を
使
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
迫
害
し
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
物
語
が
多
多
あ
る
。
け
れ
ど
も
彼
女
の
子
息
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ス
ラ
ウ
が
丁
年
に
達
す
る
と
、
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
の
力
強
い
擁
護

者
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
烈
し
く
立
腹
し
た
ド
ラ
ホ
ミ
ー
ラ
は
あ
る
日
、
ザ
ー
ツ（

（6
（

な
る
自
分
の
父
の
墳
墓
に
赴
き
、
そ
こ
で
古

い
に
し
えの

神
神
に

供
犠
を
行
う
、
と
誓
い
を
立
て
た
。
と
こ
ろ
が
座
乗
し
た
馬
車
が
聖
マ
タ
イ
教
会
の
傍
に
来
た
時
、
神
の
家
の
中
か
ら
弥ミ

サ撒
を
告
げ
る

鐘
の
響
き
が
す
る
の
を
耳
に
し
た
馭ぎ

ょ
し
ゃ者

は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
だ
っ
た
の
で
、
馬
車
か
ら
跳
び
下
り
、
鞭
を
投
げ
棄
て
て
跪

ひ
ざ
ま
ずい

た
。
邪

よ
こ
し
まな

異
教
女
は
途
方
も
な
く
逆
上
し
て
悪
口
雑
言
を
吐
き
散
ら
し
、
神
と
キ
リ
ス
ト
教
と
あ
ら
ゆ
る
聖
人
方
を
呪じ

ゅ
そ詛

し
た
。
─
─
す
る
と
な

ん
と
、
稲
妻
閃ひ

ら
めき
、
雷
鳴
轟と

ど
ろく
内
、
大
地
が
ぱ
っ
く
り
口
を
開
き
、
ド
ラ
ホ
ミ
ー
ラ
を
車
馬
も
ろ
と
も
奈な

ら
く落
の
底
へ
呑
み
込
ん
だ
。
深

淵
か
ら
は
煙
と
焰ほ

の
お

が
ど
っ
と
噴
き
出
し
、
凄
ま
じ
い
悪
臭
が
大
気
を
汚
染
し
た
。
そ
れ
か
ら
裂
け
目
は
閉
じ
、
後
に
残
っ
た
の
は
馭
者

の
鞭
の
み
。
馭
者
は
熱
誠
籠こ

め
て
神
に
感
謝
し
た
。
教
会
か
ら
出
て
来
た
司
祭
と
信
徒
の
群
れ
に
は
ま
だ
地
底
の
阿あ

び鼻
叫き

ょ
う
か
ん喚
が
聞
こ
え

た
。
そ
の
後
長
い
こ
と
こ
の
場
所
に
は
垣
が
繞め

ぐ

ら
さ
れ
て
い
た
が
、
垣
を
踏
み
越
え
た
者
は
、
奇
妙
な
こ
と
に
、
そ
の
日
の
内
に
何
か

呪
い
の
兆き

ざ

し
を
感
じ
る
か
、
社
会
的
恥
辱
を
蒙こ

う
む

る
か
し
た
の
で
、
や
が
て
ぐ
る
り
に
塀
が
築
か
れ
た
。
ま
た
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
よ

う
に
、
石
柱
も
こ
こ
に
立
て
ら
れ
た
。
旅は

た
ご
や

籠
屋
柳

ツ
ム
・
ヴ
ァ
イ
デ
ン
ホ
ー
フ

亭
の
近
く
で
あ
る
。
そ
し
て
柱
に
は
怒
れ
る
天
の
審
判
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
。

─
─
こ
の
フ
ラ
ジ
ン
城
の
窓
か
ら
一
六
一
八
年
皇
帝
の
使
節
ら
が
投
げ
落
と
さ
れ
た（

（6
（

わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
血
み
ど
ろ
の
三
十
年
戦
争
の

発
端
と
な
っ
た
。
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六
七
九
　
プ
ラ
ー
ク
橋
と
そ
の
象
徴

プ
ラ
ー
ク
橋（

（6
（

は
大
昔
か
ら
広
く
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
た
。
長
さ
千
七
百
七
十
歩
、
幅
三
十
五
足フ

ー
ス尺

、
十
八
の
飛ひ

り
ょ
う梁

に
支
え
ら
れ
て

い
る
。
建
築
が
始
ま
っ
た
の
は
皇
帝
カ
ー
ル
四
世
治
下
で
、
物
価
の
安
い
時
代
だ
っ
た
か
ら
、
一
プ
フ
エ
ニ
ヒ
銀
貨
で
卵
が
一
打ダ

ー
ス

買
え

た
。
そ
こ
で
建
築
棟
梁
は
卵
と
葡ワ

イ

ン

萄
酒
を
石
灰
に
混
ぜ
、
灰モ

ル
タ
ル泥
を
極
め
て
強
固
に
し
た
の
で
、
使
用
石
材
は
砕
け
こ
そ
す
れ
、
接
着
部

が
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

架
橋
費
用
は
ス
ロ
ヴ
ァ
ン
教
会（

（6
（

な
い
し
聖

ザ
ン
ク
トエ

マ
ウ
ス
修
道
院（

（6
（

建
立
費
よ
り
ヘ
ラ
ー
銅
貨
一
枚
分
多
い
だ
け
だ
っ
た
。

橋
の
最
も
有
名
な
象
徴
は
旧

ア
ル
ト
シ
ュ
タ
ッ
ト

市
街
側
の
袂た

も
と

に
あ
る
幅
広
い
橋
塔
両
面
に
付
い
て
い
る
五
羽
の
小
さ
な
家あ

ひ
る鴨
で
あ
る
。
こ
の
塔
は
他
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
彫
像
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
家
鴨
た
ち
に
つ
い
て
民
衆
は
「
ま
と
も
な
生
ま
れ
で
な
い
や
つ
に
ゃ
、
五
匹
全
部
は
見

え
ん
と
さ
」
と
冗
談
を
言
う
。

二
つ
目
の
象
徴
は
小ク

ラ
イ
ン
ザ
イ
テ

地
区
側（

（7
（

橋
塔
の
旧ア

ル
ト
シ
ュ
タ
ッ
ト

市
街
に
向
い
た
部
分
に
見
ら
れ
る
。
高
み
の
塔
の
鋸き

ょ
へ
き壁
に
隙
間
が
一
つ
あ
る
の
だ
。
昔
、

一
二
五
二
年
キじ

ゅ

う

に

が

つ

リ
ス
ト
月
十
七
日
、
ベ
ル
ト
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
ト
ル
デ
ィ
と
い
う
貴
族
が
プ
ラ
ー
ク
橋
を
騎
馬
で
渡
っ
て
い
た
。

塔
の
と
こ
ろ
で
二
羽
の
鴉か

ら
す

が
喧け

ん
か嘩
を
し
て
お
り
、
啼な

き
喚わ

め

い
て
ば
さ
ば
さ
激
し
く
羽
ば
た
い
た
。
そ
う
し
て
壁
石
の
一
つ
に
触
れ
た
の

だ
が
、
こ
の
石
は
ど
う
や
ら
も
う
随
分
前
か
ら
ぐ
ら
ぐ
ら
し
て
壁
か
ら
外
れ
か
け
て
い
た
ら
し
く
、
落
ち
て
騎
士
の
頭
を
直
撃
し
た
。

そ
こ
で
騎
士
は
あ
っ
と
い
う
間
に
落
馬
し
、
そ
の
場
で
息
を
引
き
取
っ
た
。
数
多
く
の
貴
顕
、
そ
れ
か
ら
王
ご
自
身
す
ら
こ
の
騎
士
の

死
を
哀
悼
し
た
。

三
つ
目
の
象
徴
は
ブ
ラ
デ
ィ
チ
ュ（

（7
（

、
ま
た
の
名
髭グ

ロ
ー
ス
バ
ル
ト

も
じ
ゃ
で
あ
る
。
旧ア

ル
ト
シ
ュ
タ
ッ
ト

市
街
の
聖
母
十
字
架
教
会
施
療
院
下
の
飛
梁
に
古
い
奇
妙
な
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男
の
頭
部
が
嵌は

め
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
頗す

こ
ぶ

る
大
き
な
髭ひ

げ

の
持
ち
主
。
ボ
ヘ
ミ
ア
人
は
ブ
ラ
デ
ィ
チ
ュ
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
頭
は

住
民
に
と
っ
て
水
災
を
知
ら
せ
る
徴
で
あ
る
。
つ
ま
り
モ
ル
ダ
ウ
が
増
水
し
、
モ
ル
ダ
ウ
の
水
車
流
路
で
こ
の
古
い
石
像
の
髭
ま
で
水

位
が
上
が
れ
ば
、
住
民
は
避
難
す
る
。
氾は

ん
ら
ん濫

の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
プ
ラ
ー
ク
橋
に
つ
い
て
の
昔
か
ら
の
諺

こ
と
わ
ざを

ご
披
露
し
よ
う
。
い
わ
く
「
プ
ラ
ー
ク
橋
を
渡
る
と
き
ゃ
、
坊
さ
ん
、
娼し

ょ
う
ふ婦

、

白し
ろ
う
ま馬

に
出
逢
わ
ぬ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ぬ（

（7
（

」。

六
八
〇
　
ボ
ヘ
ミ
ア
の
ア
ダ
ム
派

一
四
二
一
年
ボ
ヘ
ミ
ア
の
邦く

に

に
も
あ
の
ま
こ
と
に
お
ぞ
ま
し
い
宗
派
が
興お

こ

っ
た
。
近
代
だ
っ
た
ら
彼
ら
の
信
条
を
「
肉
体
の
解
放
」

と
で
も
名
付
け
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
宗
派
の
信
徒
は
衣
服
を
身
に
着
け
る
こ
と
を
否
定
し
た
。
神
は
父
ア
ダ
ム
と
母
エ
ー
フ
ァ
を

楽パ
ラ
デ
ィ
ー
ス
園
で
や
は
り
裸
で
い
る
よ
う
に
お
創
り
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
六
五
）。
従
っ
て
彼
ら
は
楽

パ
ラ
デ
ィ
ー
ス
園
で
の
よ
う

に
裸
で
生
活
し
た
。
も
っ
と
も
〔
ア
ダ
ム
と
エ
ー
フ
ァ
の
よ
う
に
〕
純
潔
と
は
到
底
言
え
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
。
男
女
と
も
前
垂
れ
を

し
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
恥
ず
か
し
が
ら
な
い
の
だ
。
こ
れ
ら
恥
を
知
ら
ぬ
有
害
な
痴し

れ
者
ど
も
に
附
和
雷
同
す
る
連
中
が
多
か
っ
た
。

何
分
無
恥
愚ぐ

ま
い昧
な
行
動
は
感う

つ染
る
も
の
。
ア
ダ
ム
派
の
あ
る
者
は
自
ら
ア
ダ
ム
と
名
乗
っ
た
。
ま
た
あ
る
者
は
「
神
は
存
在
し
な
い
。

人
間
こ
そ
神
な
の
だ
」
と
言
っ
た
─
─
近
代
の
同
思
想
の
哲
学
者
た
ち
も
こ
う
し
た
意
見
。
な
に
せ
天あ

め

が
下し

た

に
新
し
き
こ
と
無
し
な
の

で
ね
。
ボ
ヘ
ミ
ア
に
現
れ
た
連
中
以
前
に
も
ア
ダ
ム
派
は
い
た
。
人
間
の
愚
行
、
邪
悪
、
肉
欲
と
来
た
ら
そ
の
時
代
時
代
の
新
装
を
凝

ら
し
て
繰
り
返
し
登
場
す
る
。
な
お
ボ
ヘ
ミ
ア
の
ア
ダ
ム
派
に
は
フ
ス
派
が
さ
っ
さ
と
留
め
を
刺
し
た
。
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六
八
一
　
犬
の
洗
礼

ラ
コ
ニ
ッ
ツ
郡
の
ベ
ラ
ウ
ン（

（7
（

で
は
か
つ
て
住
民
が
混
じ
り
合
っ
て
い
て
、
半
ば
が
ド
イ
ツ
人
、
半
ば
が
ボ
ヘ
ミ
ア
人
だ
っ
た
。
そ
こ

で
同
地
で
は
ド
イ
ツ
人
の
礼
拝
式
と
ボ
ヘ
ミ
ア
人
の
礼
拝
式
が
別
別
の
司
祭
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
た
。
従
っ
て
人
種
差
別
か
ら
来
る

衝
突
─
─
ス
ラ
ヴ
派
は
今
日
に
至
る
ま
で
こ
れ
を
続
け
よ
う
と
努
め
て
い
る
─
─
が
起
こ
ら
ず
に
は
い
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
あ
る
時

ベ
ラ
ウ
ン
で
ボ
ヘ
ミ
ア
人
に
な
ん
と
も
ひ
ど
い
非
道
を
働
い
た
の
は
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
。
彼
ら
は
犬
を
布
や
ら
服
や
ら
で
幾
重
に
も
く

る
ん
で
教
会
に
行
き
、「
ど
う
か
急
い
で
お
い
で
く
だ
さ
い
、
ド
イ
ツ
人
司
祭
が
お
留
守
な
の
で
す
が
、
赤
ん
坊
が
ひ
ど
く
弱
っ
て
い

る
の
で
す（

（7
（

」
と
の
口
上
で
、
ボ
ヘ
ミ
ア
人
司
祭
を
呼
び
に
や
っ
た
。
ボ
ヘ
ミ
ア
人
司
祭
は
聖
務
を
行
お
う
と
快
く
法
衣
を
纏ま

と

っ
て
教
会

に
や
っ
て
来
た
が
、
犬
が
襁む

つ
き褓
や
洗
礼
衣
装
に
包
ま
れ
て
い
る
の
を
目
に
し
て
仰
天
し
、
嫌
悪
に
身
震
い
し
た
。
人
で
な
し
の
ド
イ
ツ

人
ど
も
は
愕が

く
ぜ
ん然

と
し
て
い
る
司
祭
を
げ
ら
げ
ら
笑
い
の
め
し
、
犬
を
ボ
ヘ
ミ
ア
人
用
洗
礼
鉢ば

ち

に
投
げ
込
み
、
す
た
こ
ら
さ
っ
さ
と
逃
げ

出
し
た
。
数
人
の
ろ
く
で
な
し
の
青
二
才
が
犯
し
た
こ
う
し
た
破
廉
恥
極
ま
る
冒ぼ

う
と
く瀆
行
為
の
結
果
は
恐
ろ
し
い
も
の
だ
っ
た
。
激
怒
し

た
司
祭
は
血
の
気
の
多
い
同
族
を
糾き

ゅ
う
ご
う合
、
彼
ら
は
武
装
し
て
惨
殺
を
始
め
、
ド
イ
ツ
人
を
悉

こ
と
ご
とく
ベ
ラ
ウ
ン
か
ら
駆
逐
し
た
の
で
あ
る
。

六
八
二
　
臭
い
爆
弾

ベ
ラ
ウ
ン
と
プ
ラ
ー
ク
の
間
に
あ
る
高
い
巖い

わ
や
ま山
の
上
に
壮
大
な
城
郭
に
し
て
要
塞
た
る
カ
ー
ル
シ
ュ
タ
イ
ン（

（7
（

が
あ
る
。
こ
れ
は
国
土

を
守
り
、
敵
勢
を
挫く

じ

く
た
め
皇
帝
カ
ー
ル
四
世
が
築
い
た
も
の
で
、
い
ま
だ
に
よ
く
保
存
さ
れ
て
お
り
、
昔
の
遺
物
と
見
所
に
満
ち
、
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巨
大
な
塔（

（7
（

、
幾
つ
も
の
教
会
や
礼
拝
堂
、
王
の
広
間
、
地
下
深
く
の
牢
獄
を
備
え
て
い
る
。
か
し
こ
に
は
聖
女
ル
ド
ミ
ラ
の
寝
台（

（7
（

、
ゲ

オ
ル
ク
聖
者
が
退
治
し
た
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
の
頭
蓋
骨
、
そ
の
他
夥お

び
た
だし

い
貴
重
品
と
什じ

ゅ
う
き器

が
見
ら
れ
る
。
一
四
二
二
年
カ
ー
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
は

攻
囲
さ
れ（

（7
（

、
要
塞
へ
の
射
撃
手
段
と
し
て
は
お
そ
ら
く
空
前
絶
後
の
飛
び
道
具
が
使
わ
れ
た
。
城
の
守
備
隊
は
そ
の
正
当
な
主
君
ジ
ー

ク
ム
ン
ト
王（

（7
（

に
忠
誠
だ
っ
た
。
一
方
同
王
に
叛
旗
を
翻
し
た
フ
ス
派
お
よ
び
扇
動
さ
れ
た
諸
等
族
は
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
ヴ
ィ
ト
ル
ト（

（8
（

を

ボ
ヘ
ミ
ア
王
に
選
ん
で
い
た
─
─
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
ヴ
ラ
デ
ィ
ス
ラ
ウ（

（8
（

が
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
か
ら
捥も

ぎ
取
ら
れ
た
こ
の
危
な
っ
か
し
い
王
冠

を
受
け
取
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
。
た
だ
し
ヴ
ィ
ト
ル
ト
は
自
身
来
る
こ
と
が
で
き
ず
、
摂
政
と
し
て
甥
の
リ
ト
ア
ニ
ア
公
子
コ
リ

ブ
ー
ト（

（8
（

を
派
遣
、
コ
リ
ブ
ー
ト
は
騎
兵
五
千
を
率
い
て
プ
ラ
ー
ク
に
進
駐
し
、
叛
乱
を
起
こ
し
た
民
衆
に
歓
呼
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ

た
。
叛
乱
軍
は
こ
の
異
邦
人
を
ボ
ヘ
ミ
ア
王
位
の
さ
ま
ざ
ま
な
権
標
で
な
ん
と
し
て
も
飾
り
た
い
と
思
っ
た
が
、
あ
い
に
く
こ
れ
ら
王

権
の
象
徴
は
カ
ー
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
に
厳
重
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
城
は
城

ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
伯
ト
ゥ
ル
ク
ザ
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
イ
ネ（

（8
（

に
よ
っ
て
勇
猛
果

敢
に
防
衛
さ
れ
て
い
た
。
い
や
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
、
城
伯
は
ボ
ヘ
ミ
ア
の
王
冠
を
自
身
わ
ざ
わ
ざ
カ
ー
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
か
ら
持

ち
出
し
て
、
秘
密
の
安
全
な
場
所
、
ヴ
ェ
ル
ハ
ル
テ
ィ
ッ
ツ
城（

（8
（

に
運
ば
せ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
攻
城
は
ま
ず
火
砲
で
始
ま
っ
た
が
、
次
い

で
石
が
投と

う
て
き擲

機
で
撃
ち
込
ま
れ
た
。
こ
う
し
た
石
弾
に
は
プ
ラ
ー
ク
の
雪
の
聖
母
マ
リ
ア
教
会（

（8
（

の
石
柱
す
ら
用
い
ら
れ
た
。
し
か
し
こ

れ
と
て
カ
ー
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
城
塞
を
攻
略
す
る
助
け
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
遂
に
攻
囲
軍
は
な
ん
と
も
厭い

と

う
べ
き
こ
と
を
思
い
付
い

た
。
ほ
ぼ
一
万
一
千
の
石
塊
の
他
に
臭
い
爆
弾
を
抛ほ

う

り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
死
ん
だ
馬
、
驢ろ

ば馬
、
羊
、
犬
そ
の
他
の
動
物
で

完
全
に
腐
っ
て
い
る
も
の
、
加
え
て
蛇（

（8
（

、
厠か

わ
や

・
汚
物
溜
め
の
糞ふ

ん
に
ょ
う尿
と
い
っ
た
、
お
よ
そ
考
え
ら
れ
る
限
り
の
あ
る
と
あ
ら
ゆ
る
悪
臭

芬ふ
ん
ぷ
ん芬

た
る
代
物
を
詰
め
た
二
千
の
樽た

る

─
─
こ
れ
じ
ゃ
あ
も
う
二
度
と
塩ザ

ウ
ア
ー
ク
ラ
ウ
ト

漬
け
甘
藍
の
仕
込
み
な
ん
ぞ
に
ゃ
使
え
ま
せ
ん
な
─
─
だ
っ

た
。
こ
う
し
た
穢き

た
な

ら
し
く
も
お
ぞ
ま
し
い
遣や

り
口
に
守
備
隊
は
歯
を
が
ち
が
ち
震
わ
せ
た
が
、
城
塞
そ
の
も
の
は
小
揺
る
ぎ
も
し
な

か
っ
た
。
そ
れ
に
ま
た
籠ろ

う
じ
ょ
う城
側
は
悪
臭
爆
弾
に
生き

石
灰
を
被か

ぶ

せ
、
大に

ん
に
く蒜
と
玉た

ま
ね
ぎ葱
を
せ
っ
せ
と
口
に
し
て
対
抗
し
た
。
次
い
で
夏
季
四
十
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日
の
間
休
戦
に
な
る
と
、
プ
ラ
ー
ク
の
薬
剤
師
た
ち
は
柏

ア
イ
ヒ
ェの
樹
皮
粉
や
明み

ょ
う
ば
ん礬
、
友と

も
し
り
そ
う

知
草
で
効
き
目
の
あ
る
練
り
薬
を
調
製
し
た
。
以
後

結
局
城
塞
は
あ
ら
ゆ
る
欠
乏
に
耐
え
抜
き
、
ま
す
ま
す
巧
妙
に
防
戦
、
一
方
攻
囲
側
は
ほ
と
ほ
と
う
ん
ざ
り
し
、
地
下
に
抜
け
穴
が
幾

つ
も
あ
っ
て
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
糧
食
が
城
中
へ
搬
入
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
狐こ

ぎ疑
逡し

ゅ
ん
じ
ゅ
ん

巡
す
る
始
末
。
─
─
そ
こ
で
こ
う
い
う

決
定
が
下
さ
れ
た
。
聖
マ
ル
テ
ィ
ン
祭（

（8
（

ま
で
は
包
囲
を
続
け
る
が
、
そ
れ
で
も
城
側
が
降
服
し
な
け
れ
ば
、
攻
め
た
い
や
つ
は
ど
う
ぞ

ご
勝
手
に
。
だ
っ
て
な
、
そ
の
頃
に
ゃ
寒
く
な
る
。
トス

ル

タ

ン

ル
コ
皇
帝
の
新イ

ェ
ニ
チ
ェ
リ

式
軍
団
だ（

（8
（

っ
て
、
冬
到
来
と
な
り
ゃ
あ
営
舎
に
引
き
揚
げ
る
わ

さ
、
と
。
兵ひ

ょ
う
ろ
う粮
が
乏
し
く
な
る
一
方
の
籠
城
者
た
ち
は
こ
れ
を
聞
き
込
ん
で
大
い
に
喜
び
、
万
聖
節
と
万
霊
節（

（8
（

─
─
聖
マ
ル
テ
ィ
ン
祭

の
八
日
前
─
─
を
期
し
て
再
度
の
休
戦
を
い
た
し
た
い
、
と
申
し
入
れ
た
。
城
で
結
婚
式
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
の
理
由
で
。
こ

の
両
日
に
な
る
と
、
城
内
で
は
笛
や
太
鼓
で
陽
気
に
さ
ん
ざ
め
い
た
が
、
実
は
新
郎
も
新
婦
も
お
り
は
せ
ず
、
葡ワ

イ

ン

萄
酒
も
魚
も
無
し
、

ま
し
て
や
麵パ

ン麭
も
焙や

き
肉
も
あ
ら
ば
こ
そ
。
そ
も
そ
も
口
に
入
れ
る
物
、
が
ち
が
ち
震
え
る
歯
が
当
た
る
物
な
ど
何
に
も
無
か
っ
た
の

で
あ
る
。
な
け
な
し
の
牡お

羊
た
っ
た
一
頭
以
外
に
は
。
城
側
は
こ
れ
を
殺
し
、
四し

は
ん
み

半
身
に
切
り
分
け
、
鮮
血
滴
る
背
部
か
ら
鞍
下
肉
を

切
り
取
り
、
こ
れ
に
の
ろ
鹿じ

か

の（
（9
（

毛
を
詰
め
、
上
に
ま
た
い
く
ら
か
の
ろ
鹿
の
毛
を
散
ら
し
、
月
桂
樹
の
葉
と
一
握
り
の
杜ね

ず松
の
実
も
添

え
、
こ
れ
は
獲
れ
立
て
の
の
ろ
鹿
の
背
肉
に
て
候

そ
う
ろ
う、
新
鮮
と
は
言
い
難
い
と
は
申
せ
肉
を
頂ち

ょ
う
だ
い戴
つ
か
ま
つ
っ
た
御
礼
ま
で
、
と
の
口
上

で
攻
囲
軍
に
進
呈
し
た
。
贈
ら
れ
た
方
は
「
さ
て
こ
そ
城
山
の
上
の
連
中
は
生
の
猟
獣
肉
に
も
全
然
不
自
由
し
と
ら
ん
の
だ
。
こ
り
ゃ

あ
撤
退
す
る
潮
時
だ
て
」
と
言
っ
た
。
─
─
つ
ま
り
は
リ
ト
ア
ニ
ア
は
メ
ー
メ
ル
の
グ
ロ
ー
ム
ス
袋
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
三
三
）
と
同
じ
こ
と

に
な
っ
た
わ
け
。
リ
ト
ア
ニ
ア
の
公
子
は
囲
み
を
解
か
せ
た
。
攻
囲
軍
に
不
穏
な
気
運
が
蔓ま

ん
え
ん延

、
プ
ラ
ー
ク
の
蜂
起
自
体
も
危
な
っ
か

し
く
な
っ
て
い
た
の
で
な
お
さ
ら
の
こ
と
。
同
市
の
民
衆
は
摂
政
や
煽
動
者
た
ち
、
茸き

の
こ

の
よ
う
に
ぐ
ん
ぐ
ん
膨
れ
上
が
る
摂
政
部
隊
に

前
か
ら
と
ん
と
嫌
気
が
差
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
の
公
子
の
従
兄
弟
が
一
人
陣
営
に
い
た
が
、
引
き
揚
げ
と
な
っ
た
時
、
こ
の
人
は

も
う
一
度
振
り
返
り
、
カ
ー
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
城
を
見
上
げ
て
「
引
き
揚
げ
る
の
は
残
念
至
極
。
カ
ー
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
を
内
側
か
ら
見
た
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か
っ
た
も
の
よ
な
」
と
言
っ
た
。
そ
の
途
端
、
城
の
高
み
で
カ
ル
タ
ウ
ネ
砲（

（9
（

か
ら
お
別
れ
の
一
発
が
ぶ
っ
放
さ
れ
、
び
ゅ
っ
と
飛
来
し

た
弾
丸
が
発
言
者
の
頭
を
捥も

ぎ
取
っ
た
。

六
八
三
　
聖
な
る
土

ボ
ヘ
ミ
ア
の
邦く

に

の
チ
ャ
ス
ラ
ウ（

（9
（

郡
に
名
高
い
ゼ
ト
リ
ッ
ツ
修
道
院（

（9
（

が
あ
る
。
こ
こ
の
教
会
は
と
て
も
美
し
く
、
こ
れ
を
凌り

ょ
う
が駕

す
る
の

は
僅
か
に
プ
ラ
ー
ク
の
大
聖
堂（

（9
（

だ
け
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
さ
し
も
残
酷
な
フ
ス
派
の
司
令
官
ツ
ィ
ス
カ（

（9
（

も
こ
の
教
会
を
傷
つ
け

る
こ
と
を
禁
じ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
彼
の
隊
長
の
一
人
─
─
禁
令
を
聞
き
損
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
─
─
が
教
会
を

灰か
い
じ
ん燼
に
帰
せ
し
め
た
。
ツ
ィ
ス
カ
は
こ
れ
を
や
っ
た
者
に
金
銀
を
た
っ
ぷ
り
取
ら
せ
る
ぞ
、
と
約
束
、
放
火
殺
人
犯
が
、
ご
褒
美
を

頂ち
ょ
う
だ
い戴
で
き
る
と
は
あ
り
が
た
い
、
と
ほ
く
ほ
く
し
て
名
乗
り
出
る
と
、
ツ
ィ
ス
カ
は
火
で
ど
ろ
ど
ろ
に
溶
か
さ
れ
た
金
銀
を
そ
の
喉の

ど

に

た
っ
ぷ
り
流
し
込
ま
せ
た
。

こ
の
教
会
の
傍
に
あ
る
墓
地
の
土
は
─
─
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
墓
地
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
五
）
と
同
様
─
─
聖
地
か
ら
遙は

る
ば
る遙

運
ば
れ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
土
の
中
で
遺
体
は
二
十
四
時
間
も
す
れ
ば
百
年
経
っ
た
よ
う
に
見
え
る
速
さ
で
朽
ち
る
。
申
す
ま
で
も
な
い
が
、

神
の
恩
寵
の
下
に
息
を
引
き
取
り
埋
葬
さ
れ
た
亡な

き
が
ら骸
に
限
る
。
地
獄
行
き
で
あ
れ
ば
、
聖
な
る
土
が
決
し
て
受
け
付
け
な
い
の
で
。
こ

の
墓
地
に
あ
る
納
骨
堂
は
骨
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
あ
る
盲
目
の
修
道
士
が
あ
ら
ゆ
る
骨
を
巧
妙
優
美
に
配
置
し
て

作
っ
た
。
こ
の
墓
地
で
は
多
く
の
不
思
議
が
起
こ
っ
た
。
一
六
六
三
年
七
月
十
六
日
、
白
装
束
の
亡
霊
た
ち
が
、
手
に
手
に
燃
え
る

蠟ろ
う
そ
く燭
を
持
ち
、
聖
歌
を
合
唱
し
な
が
ら
、
墓
地
全
域
を
長
い
列
を
作
っ
て
練
り
歩
く
の
が
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
一
六
五
七
年
八
月
二
十

日（
（9
（

、
白
い
頭ク

ク

ッ

レ

巾
付
き
外
衣
を（

（9
（

纏ま
と

っ
た
教
団
員
の
大
群
が
や
は
り
同
様
に
合
唱
し
な
が
ら
灯
火
を
携
え
て
歩
き
回
っ
た
。
同
じ
く
こ
の
年
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の
復オ

ー
ス
タ
ー
タ
ー
ク

活
祭
当
日
、
例
の
骨
製
の
お
堂
に
ル
ー
ド
ル
フ
・
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
ベ
ル
ガ
ー
な
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
や
っ
て
来
て
、
な
ん
と
も
言
い

よ
う
の
な
い
量
の
死
者
の
骨
に
び
っ
く
り
仰
天
、
こ
れ
ら
の
骨
が
天
福
に
与

あ
ず
か

っ
た
人
人
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
ま
ま
、
連
れ
に

向
か
っ
て
「
こ
の
呪
わ
れ
た
代
物
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
と
思
う
」
と
話
し
掛
け
た
。
こ
う
口
に
し
た
途
端
、
全
て
の
骨
が
大
音
響
を
立

て
て
立
ち
上
が
り
、
こ
の
御
仁
は
亡
霊
た
ち
に
よ
っ
て
骨
の
お
堂
か
ら
叩た

た

き
出
さ
れ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
士
は
そ
の
後
も
相
変
わ
ら
ず

ク
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
か
ら
足
を
運
び
、
学
生
た
ち
と
散
歩
し
た
が
、
骨
の
お
堂
に
は
金
輪
際
踏
み
込
も
う
と
し
な
か
っ
た
。

六
八
四
　
ザ
ー
ル
の
修
道
士
た
ち

ボ
ヘ
ミ
ア
と
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
の
邦く

に

境ざ
か
いに
ぴ
っ
た
り
接
し
て
ザ
ー
ル
修
道
院
が
あ
る
。
敷
地
は
一
本
の
小
川
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
一

半
（
大
き
い
方
）
は
ボ
ヘ
ミ
ア
の
エ
ザ
ス
ラ
ウ
郡
、
も
う
一
半
は
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
の
領
域
に
入
る
。
こ
れ
─
─
一
二
三
四
年
の
建
立
─
─

は
も
と
も
と
シ
ト
ー
会
派
修
道
院
だ
っ
た
が
、
戦
争
に
よ
り
ひ
ど
く
劫ご

う
り
ゃ
く略

さ
れ
、
修
道
士
た
ち
は
あ
る
い
は
殺
さ
れ
、
あ
る
い
は
追
い

出
さ
れ
た
の
で
、
修
道
院
の
管
理
者
で
あ
る
オ
ル
ミ
ュ
ッ
ツ（

（9
（

司
教
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
枢す

う
き
き
ょ
う

機
卿
は
、
一
六
一
四
年
、
見
棄
て
ら

れ
た
僧
房
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
派
の
修
道
士
を
住
ま
わ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
彼
ら
は
亡
霊
の
出
没
に
大
い
に
悩
ま
さ
れ
た
。
そ
の
次
第
は

修
道
院
の
古
年
代
記
か
ら
認
め
ら
れ
る
。
殺
さ
れ
た
シ
ト
ー
会
派
修
道
士
が
頻ひ

ん
ぴ
ん頻
と
姿
を
現
し
、「
我ケ

デ

ィ

テ

・

ノ

ス

ト

リ

ス

ラ
ノ
許
ヨ
リ
去
レ
」（
修
道
院
か

ら
出
て
行
け（

（9
（

）
と
言
っ
て
脅
か
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
─
─
か
わ
い
そ
う
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
派
の
修
道
士
た
ち

が
礼
拝
に
赴
こ
う
と
か
食
事
に
行
こ
う
と
か
す
る
た
び
、
内
陣
の
自
分
た
ち
の
席
や
食
堂
の
卓テ

ー
ブ
ル子

が
亡
霊
た
ち
に
占
拠
さ
れ
、〔
食
堂

で
は
〕
食
事
が
平
ら
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
脅
威
に
な
ん
と
も
い
た
た
ま
れ
な
く
な
っ
た
彼

ら
は
、
一
六
三
八
年
、
枢
機
卿
の
承
認
を
得
て
シ
ト
ー
会
派
に
修
道
院
を
明
け
渡
し
た
。
以
来
亡
霊
の
出
現
は
も
は
や
見
聞
き
さ
れ
な
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か
っ
た
。六

八
五
　
ブ
ー
デ
チ
ュ
の
黒
魔
術
学
校

悪
魔
と
い
う
も
の
は
い
ず
れ
の
時
代
、
い
ず
れ
の
場
所
で
も
生
徒
や
見
習
い
に
な
り
た
が
る
連
中
に
は
事
欠
か
な
か
っ
た
。
ド
イ

ツ
内
外
、
サ
ラ
マ
ン
カ
、
ト
レ
ド
、
ク
ラ
カ
ウ
、
お
よ
び
北ノ

ル
ト

フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
八
九
）、
そ
れ
か
ら
ボ
ヘ
ミ
ア
の
ブ
ー
デ

チ
ュ（

（10
（

に
も
例
が
あ
る
。
同
地
に
あ
っ
た
の
が
こ
の
種
の
悪
魔
師ゼ

ミ

ナ

ー

ル

範
学
校
最
古
の
も
の
た
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
既
に
リ
ブ
ッ
サ
が
そ
の

姉
た
ち
や
侍
女
ら
─
─
そ
の
後
悪
魔
に
取
り
憑つ

か
れ
て
例
の
血
み
ど
ろ
の
乙
女
戦
争（

（10
（

を
お
っ
始
め
た
の
は
こ
の
乙
女
た
ち
で
あ
る
─
─

と
共
に
、
こ
こ
の
学
校
で
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
魔
法
や
黒
魔
術
の
研け

ん
さ
ん鑽
に
励
ん
だ
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
ね
。
そ
の
後
ブ
ー
デ
チ
ュ

に
は
立
派
な
キ
リ
ス
ト
教
の
学ア

カ
デ
ミ
ー園
が
で
き
た
。
プ
ラ
ー
ク
の
大
学（

（10
（

が
設
立
さ
れ
る
ず
っ
と
前
で
、
当
時
は
そ
も
そ
も
大
学
な
ん
ぞ
影
も

形
も
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
ボ
ヘ
ミ
ア
で
ラ
テ
ン
語
が
教
授
さ
れ
た
の
は
こ
の
学
園
が
皮
切
り
で
あ
る
。
現
在
こ
の
ブ
ー
デ
チ
ュ
に

は
も
う
長
い
こ
と
瓦が

れ
き礫

の
山
と
幾
つ
か
の
放
棄
さ
れ
た
溝
が
あ
る
だ
け
。
場
所
は
プ
ラ
ー
ク
と
小
さ
な
町
ヴ
ェ
ル
ヴ
ァ
ル
ン（

（10
（

─
─
こ
れ

も
古
く
九
九
六
年
に
建
設
さ
れ
た
─
─
の
間
で
あ
る
。

六
八
六
　
ザ
ー
ツ
に
迫
る
亡
霊
の
軍
勢

一
二
〇
一
年
の
こ
と
、
ザ
ー
ツ（

（10
（

の
市
民
た
ち
は
武
具
が
鏘し

ょ
う
ぜ
ん然
と
触
れ
合
う
音
、
嚠

り
ゅ
う
り
ょ
う
喨
た
る
喇ら

っ
ぱ叭
の
響
き
に
愕が

く
ぜ
ん然
と
し
て
眠
り
か
ら
覚

め
、
急き

ゅ
う
き
ょ遽
得
物
を
手
に
し
て
市
壁
各
所
で
配
置
に
就
い
た
。
彼
ら
は
、
町
が
建
っ
て
い
る
丘
の
麓ふ

も
と

に
無
慮
無
数
の
軍
勢
が
波
浪
の
よ
う
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に
ど
よ
め
き
、
密
集
し
た
隊た

い
ご伍
を
組
ん
で
押
し
寄
せ
、
数
数
の
投と

う
て
き擲
機
を
据
え
、
何
本
も
塹ざ

ん
ご
う壕
を
掘
り（

（10
（

、
攻
城
梯は

し
ご子
を
準
備
し
て
い
る

の
も
目
に
し
た
。
ザ
ー
ツ
の
市
民
た
ち
は
長

ち
ょ
う
き
ゅ
う
弓
の
矢
、
弩

い
し
ゆ
みの
太ふ

と
や箭
、
石
弾
を
雨あ

め
あ
ら
れ霰
の
ご
と
く
攻
撃
軍
に
浴
び
せ
掛
け
た
が
、
優
勢
な
敵

に
屈
服
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
大
層
怖
じ
恐
れ
た
。
老
人
や
女
子
ど
も
は
幾
つ
か
の
教
会
で
跪

ひ
ざ
ま
ずい

て
祈
り
、
闘
え
る

男
た
ち
が
勇
敢
に
防
戦
し
て
い
る
内
、
白し

ら
じ
ら白

と
夜
が
明
け
初そ

め
た
。
す
る
と
な
ん
と
ま
あ
、
市
壁
上
の
市
民
を
除
い
て
は
、
辺
り
一
円

武
装
し
た
者
な
ど
皆
目
見
え
な
い
の
だ
。
送
り
出
さ
れ
た
斥せ

っ
こ
う候
ら
は
居
た
は
ず
の
敵
勢
の
痕こ

ん
せ
き跡
を
何
も
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
地
面
に

は
市
民
軍
が
放
っ
た
矢
や
太
箭
が
一
面
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
だ
け
。
そ
こ
で
、
あ
れ
は
善
良
な
市
民
を
か
ら
か
い
、
勇
気
を
試
そ
う
と

し
た
亡
霊
の
軍
勢
だ
っ
た
の
で
は
、
と
類
推
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
市
民
た
ち
は
市
壁
の
外
に
出
て
行
き
、
矢
と
太
箭
を
回
収
し
た
。

六
八
七
　
ズ
ア
タ
ー
ボ
ル
山
の
異ハ

イ
デ
ン
グ
ラ
ー
プ

教
徒
の
墓

プ
ラ
ヒ
ン（

（10
（

郡
の
都
市
シ
ュ
ッ
テ
ン
ホ
ー
フ
ェ
ン（

（10
（

か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
ズ
ア
タ
ー
ボ
ル
山（

（10
（

が
聳そ

び

え
て
い
る
。
高
い
山
で
、
鉱
泉

が
湧
き
、
異ハ

イ
デ
ン
グ
ラ
ー
プ

教
徒
の
墓
と
呼
ば
れ
る
囲
い
地
が
あ
る
。
山
麓
の
細
流
ヴ
ォ
ッ
タ
ヴ
ァ
は
モ
ル
ダ
ウ
に
流
れ
込
む
が
、
川
砂
に
は
黄
金

と
良
質
の
真
珠
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
昔
シ
ュ
ッ
テ
ン
ホ
ー
フ
ェ
ン
─
─
既
に
七
九
〇
年
に
建
設
さ
れ
た
、
と
唱
え
ら
れ
る

─
─
の
住
民
を
豊
か
に
し
た
。
ム
ー
ゲ
ル
ど
も（

（10
（

（
モ
ン
ゴ
ル
族
、
タ
タ
ー
ル
族
）
が
こ
の
邦く

に

に
侵
入
し
た
時
、
近
隣
の
者
た
ち
が
妬
み

と
悪
意
か
ら
シ
ュ
ッ
テ
ン
ホ
ー
フ
ェ
ン
が
富
裕
で
あ
る
こ
と
を
こ
や
つ
ら
に
密
告
、
た
め
に
す
ぐ
さ
ま
蛮
族
の
一
隊
が
財
宝
を
根
こ
そ

ぎ
掠
奪
し
よ
う
と
襲
来
し
た
。
当
時
の
恐
怖
驚き

ょ
う
が
く愕

は
な
ん
と
も
大
き
く
、
当
然
気
力
も
萎な

え
て
し
ま
い
そ
う
だ
っ
た
が
、
一
人
果
敢
な

男
が
立
ち
上
が
り
、
勇
猛
な
軍
勢
を
糾き

ゅ
う
ご
う合
、
ズ
ア
タ
ー
ボ
ル
山
麓
で
待
ち
伏
せ
、
ム
ー
ゲ
ル
の
お
歴
歴
に
衷ち

ゅ
う
し
ん心
か
ら
ご
挨あ

い
さ
つ拶
申
し
上
げ

た
の
で
、
と
ど
の
つ
ま
り
は
累
累
た
る
敵
の
屍し

が
い骸

を
埋
葬
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
結
果
に
あ
い
な
っ
た
。
逃
げ
延
び
た
者
は
皆
無
だ
っ
た
。
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勇
士
は
異
教
徒
ど
も
を
一
つ
の
坑あ

な

に
投
げ
込
ま
せ
、
そ
の
上
に
高
く
盛
り
土
を
し
た
。
伝
説
に
い
わ
く
。
こ
の
異
教
徒
の
墓
は
年
年
親

指
の
幅
だ
け
鉱
泉
に
近
づ
い
て
い
る
。
泉
源
間
近
に
迫
っ
た
時
、
ボ
ヘ
ミ
ア
王
国
に
由
由
し
い
大
変
革
が
起
こ
る
で
あ
ろ
う
、
と
。

六
八
八
　
麵パ

ン麭
の
靴
と
小ゼ

ン

メ

ル

型
丸
白
麵
麭
の
靴

ボ
ヘ
ミ
ア
の
あ
る
母
親
が
子
ど
も
を
亡
く
し
た
。
最
愛
の
一
人
っ
子
だ
っ
た
。
そ
こ
で
柩ひ

つ
ぎ

に
納
め
た
愛
児
を
で
き
る
だ
け
き
ら
び
や

か
に
飾
り
、
一
番
良
い
服
を
着
せ
、
と
び
き
り
綺
麗
な
花は

な
わ環

を
被か

ぶ

ら
せ
、
雪
の
よ
う
に
白
い
靴
下
と
新
品
の
赤
い
靴
を
履
か
せ
た
。
け

れ
ど
も
こ
の
靴
は
硬
過
ぎ
て
、
子
ど
も
の
ち
い
ち
ゃ
な
足
に
相ふ

さ
わ応

し
く
ふ
ん
わ
り
し
て
い
る
と
は
思
え
な
か
っ
た
の
で
、
母
親
は
も
っ

と
柔
ら
か
な
も
の
を
考
案
し
た
。
極
上
の
粉
を
使
っ
た
麵パ

ン麭
生
地
で
靴
の
形
を
作
り
、
そ
れ
を
あ
ま
り
硬
く
な
く
焼
き
上
げ
、
赤
い
靴

の
代
わ
り
に
出
来
立
て
の
茶
色
い
靴
を
死
児
に
履
か
せ
て
埋
葬
し
た
。
し
か
し
真
夜
中
、
蒼
白
な
顔
を
し
た
子
ど
も
が
花
環
を
被
り
、

白
い
服
を
纏ま

と

っ
て
現
れ
、
と
て
も
悲
し
げ
な
様
子
で
、
母
親
に
、
靴
を
脱
が
せ
て
ち
ょ
う
だ
い
、
と
言
う
か
の
よ
う
に
、
代
わ
る
代
わ

る
ち
い
ち
ゃ
な
あ
ん
よ
を
差
し
出
し
た
の
だ
。
母
親
が
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
ず
に
い
る
と
、
子
ど
も
は
ま
た
消
え
失
せ
た
。
こ
う
し
た
こ

と
が
二
度
、
三
度
と
あ
り
、
子
ど
も
が
靴
を
示
す
の
で
、
母
親
は
心
乱
れ
て
仕
方
な
か
っ
た
。
と
う
と
う
子
ど
も
が
ど
う
し
て
欲
し
い

の
か
気
付
い
た
母
親
は
、
棺
を
掘
り
起
こ
し
て
も
ら
い
、
麵
麭
の
靴
を
脱
が
せ
、
赤
い
靴
を
履
か
せ
、
熱
い
涙
を
流
し
な
が
ら
、
ま
た

土
中
に
戻
し
た
。
以
来
母
親
は
安
息
─
─
最
愛
の
一
人
っ
子
を
葬
っ
た
母
親
が
得
ら
れ
る
限
り
の
で
は
あ
る
が
─
─
を
得
た
。

ク
ラ
ッ
タ
ウ（

（11
（

郡
の
上

オ
ー
バ
ーカ

メ
ン
ツ
ェ
ン
村
─
─
シ
ュ
タ
ン
カ
ウ（

（11
（

を
去
る
一
時
間
ほ
ど
─
─
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
フ
ラ
ー
デ
ク
山ベ

ル
ク

の
城
に
纏ま

つ

わ
る
─
─
内
容
は
全
く
別
物
だ
が
─
─
や
は
り
不
可
思
議
な
話
が
あ
る
。
フ
ラ
ー
デ
ク
山
上
に
居
を
構
え
て
い
た
騎
士
は
楽
に
教
会
詣も

う

で
が
で
き
る
よ
う
シ
ュ
タ
ン
カ
ウ
ま
で
行
く
橋
を
作
ら
せ
た
。
な
に
し
ろ
あ
の
辺
り
の
山
岳
地
帯
や
ラ
ド
バ
ザ
河
谷
を
通
る
道
と
き
た
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ら
現
今
で
も
至
極
良
好
と
は
申
し
難
い
。
ま
し
て
昔
は
橋
を
舗
装
す
る
習
慣
は
無
か
っ
た
の
で
、
新
た
に
で
き
た
こ
の
参さ

ん
け
い詣
路
と
て
ご

つ
ご
つ
し
て
い
た
。
そ
こ
で
城
主
の
高
慢
か
つ
優
美
な
息
女
は
そ
れ
が
気
に
入
ら
ず
、
小ゼ

ン

メ

ル

型
丸
白
麵
麭
の
中
身
を
刳く

り
抜
い
て
短
靴
の

代
わ
り
に
履
き
、
教
会
に
出
掛
け
た
。
神
様
に
し
て
み
れ
ば
、
大
切
な
麵パ

ン麭
の
こ
ん
な
罰
当
た
り
な
使
い
方
は
、
愛
す
る
あ
ま
り
清
ら

か
に
苦
し
み
嘆
い
て
死
児
に
麵パ

ン麭
の
靴
を
履
か
せ
た
あ
の
母
親
よ
り
遙
か
に
怪
し
か
ら
ぬ
こ
と
だ
っ
た
か
ら
、
高
慢
な
姫
が
城
か
ら
足

を
踏
み
出
す
と
、
前
後
で
城
と
橋
が
轟ご

う
お
ん音
を
立
て
て
崩
れ
落
ち
、
姫
も
と
も
ど
も
地
中
に
沈
ん
だ
。
残
っ
た
の
は
橋
の
段
に
付
け
ら
れ

た
彼
女
の
足
跡
だ
け
だ
っ
た
。

六
八
九
　
呪
わ
れ
た
城

ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ

伯

エ
ル
ボ
ー
ゲ
ン（

（11
（

の
市
庁
舎
に
馬
の
頭
ほ
ど
の
金
属
塊
が
陳
列
さ
れ
て
い
る
。
住
民
は
こ
れ
を
呪
わ
れ
た
城

ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
伯
と
呼
ぶ
。
昔
む
か
し
、

城（
（11
（

に
ま
こ
と
に
冷
酷
残
忍
な
騎
士
が
居
を
構
え
て
い
た
。
遠お

ん
ご
く国

か
ら
や
っ
て
来
た
巡
礼
が
客
人
権
を
懇
請
す
る
と
、
必
ず
き
つ
い
言
葉

と
ひ
ど
い
あ
し
ら
い
で
追
い
立
て
た
し
、
民
草
は
厳
し
い
笞し

も
と

の
下も

と

に
呻し

ん
ぎ
ん吟
し
て
い
た
。
あ
る
時
ま
た
し
て
も
疲
れ
切
っ
た
巡
礼
者
─
─

た
だ
し
巫ふ

じ
ゅ
つ

術
師
で
秘ひ

お
う奥
の
諸
事
に
通
じ
て
い
た
─
─
が
城
門
に
来
て
、
一
夜
の
宿
り
を
乞
う
た
が
、
城
主
は
荒
荒
し
く
怒
鳴
り
つ
け
、

と
っ
と
と
立
ち
去
れ
、
と
命
じ
た
。
す
る
と
巫
術
師
は
、
で
は
永と

こ
し
え久
に
冷
酷
な
〔
＝
硬
い
〕
ま
ま
で
お
れ
、
と
騎
士
を
呪
い
、
エ
ル

ボ
ー
ゲ
ン
の
城
伯
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
前
述
の
塊
と
化
し
た
。
こ
れ
は
真
っ
黒
で
、
叩
く
と
金
物
の
響
き
が
す
る
。
皇
帝
軍
の
將
軍
ヨ
ー

ハ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ル
ト（

（11
（

は
ひ
そ
か
に
こ
れ
を
城
の
井
戸
に
投
げ
込
ま
せ
た
が
、
幾
歳
月
か
過
ぎ
去
る
と
再
び
引
き
揚
げ
ら
れ
た
。

こ
の
不
可
解
な
金
属
塊
の
成
分
を
調
べ
よ
う
と
、
こ
れ
ま
で
再
再
火
を
用
い
た
り
叩
い
た
り
し
て
み
た
が
、
溶
け
も
せ
ず
、
こ
れ
っ
ぱ

か
り
も
傷
つ
か
ず
じ
ま
い
。
非
力
の
者
で
も
ち
ょ
っ
と
頑
張
れ
ば
大
抵
持
ち
上
げ
ら
れ
る
の
に
、
屈
強
な
人
間
だ
と
逆
に
ほ
と
ん
ど
動
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か
す
こ
と
も
で
き
ぬ
有
様
。
そ
し
て
神
に
見
放
さ
れ
た
大
罪
を
犯
し
た
輩や

か
ら

と
な
る
と
、
こ
れ
は
も
う
び
く
と
も
し
な
か
っ
た
。

六
九
〇
　
郷ユ

ン
カ
ー士

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ

エ
ー
ガ
ー
市（

（11
（

近
傍
に
巖い

わ
や
ま山

が
あ
る
が
、
山
上
は
な
に
や
ら
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
雰
囲
気
で
あ
る
。
中
肉
中
背
の
あ
る
亡
霊
が
か
し
こ

を
徘は

い
か
い徊

す
る
。
通
称
郷ユ

ン
カ
ー士

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
い
う
。
こ
の
男
、
例
の
破は

れ
ん
ち

廉
恥
な
境
界
標
石
移
動
犯
の
一
人
で
、
死
後
罰
と
し
て
自
分
が

標
石
を
動
か
し
た
土
地
の
境
界
を
あ
ち
こ
ち
さ
ま
よ
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
あ
る
時
は
土
気
色
の
顔
で
、
あ
る
時
は
焰ほ

の
お

に
包
ま
れ

て
、
あ
る
時
は
徒
歩
、
あ
る
時
は
騎
馬
で
。
こ
う
し
た
亡
霊
ど
も
に
出
逢
う
の
は
不
吉
で
あ
る
。
夕
暮
れ
刻ど

き

、
市
門
の
外
を
散
歩
し
て

い
て
こ
の
辺
り
に
近
づ
い
た
若
い
娘
に
郷ユ

ン
カ
ー士
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
寄
っ
て
来
て
、
こ
や
つ
が
生
前
少
女
た
ち
に
好
ん
で
や
ら
か
し
て
い
た

よ
う
に
、
胸
を
ぎ
ゅ
っ
と
摑つ

か

ん
だ
。
そ
の
手
が
燃
え
る
よ
う
に
熱
か
っ
た
の
で
、
娘
は
苦
痛
の
あ
ま
り
キ
ャ
ッ
と
悲
鳴
を
挙
げ
た
。
す

る
と
郷ユ

ン
カ
ー士
は
消
え
失
せ
た
。
家
に
帰
っ
て
見
る
と
、
娘
の
胸
は
焦
げ
た
よ
う
に
黒
く
な
っ
て
い
た
。
彼
女
は
「
あ
た
し
、
罰
が
中あ

た

っ
た

ん
だ
わ
」
と
喘あ

え

ぎ
、
三
日
後
死
ん
だ
。

六
九
一
　
ハ
ン
ス
・
ハ
イ
リ
ン
グ
の
巖い

わ

カ
ー
ル
ス
バ
ー
ト（

（11
（

の
近
く
、
同
名
の
川
の
畔ほ

と
り

に
ハ
ン
ス
・
ハ
イ
リ
ン
グ
と
い
う
男
が
住
ん
で
い
た
。
財
貨
を
豊
か
に
蓄
え
て
い
た

が
、
こ
れ
ら
は
神
の
賜
物
で
は
な
く
、
主し

ゅ

な
る
神
の
下
手
く
そ
な
物
真
似
屋
、
す
な
わ
ち
邪

よ
こ
し
まな
仇き

ゅ
う
て
き敵
〔
＝
悪
魔
〕
と
の
盟
約
に
よ
っ
て

手
に
入
れ
た
の
だ
っ
た
。
悪
魔
は
こ
や
つ
に
長
年
仕
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
ハ
イ
リ
ン
グ
は
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
が
悪
魔
の
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ヨ
ー
ス
ト
を
こ
き
使
っ
た
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
四
一
）
よ
う
に
、
下
僕
を
苛い

じ

め
抜
い
た
の
で
、
悪
魔
と
し
て
は
ご
奉
公
に
ほ
と
ほ
と
嫌
気
が
差

し
た
。
そ
の
お
礼
に
悪
魔
は
喉の

ど

の
奥
か
ら
濛も

う
き気
を
吹
き
掛
け
、
ご
主
人
様
を
悪
臭
ま
み
れ
に
し
た
。
そ
こ
で
ハ
ン
ス
・
ハ
イ
リ
ン
グ
は

日
が
な
一
日
ぷ
か
ぷ
か
や
っ
て
い
る
煙た

ば
こ草

喫の

み
よ
ろ
し
く
芬ふ

ん
ぷ
ん芬

と
臭
う
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
て
、
ハ
ン
ス
・
ハ
イ
リ
ン
グ
は
か
ね
て
あ

る
綺
麗
な
娘
っ
こ
に
と
こ
と
ん
惚
れ
込
み
、
先
方
も
満
更
で
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
ハ
イ
リ
ン
グ
が
こ
う
も
鼻
つ
ま
み
な
存
在
に
な
る

と
、
縁
組
み
な
ぞ
も
う
ち
ゃ
ら
。
そ
の
後
娘
は
悪
魔
や
鼻
を
刺
す
牡お

や

ぎ

山
羊
み
た
い
に
臭
く
な
い
他
の
男
を
結
婚
相
手
に
選
ん
だ
。
ハ
ン

ス
・
ハ
イ
リ
ン
グ
は
こ
れ
に
突
拍
子
も
な
く
腹
を
立
て
、
婚
礼
を
待
ち
受
け
、
新
郎
新
婦
が
お
客
様
一
同
と
に
こ
や
か
に
団だ

ん
ら
ん欒
し
て

い
る
席
に
悪
魔
を
引
き
連
れ
て
闖ち

ん
に
ゅ
う入
、
悪
魔
に
向
か
っ
て
こ
う
怒
鳴
っ
た
。「
お
い
、
悪
魔
、
き
さ
ま
に
ゃ
あ
暇
を
く
れ
て
や
る
。
も

う
奉
公
し
な
く
て
い
い
ぞ
」。「
そ
い
つ
を
聞
い
て
、
お
い
ら
あ
嬉
し
い
」
と
悪
魔
は
麵パ

ン

や

麭
屋
の
煙
突
み
た
い
に
も
く
も
く
煙
を
出
し
、

「
こ
れ
で
あ
ん
た
は
お
い
ら
の
も
ん
だ
」
と
叫
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
婚
礼
客
全
部
を
新
婚
夫
婦
も
ろ
と
も
巖
に
変
え
、
ハ
ン
ス
・
ハ
イ
リ

ン
グ
の
頸く

び

を
ぐ
い
と
捻ひ

ね

っ
て
ぽ
ん
と
一
蹴
り
し
、
エ
ー
ガ
ー
川
に
突
き
落
と
し
た
。
以
来
彼
の
姿
を
見
た
者
は
い
な
い
が
、
巖
に
変
え

ら
れ
た
人
人（

（11
（

─
─
抱
き
合
っ
て
い
る
新
郎
新
婦
、
花
嫁
の
父
、
婚
礼
の
客
た
ち
─
─
は
い
ま
だ
に
立
っ
て
い
る
。

別
の
伝
説
に
よ
れ
ば
、
ハ
イ
リ
ン
グ
は
か
れ
に
因ち

な

ん
で
呼
ば
れ
て
い
る
巖
を
棲す

み
か処
に
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
巌
の
中
に
は

洞ど
う
く
つ窟
が
あ
り
、
彼
は
そ
こ
で
小
人
族
を
支
配
し
て
い
る
と
か
。
こ
の
巌
は
彼
に
因
ん
で
ハハ

イ
リ
ン
グ
ス
フ
ェ
ル
ゼ
ン

イ
リ
ン
グ
の
巌
と
い
う
名
で
あ
る
。
そ
し
て

他
の
巌
と
と
も
に
ア
イ
ヒ
ャ
城（

（11
（

と
ヴ
ィ
ル
デ
ナ
ウ
農
園
の
間
の
エ
ー
ガ
ー
河
谷
に
あ
る
。
ト
ラ
ー
プ
ニ
ッ
ツ
の
あ
る
女
が
ポ
ル
ニ
ッ
ツ

を
通
っ
て
ア
イ
ヒ
ャ
城
の
下
方
の
森
に
漿ベ

リ
ー果

を
摘
み
に
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
に
わ
か
に
日
が
暮
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
一
軒
の
綺
麗

な
家
が
見
え
た
の
で
訪
れ
る
と
、
爺じ

い

さ
ん
が
一
人
、
卓テ

ー
ブ
ル子

に
向
か
っ
て
な
に
や
ら
せ
っ
せ
と
書
い
て
い
た
。
女
が
「
お
宅
に
泊
め
て
も

ら
え
ま
す
か
」
と
訊き

く
と
、
老
人
は
「
あ
あ
、
泊
ま
っ
て
も
か
ま
わ
ん
」
と
言
っ
た
。「
こ
こ
は
い
っ
た
い
ど
こ
で
す
か
」
と
女
が
更

に
訊た

ず

ね
る
と
「
ハ
イ
リ
ン
グ
の
家
さ
。
も
っ
と
も
こ
こ
に
お
る
の
も
も
う
長
く
は
な
い
。
わ
し
の
一
族
は
大
方
い
な
く
な
っ
た
し
、
呪
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封
は
解
け
て
お
る
」。「
あ
れ
、
小
人
た
ち
を
呪
っ
て
石
に
変
え
た
の
、
あ
ん
た
さ
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
の
巌
、
い
ま
だ
に
呪
わ
れ

た
小
人
の
婚
礼
っ
て
い
わ
れ
て
ま
す
け
ど
」。「
黙
っ
て
寝
ろ
」
─
─
最
後
の
質
問
に
老
魔
法
使
い
は
こ
う
応
え
た
。
女
は
震
え
な
が
ら

そ
の
言
葉
に
従
い
、
部
屋
の
隅
っ
こ
に
潜
り
込
ん
で
眠
っ
た
。
翌
朝
目
を
覚
ま
す
と
、
女
が
寝
て
い
た
の
は
巌
の
裂
け
目
で
、
家
な
ん

ぞ
影
も
形
も
あ
り
ゃ
し
な
い
。
急
い
で
村
に
戻
る
と
、
何
も
か
も
様
変
わ
り
し
て
い
た
。
見
慣
れ
ぬ
家
家
、
見
知
ら
ぬ
村
人
た
ち
─
─

山
の
惑
わ
し
に
遭
っ
た
人
に
起
こ
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
女
に
起
こ
っ
た
の
だ
。
彼
女
の
名
は
教
会
記
録
簿
に
百
年
前
行
方
不
明
に
な
っ

た
者
と
し
て
載
っ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
女
は
キ
フ
ホ
イ
ザ
ー
の
許い

い
な
ず
け婚

同
士
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
三
〇
）、
ク
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
鉱
夫
た
ち
（
Ｄ

Ｓ
Ｂ
六
六
三
）、
大

グ
ロ
ー
スベ

ル
ケ
ン
テ
ィ
ン
教
区
で
死し

び
と人

に
招
か
れ
た
御
仁
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
〇
四
）
よ
り
は
運
が
好
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
百

年
経
っ
た
の
に
そ
れ
だ
け
年
を
取
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
彼
女
は
残
り
の
人
生
を
平
穏
に
送
り
、
別
物
の
時
代
に
う
ま
く
順

応
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
だ
れ
に
で
も
あ
る
こ
と
で
は
な
い
。

あ
る
年
の
聖ヨ

ハ

ン

ニ

ス

タ

ー

ク

ヨ
ハ
ネ
の
祝
日
、（

（11
（

羊
飼
い
の
少
年
が
二
人
、
鳥
を
捕
ま
え
よ
う
と
し
て
ハハ

イ
リ
ン
グ
ス
フ
ェ
ル
ゼ
ン

イ
リ
ン
グ
の
巌
の
傍
へ
や
っ
て
来
た
。
す

る
と
巌
の
下
部
に
小
さ
な
戸
口
が
あ
り
、
そ
れ
が
開
い
て
い
る
の
に
気
付
い
た
。
中
に
入
っ
た
彼
ら
は
幾
つ
も
の
櫃ひ

つ

を
目
に
し
た
。
一

つ
は
蓋
が
開
い
て
い
て
、
貨
幣
が
詰
ま
っ
て
い
た
。
他
の
は
空
っ
ぽ
。
彼
ら
は
大
慌
て
で
詰
め
込
み
、
脇
衣ポ

ケ
ッ
ト囊

を
一
杯
に
し
た
が
、
や

が
て
怖
く
て
堪た

ま

ら
な
く
な
り
、
急
い
で
巌
か
ら
外
へ
出
た
。
す
る
と
二
人
目
の
背
後
で
扉
が
ば
っ
た
あ
ん
と
閉
ま
り
、
こ
の
子
の
靴
の

踵か
か
とを
も
ぎ
取
っ
た
。
け
れ
ど
も
彼
ら
は
無
事
に
逃
げ
出
せ
た
わ
け
で
、
お
金
を
ど
っ
さ
り
両
親
の
許も

と

へ
持
ち
帰
っ
た
。

六
九
二
　
ツ
ァ
イ
テ
ル
モ
ー
ス
の
森

ヴ
ン
ジ
ー
デ
ル（

（12
（

と
ヴ
ァ
イ
セ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト（

（12
（

の
間
、
フ
ィ
ヒ
テ
ル
山ゲ

ビ
ル
ゲ地
の（

（12
（

近
く
に
森
が
拡
が
っ
て
お
り
、
そ
の
名
を
ツ
ァ
イ
テ
ル
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モ
ー
ス
と
い
う
。
森
の
中
に
は
ツ
ァ
イ
テ
ル
モ
ー
ス
池

ヴ
ァ
イ
ア
ーが
あ
る
が
、
民
衆
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
そ
の
辺
り
は
な
ん
と
も
不
気
味
で
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
魑ち

み
も
う
り
ょ
う

魅
魍
魎
が
出
没
す
る
由
。
あ
る
有
名
で
学
識
高
い
人
物
が
、
宵
も
か
な
り
過
ぎ
た
の
に
、
森
を
抜
け
て
こ
の
池
の

畔ほ
と
りに

や
っ
て
来
た
と
こ
ろ
、
材
木
の
山
に
子
ど
も
が
二
人
坐す

わ

っ
て
い
る
の
を
目
に
し
て
、
こ
ん
な
に
遅
く
ま
で
何
を
し
て
い
る
、
早
く

家
に
お
帰
り
、
と
声
を
掛
け
た
。
す
る
と
二
人
の
子
ど
も
は
大
き
な
声
で
け
ら
け
ら
笑
い
始
め
た
。
一
方
男
は
そ
の
ま
ま
馬
を
進
め

た
。
そ
う
遠
く
も
行
か
ぬ
内
、
道
の
脇
に
ま
た
し
て
も
さ
っ
き
と
全
く
同
じ
子
ど
も
た
ち
が
い
た
。
そ
し
て
ま
た
ま
た
高
笑
い
し
た
。

男
は
ぞ
っ
と
し
て
、
も
う
話
し
掛
け
よ
う
と
せ
ず
、
無
言
で
通
り
過
ぎ
た
。

別
の
こ
れ
も
学
識
あ
る
男
が
語
っ
て
い
わ
く
。
自
分
も
晩
秋
の
あ
る
宵
、
月
明
か
り
を
頼
り
に
徒
歩
で
か
し
こ
の
池
畔
を
通
り
掛
か

り
、
上
り
坂
に
掛
か
っ
た
時
、
気
分
を
引
き
立
て
よ
う
と
精
神
を
鼓
舞
す
る
唄
を
歌
っ
た
、
と
。

天
空
、
大
地
、
大
気
、
海
原
、 

こ
れ
ぞ
造
物
主
の
栄
光
の
徴し

る
し

。 

我
が
魂
よ
、
歌
え
、
い
ざ
や
、
こ
れ
ら
を
誉
め
讃た

た

え
よ
。

す
る
と
突
然
濃
い
霧
に
取
り
巻
か
れ
た
。
そ
し
て
馬
に
乗
っ
た
者
ど
も
が
周
囲
を
駈か

け
巡
る
よ
う
な
音
が
し
た
。
し
か
し
自
分
は

─
─
と
彼
は
言
う
─
─
勇
敢
に
歌
い
続
け
、
二
節
も
三
節
も
歌
い
、
こ
の
よ
う
な
四
節
目
に
掛
か
っ
た
、
と
。

行
け
、
鳥
群
が
対
と
な
り
、 

大
気
を
突
い
て
飛ひ

し
ょ
う翔

す
る
ご
と
。
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し
て
ま
た
こ
の
四
節
目
の
次
の
歌
詞

雷
鳴
、
稲
妻
、
霧
、
雹ひ

ょ
う

、
風
、 

こ
れ
ぞ
神
意
の
僕し

も
べ

な
り
。

を
、
何
も
か
も
神
様
に
お
任
せ
し
て
、
怖お

じ
恐
れ
る
こ
と
な
く
高
ら
か
に
歌
い
切
る
と
、
煙
霧
は
見
る
見
る
背
後
で
散
り
散
り
と
な

り
、
ツ
ァ
イ
テ
ル
モ
ー
ス
池

ヴ
ァ
イ
ア
ーの

向
こ
う
へ
消
え
去
っ
た
。
そ
こ
で
男
は
唄
を
最
後
ま
で
歌
っ
た
の
だ
、
と
。

あ
あ
、
我
が
神
よ
、
我
が
魂
は 

素
晴
ら
し
き
汝な

れ

を
感
じ
ま
い
ら
す
。 

汝
の
存
在
、
我
が
在
り
か
た
を 

常
に
我
が
心
に
記
し
た
ま
わ
れ
。

六
九
三
　
ブ
ッ
ツ
ェ
ン
ロ
イ
ト
の
夜
の
猟
師

ヴ
ン
ジ
ー
デ
ル
と
レ
ド
ヴ
ィ
ヒ（

（12
（

の
間
に
ブ
ー
ゲ
ン
ロ
イ
ト
と
か
ブ
ッ
ツ
ェ
ン
ロ
イ
ト
と
か
い
う
山
林
が
あ
る
。
噂う

わ
さ

に
よ
れ
ば
こ
こ
は

森ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
ラ
ー
ト

の
精
に
し
て
地ヘ

レ
ン
ブ
ッ
ツ

獄
妖
怪
が（

（12
（

狩
り
を
す
る
本
家
本
元
の
猟
区
で
、
こ
や
つ
は
妖
魔
の
同
勢
を
引
き
連
れ
、
ツ
ァ
イ
テ
ル
モ
ー
ス
で
も

だ
が
、
高
い
シ
ュ
タ
イ
ン
山ベ

ル
ク

、
レ
ッ
ク
ヴ
ィ
ッ
ツ
、
全
フ
ィ
ヒ
テ
ル
山ゲ

ビ
ル
ゲ地
、
更
に
は
犬

フ
ン
ツ
ブ
リ
ュ
ッ
ケ

の
橋
一（

（12
（

帯
で
兇
暴
な
狩
猟
を
行
う
。
こ
の
山
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林
の
名
だ
が
、
こ
れ
は
─
─
こ
の
界か

い
わ
い隈
の
夥

お
び
た
だし
い
地
名
と
同
様
─
─
開ロ

イ

テ

ン

墾
す
るreuthen

、
開ア

ウ
ス
ロ
ー
デ
ン

拓
す
るausroden

に
由
来
す
る
の
で

は
な
く
、
騎ラ

イ

テ

ン

行
す
るreiten

か
ら
出
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
妖
怪
が
夜
の
猟
師
と
し
て
界か

い
わ
い隈
を
騎
行
す
る
か
ら
で
あ
る
。
妖
魔

は
、
こ
の
邪

よ
こ
し
まな

精
霊
は
、
三
本
足
の
馬
に
乗
り
、
地
獄
の
猟
犬
ど
も
に
ワ
ン
ワ
ン
、
ギ
ャ
ン
ギ
ャ
ン
と
取
り
巻
か
れ
て
突
き
進
む
。
こ

の
狩
猟
妖
怪
は
荒
れ
狂
う
同
勢
と
共
に
、
フ
レ
ン
キ
ッ
シ
ェ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
〔
＝
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
ス
イ
ス（

（12
（

〕
と
い
わ
れ
る
地
域
の

異ハ
イ
デ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

教
の
町
を（

（12
（

越
え
て
行
く
の
で
、
同
地
の
夜
旅
は
ご
く
安
全
と
は
言
い
難
い
。

六
九
四
　
ナ
イ
ラ
村
近
く
の
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
の
洞ど

う
く
つ窟

ゼ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ（

（12
（

と
マ
ル
ス
ロ
イ
ト（

（12
（

の
間
に
ナ
イ
ラ
村（

（13
（

が
あ
る
が
、
数
百
年
前
同
地
の
─
─
い
ま
だ
に
あ
る
─
─
幾
つ
も
の
洞
窟
の
一

つ
に
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
た
ち
が
棲す

ん
で
い
た
。
穴
は
い
ま
だ
に
あ
る
が
、
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
た
ち
は
も
う
い
な
い
。
コ
ー
マ
ン
と
い
う
名
の
農
夫
が
二
頭
の
馬
を

犁す
き

に
付
け
て
畑
を
耕
し
て
い
る
と
、
お
か
み
さ
ん
が
焼
き
た
て
の
麵パ

ン麭
を
朝
食
に
持
っ
て
来
た
。
彼
女
は
布
切
れ
に
包
ん
だ
こ
れ
を
畑

の
畔く

ろ

に
置
く
と
、
自
分
は
牧
草
地
に
出
掛
け
た
。
す
る
と
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
の
女
が
農
夫
に
近
づ
い
て
来
て
言
う
に
は
「
あ
ん
た
は
ま
だ
腹
が
減
っ

て
に
ゃ
あ
だ
ら
。
け
ん
ど
あ
た
し
の
子
ど
も
ら
は
ひ
も
じ
が
っ
て
る
。
う
ち
の
麵パ

ン麭
は
ま
だ
窯か

ま

の
中
だ
ず
ら
。
あ
た
し
の
子
ど
も
の
た

め
に
あ
ん
た
の
麵パ

ン麭
を
貸
し
て
く
ん
な
。
昼
ま
で
に
ゃ
あ
返き

ゃ
あ

す
か
ら
」。
─
─
農
夫
は
二
つ
返
辞
で
ち
び
女
に
麵パ

ン麭
を
渡
し
て
や
り
、

自
分
は
昼
ま
で
我
慢
す
る
こ
と
に
し
た
。
も
っ
と
も
女
が
約
束
を
守
る
か
ど
う
か
見
届
け
た
い
の
も
山
山
だ
っ
た
。
す
る
と
な
ん
と
ま

あ
、
女
は
時
刻
を
違た

が

え
ず
、
村
の
教
会
の
正
午
を
知
ら
せ
る
鐘
が
鳴
り
止
ん
だ
途
端
、
雪
の
よ
う
に
白
い
布
切
れ
に
く
る
ん
だ
ま
だ
ほ

か
ほ
か
温
か
い
麵パ

ン

ケ

ー

キ

麭
菓
子
を
持
っ
て
来
て
、
こ
う
言
っ
た
。「
さ
あ
さ
、
遠
慮
無
く
喰く

っ
て
く
ん
な
。
布
切
れ
は
う
っ
ち
ゃ
ら
か
し
と

い
て
か
ま
わ
に
ゃ
あ
。
あ
た
し
ゃ
、
き
っ
と
取
り
に
来
る
か
ら
。
さ
て
、
あ
た
し
ら
、
も
う
二
度
と
会
う
こ
た
あ
に
ゃ
あ
。
世
の
中
、
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悪
く
な
る
一
方
だ
ら
。
あ
ん
た
ら
と
来
た
ら
、
呪
っ
た
り
、
誓
っ
た
り
が
ど
ん
ど
ん
ひ
ど
く
な
る
し
、
い
つ
の
日
曜
の
朝
で
も
稔
り
具

合
を
見
よ
う
っ
て
、
畑
に
出
て
来
る
始
末
だ
じ
ゃ
あ（

（13
（

。
あ
ん
た
ら
は
鍛た

ん
ぞ
う造

工こ
う
ば場

を（
（13
（

次
か
ら
次
へ
と
建
て
る
。
ガ
ン
ガ
ン
、
ド
ン
ド
ン
が

絶
え
間
も
あ
り
ゃ
し
に
ゃ
あ
。
だ
か
ら
あ
た
し
ら
、
こ
の
土
地
か
ら
お
さ
ら
ば
せ
に
ゃ
な
ら
に
ゃ
あ
。
も
う
長な

ぎ
ゃ

あ
こ
と
棲
ん
で
た
け
ん

ど
」。
言
い
終
わ
る
と
女
は
い
な
く
な
り
、
二
度
と
現
れ
な
か
っ
た
。
農
夫
が
麵パ

ン麭
や
布
切
れ
の
中
に
何
か
好
い
物
を
見
つ
け
た
の
か

ど
う
か
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。

か
つ
て
ナ
イ
ラ
近
く
の
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

洞ロ
ッ
ホへ

、
あ
る
日
曜
の
午
後
、
農
家
の
若
い
有う

ぞ
う
む
ぞ
う

象
無
象
が
潜
り
込
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
中
が
見
た
く
て
矢

も
盾
も
た
ま
ら
ず
に
ね
。
畑
二
、三
枚
ほ
ど
の
長
さ
の
通
路
を
抜
け
る
と
、
人
の
背
丈
ほ
ど
の
洞
窟
に
出
た
が
、
壁
に
は
た
く
さ
ん
ち

い
ち
ゃ
な
扉
が
付
い
て
い
て
、
小
部
屋
が
ず
ら
り
と
あ
る
よ
う
だ
っ
た
。
一
同
突
然
ひ
ど
く
お
っ
か
な
く
な
り
、
慌あ

わ

て
て
外
に
逃
げ
出

し
た
が
、
何
日
か
の
間
具
合
が
良
く
な
か
っ
た
。

六
九
五
　
主ヘ

ア
ゴ
ッ
ト
シ
ュ
タ
イ
ン

な
る
神
の
巖

ゼ
ル
プ（

（13
（

と
テ
ィ
ー
ア
シ
ュ
タ
イ
ン（

（13
（

の
間
、
エ
ー
ガ
ー
の
川か

わ
べ
り縁
で
、
街
道
の
傍
ら
の
地
面
か
ら
大
き
な
巌い

わ

が
に
ょ
っ
き
り
顔
を
出
し
て

い
る
。
こ
れ
は
男
が
巌
の
中
へ
─
─
さ
な
が
ら
鋳
型
に
嵌は

ま
る
よ
う
に
─
─
横
た
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
。
四
肢

の
形
が
ご
く
見
事
な
釣
り
合
い
を
成
し
て
、
ど
こ
ぞ
の
工た

く
み匠
が
蠟ろ

う

に
刻
み
込
ん
だ
と
い
っ
た
具
合
に
見
え
る
。
伝
説
に
よ
れ
ば
、
我
ら

が
主し

ゅ

キ
リ
ス
ト
が
こ
の
巌
の
上
で
お
休
み
に
な
り
、
巌
が
聖
な
る
お
体
な
り
に
凹
ん
だ
の
だ
、
と
か
。
か
の
ル
ー
ル
ラ
イ
の
巌
に
黒
黒

と
焼
き
付
け
ら
れ
た
悪
魔
の
姿
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
九
五
）
の
と
こ
と
ん
対
極
で
あ
る
。

似
た
よ
う
な
捺お

し
型
が
、
プ
ラ
ー
ク
か
ら
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ザ
ー
ル（

（13
（

へ
半
道
行
っ
た
プ
ロ
コ
ピ
ウ
ス
聖
者（

（13
（

の
洞ど

う
く
つ窟
─
─
巌
山
深
く
に
通
じ
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て
い
る
─
─
に
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
洞
窟
に
棲す

ん
で
い
た
の
は
も
と
よ
り
主
な
る
神
で
は
な
く
、
悪
魔
の
一
群
で
、
こ
や
つ
ら
は
プ

ロ
コ
ピ
ウ
ス
聖
者
に
追
い
出
さ
れ
た
の
だ
が
、
出
て
行
く
時
、
己お

の
れ

ら
の
徴し

る
し

で
あ
る
角
、
有ド

ラ
ッ
ヘ

翼
龍
の
鉤か

ぎ
づ
め爪
、
牛
や
馬
の
蹄ひ

づ
め

、
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
の
尻

尾
な
ど
を
形
見
に
遺
し
た
の
だ
。

六
九
六
　
フ
ィ
ヒ
テ
ル
山ベ

ル
ク

と
フ
ィ
ヒ
テ
ル
湖ゼ

ー

フ
ィ
ヒ
テ
ル
山ゲ

ビ
ル
ゲ地
の
頭
領
に
し
て
王
と
い
う
べ
き
フ
ィ
ヒ
テ
ル
山

ベ
ル
ク

山
頂
に
フ
ィ
ヒ
テ
ル
湖ゼ

ー

と
呼
ば
れ
る
評
判
の
良
く
な
い
底
知
れ

ぬ
湖
が
あ
る
。
申
さ
ば
丁
度
、
テテ

ュ

ー

リ

ン

ガ

ー

ヴ

ァ

ル

ト

ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山
地
な
る
シ
ュ
ネ
ー
コ
プ
フ
山
上
の
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
ク
ラ
イ
ス

魔
の
環
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
邦
レ
ー
ン
山ゲ

ビ
ル
ゲ地

の

黒ダ
ス
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
・
モ
ー
ア

い

沼
、
ス
イ
ス
の
フ
ラ
ク
モ
ン
山
上
の
ピ
ラ
ト
ゥ
ス
湖ゼ

ー

、（
（13
（

ヘ
ッ
セ
ン
邦
マ
イ
ス
ナ
ー
に
あ
る
ホ
レ
夫
人
の
沐も

く
よ
く
じ
ょ
う

浴
場
そ
の
他
の

ご
と
き
も
の
。
こ
の
湖
は
─
─
ピ
ラ
ト
ゥ
ス
湖ゼ

ー

も
そ
う
だ
っ
た
が
─
─
か
つ
て
水
面
が
開
け
て
い
た
。
し
か
し
後
世
に
な
る
と
─
─
ピ

ラ
ト
ゥ
ス
湖ゼ

ー

も
ま
た
し
か
り
─
─
ゆ
ら
ゆ
ら
と
不
安
定
な
湿
原
に
覆
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
ゼ
ー
ロ
ー
エ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
地
方
で
は
湿
原
の
下
に
沼
が
あ
る
土
地
を
ロ
ー
エ（

（13
（

と
称
す
る
か
ら
で
あ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
ル
ゲ
ビ
ル
ゲ
か
ら
は
四
本
の
川
、
す
な
わ

ち
マ
イ
ン
、
ザ
ー
レ
、
ナ
ー
ベ（

（13
（

、
エ
ー
ガ
ー
が
四
方
向
へ
流
れ
下
っ
て
い
る
。
内
マ
イ
ン
と
ナ
ー
ベ
は
直
接
フ
ィ
ヒ
テ
ル
ゲ
ゼ
ー
か
ら

発
す
る
。
こ
れ
ら
の
諸
川
の
頭
文
字
を
続
け
る
と
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
と
な
る
。
マ
イ
ン
は
西
へ
、
ナ
ー
ベ
は
南
へ
、
エ
ー
ガ
ー
は
東
へ
、
ザ
ー

レ
は
北
へ
向
か
う
。
マ
イ
ン
は
ラ
イ
ン
に
、
ナ
ー
プ
は
ド
ナ
ウ
に
、
エ
ー
ガ
ー
と
ザ
ー
レ
は
エ
ル
ベ
に
合
流
す
る
。
ヴ
ァ
イ
セ
ン
シ
ュ

タ
ッ
ト
近
く
で
エ
ー
ガ
ー
は
あ
る
湖
を
経
由
す
る
が
、
伝
説
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
は
そ
の
昔
あ
る
聖
職
者
が
─
─
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
テ
に
来 

た
貧
民
が
そ
う
し
た
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
五
五
）
よ
う
に
─
─
蛙か

え
るた
ち
を
黙
ら
せ
た
と
こ
ろ
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
奇き

せ
き蹟
を
起
こ
し
た
の
は

伎わ

ざ倆
に
長
け
た
放
浪
者
で
、
蛙
た
ち
が
説
教
中
邪
魔
す
る
の
で
困
っ
て
い
た
聖
職
者
の
た
め
に
や
っ
た
の
だ
、
と
い
う
異
説
も
あ
る
。
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そ
れ
か
ら
こ
れ
も
不
思
議
な
話
だ
が
、
こ
の
ヴ
ァ
イ
セ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
湖
に
投
げ
込
ま
れ
た
蛙
は
す
ぐ
さ
ま
慌
て
て
跳
び
出
す
、
ま

た
、
こ
こ
の
水
を
桶お

け

に
二
、三
杯
、
ど
こ
か
他
の
池
に
注
ぐ
と
、
そ
こ
の
蛙
も
同
じ
よ
う
に
黙
ら
せ
る
効
き
目
が
あ
る
、
と
か
。
─
─

か
つ
て
エ
ー
ガ
ー
は
そ
の
川
砂
に
金ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド

剛
石
を
、
マ
イ
ン
は
真
珠
を
、
ザ
ー
レ
は
黄
金
を
、
ナ
ー
プ
は
銀
色
に
輝
く
小
石
を
含
ん
で
い

た
。
フ
ィ
ヒ
テ
ル
ベ
ル
ク
に
は
広
く
知
ら
れ
た
こ
ん
な
諺

こ
と
わ
ざが

あ
る
。「
牛
飼
い
が
牝め

う
し牛

目
掛
け
て
牛
な
ん
ぞ
よ
り
値
打
あ
る
石
よ
く
投

げ
る
」。
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
こ
と
は
皆
昔
む
か
し
の
黄
金
時
代
に
あ
っ
た
こ
と
、
起
こ
っ
た
こ
と
だ
。
黄
金
時
代
が
再
来
す
る

か
、
そ
れ
は
い
つ
か
な
ん
て
今
や
と
ん
と
分
か
ら
な
い
。
フ
ィ
ヒ
テ
ル
ゼ
ー
で
は
夜ナ

ハ
ト
イ
ェ
ー
ガ
ー

の
狩
人
が
水
浴
び
を
す
る
。
そ
の
同
族
で
あ
る
ホ

レ
夫
人
が
ヘ
ッ
セ
ン
邦
マ
イ
ス
ナ
ー
に
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
七
五
七
）、
悪
魔
が
シ
ュ
ネ
ー
コ
プ
フ
山
上
に
、
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
が
リ
ー
ゼ
ン

ゲ
ビ
ル
ゲ
に
そ
の
沐
浴
場
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
。
こ
れ
ら
四
人
の
お
歴
歴
が
同
じ
場
所
、
同
じ
時
に
水
浴
び
し
な
い
と
い
う
の
は
ま

ず
結
構
。
さ
も
な
い
と
、
こ
の
世
に
は
も
っ
と
多
く
の
不
祥
事
が
起
こ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
で
な
く
た
っ
て
、
悪
魔
と
そ
の
手
先
ど
も
が

一
つ
風
呂
に
入
る
と
、
ろ
く
な
こ
と
は
あ
り
ゃ
し
な
い
。

六
九
七
　
ル
ー
フ
ス
城ブ

ル
ク

の
財
宝

フ
ィ
ヒ
テ
ル
山ゲ

ビ
ル
ゲ地
の
峨が

が峨
た
る
高
峰
─
─
ど
の
頂
き
に
も
大
抵
、
今
は
瓦が

れ
き礫
と
化
し
て
い
る
騎
士
の
城
が
あ
る
─
─
の
内
で
も
、
ア

レ
ク
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ト
の
町（

（14
（

を
見
下
ろ
す
ル
ー
フ
ス
（
ル
ー
ク
ス
、
ル
ー
ル
、
ロ
ー
ス
）
城ブ

ル
ク

ほ
ど
財
宝
伝
説
、
宝
探
し
伝
説
に
富
ん
で

い
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
崩
壊
し
た
穴
蔵
の
大
き
な
階
段
の
下
に
高
さ
一
肘エ

レ尺
幅
一
肘エ

レ尺
の
銅ど

う
が
ま釜

に
入
っ
た
莫
大
な
財
宝
─
─
ぎ
っ
し
り

一
杯
の
グ
ル
デ
ン
金
貨
が
あ
る
。
釜
に
は
銅
の
器う

つ
わ

が
載
っ
て
い
る
が
、
中
に
は
こ
の
上
な
く
大
き
な
真
珠
と
数
数
の
極
め
て
貴
重
な
宝

石
を
鏤ち

り
ば

め
た
黄
金
の
王
冠
が
納
ま
っ
て
い
る
。
か
つ
て
こ
の
城
に
住
み
、
山
地
に
君
臨
し
て
い
た
盗
賊
騎
士
た
ち
が
こ
の
財
宝
を
集
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め
、
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
隠
し
た
の
だ
。
彼
ら
は
あ
る
王
か
ら
こ
の
王
冠
を
奪
い
、
目
に
見
え
な
い
よ
う
に
し
た
─
─
コ
シ
ュ
ー
ト
閣

下
が
ハ
ン
ガ
リ
ア
の
王
冠
を
そ
う
し
た
よ
う
に（

（14
（

。
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
の
よ
う
な
体
つ
き
、
隻
眼
で
跛は

し
ゃ者
、
黒
い
僧
衣
を
纏ま

と

っ
た
小
坊
主
だ
け
が
王
冠

と
件く

だ
ん

の
黄
金
の
詰
ま
っ
た
釜
を
ル
ー
フ
ス
ブ
ル
ク
で
見
つ
け
、
掘
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
公エ

ピ
フ
ァ
ニ
ア
ス

現
の
祝
日
か（

（14
（

黄デ
ア
・
ゴ
ル
ド
ネ
・
ゾ
ン
タ
ー
ク

金
の
日
曜
日
、（

（14
（

な
い
し

三ト

リ

ニ

タ

テ

ィ

ス

位
一
体
の
祝
日
─（

（14
（

─
こ
れ
ら
の
日
に
か
の
小
坊
主
は
黄
金
の
日
曜
日
生
ま
れ
の
者
た
ち
に
姿
を
見
せ
る
─
─
で
あ
れ
ば
、
黄
金
の
日

曜
日
生
ま
れ
の
者
に
こ
れ
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
数
え
き
れ
ぬ
回
数
、
宝
探
し
の
面
面
や
鉱
夫
た
ち
が
ル
ー
フ
ス
ブ
ル
ク
下
の
巌い

わ

の
裂

け
目
を
幾
つ
も
ほ
じ
く
り
返
し
た
が
、
全
く
の
無
駄
骨
折
り
だ
っ
た
。

六
九
八
　
牡オ

ク
セ
ン
コ
プ
フ

牛
の
頭
山さ

ん
ろ
く麓

の
亡
霊
教
会

フ
ィ
ヒ
テ
ル
山ベ

ル
ク

の
傍
に
牡オ

ク
セ
ン
コ
プ
フ

牛
の
頭
な
る
山
が
巖い

わ

と
森
に
覆
わ
れ
た
首
を
擡も

た

げ
て
い
る
。
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
こ
こ
に
は
黄
金
、
財
宝

が
豊
富
に
あ
る
と
か
。
か
つ
て
南ヴ

ァ
ー
レ

国
者
た（

（14
（

ち
は
頻ひ

ん
ぱ
ん繁

に
こ
の
山
深
く
を
掘
り
ま
く
っ
た
。
山
上
の
巌
の
裂
け
目
の
一
つ
に
あ
る
農
夫
が

潜
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
横
穴
に
行
き
当
た
っ
た
。
横
穴
の
入
り
口
に
は
知
ら
な
い
言
葉
で
書
か
れ
た
本
が
一
冊
、
手
袋
一
組
、
拳ピ

ス
ト
ル銃

一い
っ
ち
ょ
う挺
と
共
に
置
か
れ
て
い
た
。
腹
這ば

い
に
な
っ
て
穴
の
中
の
様
子
に
聴
き
耳
を
立
て
る
と
、
掘
っ
た
り
砕
い
た
り
す
る
音
が
聞
こ
え
た

が
、
灯あ

か
り火
は
見
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
農
夫
は
見
つ
け
た
物
を
全
部
手
に
取
り
、
拳ピ

ス
ト
ル銃
を
発
射
し
、
拾
得
物
を
官
憲
に
引
き
渡
し
た
。

フ
ィ
ヒ
テ
ル
ベ
ル
ク
の
あ
る
老
灰
焼
き
人（

（14
（

の
話
に
曰
く
。「
あ
る
年
の
黄デ

ア
・
ゴ
ル
ド
ネ
・
ゾ
ン
タ
ー
ク

金
の
日
曜
日
の
こ
っ
た
が
、
雨
が
降
り
出
し
た
。
そ
こ
で

わ
し
ゃ
あ
牡オ

ク
セ
ン
コ
プ
フ

牛
の
頭
に
駈か

け
登
っ
た
。
灰
の
始
末
を
し
に
な
。
す
る
と
山
下
の
ビ
シ
ョ
ー
フ
ス
グ
リ
ュ
ー
ン（

（14
（

で
鐘
の
鳴
る
音
が
聞
こ
え

た
。
そ
の
時
わ
し
は
あ
る
巌
壁
の
傍
に
来
と
っ
た
が
、
こ
れ
が
さ
っ
と
開
い
た
。
中
へ
入
る
と
、
祭
壇
が
立
っ
て
お
っ
た
。
こ
れ
が
全

部
黄き

ん金
で
で
き
と
っ
て
な
、
そ
の
上
に
点と

も

っ
と
る
燭
台
の
明
か
り
で
ど
こ
も
か
し
こ
も
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
と
っ
た
。
そ
こ
で
わ
し
は
、
麓

ふ
も
と
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の
ビ
シ
ョ
ー
フ
ス
グ
リ
ュ
ー
ン
で
礼
拝
が
催
さ
れ
る
た
ん
び
に
、
山
の
上
じ
ゃ
亡
霊
教
会
ち
ゅ
う
か
、
山
の
教
会
、
森
の
教
会
ち
ゅ
う

か
、
そ
う
い
う
も
ん
が
始
ま
る
っ
て
、
以
前
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
を
思
い
出
し
た
。
で
、
も
う
一
遍
見
回
す
と
、
金
や
銀
が
氷つ

ら
ら柱

み

た
い
に
天
井
か
ら
ぶ
ら
下
が
っ
て
て
、
真
珠
や
宝
石
が
う
ち
の
煙
突
の
繫
い
だ
玉た

ま
ね
ぎ葱

み（
（14
（

た
い
に
ご
ろ
ご
ろ
積
み
重
な
っ
と
っ
た
。
亡
霊

は
全
然
目
に
付
か
な
か
っ
た
け
ん
ど
、
わ
し
は
自
分
が
独
り
ぼ
っ
ち
な
の
が
お
っ
か
な
く
な
っ
て
、
外
へ
走
り
出
し
た
。
す
る
と
な
、

後
ろ
で
、
山
が
崩
れ
る
よ
う
な
ガ
ラ
ガ
ラ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
っ
ち
ゅ
う
お
っ
そ
ろ
し
い
音
が
聞
こ
え
た
。
わ
し
ゃ
あ
あ
の
す
ん
ば
ら
し
い
眺
め

─
─
こ
り
ゃ
あ
黄
金
の
日
曜
日
と
聖ヨ

ハ

ン

ニ

ス

タ

ー

ク

ヨ
ハ
ネ
の
祝
日
の
朝
に
だ
け
時
時
人
の
目
に
見
え
る
だ
が
─
─
を
女
房
ど
ん
に
も
見
せ
て
や
ろ
う

と
連
れ
て
来
た
。
け
ん
ど
、
戻
っ
て
み
る
と
、
巌
壁
は
ぴ
っ
し
ゃ
り
閉
ま
っ
と
っ
て
、
何
一
つ
見
え
な
ん
だ
。
す
る
と
ま
あ
嚊か

か
あ

め
が
ほ

ざ
い
た
わ
な
。『
あ
ん
た
こ
そ
牡オ

ク
セ
ン
コ
プ
フ

牛
の
頭
だ
あ
よ
。
な
ん
だ
っ
て
亡
霊
教
会
か
ら
黄き

ん金
の
氷
柱
と
か
宝
石
の
束
と
か
一
つ
で
も
持
ち
出

さ
な
か
っ
た
の
さ
あ
。
だ
っ
て
、
お
宝
が
見
え
た
ん
な
ら
、
そ
れ
が
授
か
っ
た
っ
て
こ
と
だ
か
ら
ね
え
』
っ
て
な
。
だ
が
な
あ
、
な
ん

に
も
貰も

ら

え
ん
物
乞
い
は
、
懐
の
麵パ

ン麭
さ
え
失
く
し
ち
ま
う（

（14
（

〔
＝
貧
す
り
ゃ
鈍
す
〕
っ
ち
ゅ
う
で
ね
え
か
」。

六
九
九
　
ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
イ
ン
城
の
地
獄

フ
ィ
ヒ
テ
ル
山ベ

ル
ク

と
牡オ

ク
セ
ン
コ
プ
フ

牛
の
頭
の
隣
峰
シ
ュ
ネ
ー
山ベ

ル
ク

の
北
斜
面
に
は
か
つ
て
、
ヴ
ァ
イ
セ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
方
角
に
向
か
っ
て
、
騎
士

の
城
に
し
て
盗ラ

ウ
プ
ブ
ル
ク

賊
城
た（

（15
（

る
ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
イ
ン
な
い
し
ロ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
が
建
っ
て
い
た
。
そ
の
場
所
は
い
ま
だ
に
城

シ
ュ
ロ
ス
ベ
ル
ク山

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
宮

プ
フ
ァ
ル
ツ
グ
ラ
ー
フ

中
伯
ル
ー
ド
ル
フ
が
、
八
五
七
年
、
城
壁
も
塔
も
人
力
を
用
い
て
、
累
累
た
る
巨き

ょ
が
ん巌

上
に
城
塞

を
築
い
た
の
だ
と
か
。
建
設
者
は
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
出
身
の
皇
帝
ル
ー
ド
ル
フ
だ
と
の
説
も
あ
る
。
ヴ
ン
ジ
ー
デ
ル
周
辺
に
は
か
つ
て

十
二
か
ら
十
四
を
下
ら
ぬ
盗
賊
城
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
住
人
は
山
地
の
強
風
よ
ろ
し
く
旅
す
る
商
人
た
ち
の
懐
か
ら
金
銭
を
巻
き
上
げ
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た
。
盗
賊
ど
も
と
妖
精
ら
は
仲
良
く
仲
間
に
な
っ
て
ろ
く
に
人
も
通
わ
ぬ
界
隈
を
広
く
不
安
不
穏
に
し
た
。
ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
イ
ン

城
の
下
方
に
あ
り
、
不
気
味
な
断
崖
に
囲
ま
れ
て
い
る
森
の
一
画
は
地ヘ

レ獄
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
そ
の
昔
盗
賊
城
ル
ー
ド
ル
フ

シ
ュ
タ
イ
ン
と
ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン（

（15
（

の
真
ん
中
に
位
置
し
て
お
り
、
旅
人
た
ち
は
こ
こ
で
覆
面
を
し
た
森
棲す

ま
い
の
鮫さ

め

ど
も
か
ら
加

え
ら
れ
る
呵か

し
ゃ
く責

─
─
こ
れ
に
較
べ
れ
ば
森ヴ

ァ
ル
ト
ガ
イ
ス
ト

の
精
や
地
獄
の
業
火
か
ら
受
け
る
苦
し
み
な
ん
て
の
は
大
し
た
こ
と
は
な
い
─
─
に
し
ば
し

ば
耐
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
森ヴ

ァ
ル
ト
ガ
イ
ス
ト

の
精
と
い
う
の
は
、
森
中
が
壊
滅
す
る
か
の
よ
う
な
轟ご

う
お
ん音
を
立
て
な
が
ら
、
焰ほ

の
お

を
吐
く
怪
獣
の
姿
で

出
現
し
た
も
の
だ
が
…
…
。
─
─
ザ
ク
セ
ン
の
あ
る
狩
人
が
、
地ヘ

レ獄
で
の
魔
物
ど
も
の
跳

ち
ょ
う
り
ょ
う
梁
ぶ
り
を
と
ん
と
知
ら
ぬ
ま
ま
、
見
つ
け
た

猟
獣
が
ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
城
の
方
へ
逃
げ
て
行
く
の
を
追
跡
し
た
。
城
山
に
登
れ
ば
登
る
ほ
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
猟
獣
の
姿
が
見
え

て
来
た
が
、
ど
れ
も
こ
れ
も
城
の
廃は

い
き
ょ墟

に
逃
げ
込
み
、
射
程
内
に
入
る
の
は
一
頭
も
な
か
っ
た
。
追
い
な
が
ら
と
う
と
う
城
門
を
潜
っ

た
時
、
突
然
濃
い
霧
と
共
に
巌い

わ

や
ら
壁
や
ら
藪や

ぶ

や
ら
樹
木
や
ら
が
周
り
を
取
り
囲
み
、
城
の
中
庭
は
、
全
地
獄
が
解
き
放
た
れ
た
か
の

よ
う
に
、
ブ
ウ
ブ
ウ
、
ギ
ャ
ア
ギ
ャ
ア
と
い
う
騒
ぎ
と
な
り
、
ピ
シ
リ
パ
シ
リ
と
鳴
る
鞭
の
響
き
、
ジ
ャ
ラ
ン
ジ
ャ
ラ
ン
と
鈴
の
鳴
る

音
、
犬
ど
も
の
ワ
ン
ワ
ン
キ
ャ
ン
キ
ャ
ン
、
喚
声
、
高
笑
い
で
沸
き
返
っ
た
。
そ
し
て
荒デ

ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師
が
荒ダ

ス
・
ヴ
ュ
ー
テ
ン
デ
・
ヘ
ー
ア

れ
狂
う
同
勢
を
悉

こ
と
ご
とく

引
き

連
れ
て
物も

の
す
さ凄
ま
じ
い
形ぎ

ょ
う
そ
う相
で
現
れ
た
の
で
、
狩
人
は
く
た
く
た
と
地
面
に
く
ず
お
れ
、
す
っ
か
り
気
を
失
っ
た
。
正
気
に
返
る
と
、
辺

り
は
真
っ
暗
で
、
山
下
の
ロ
イ
マ
ー
ス
ロ
イ
ト
村
で
鐘
楼
の
時
計
が
十
二
時
を
告
げ
た
。

七
〇
〇
　
ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
城
の
煉れ

ん
が瓦

フ
ィ
ヒ
テ
ル
山ベ

ル
ク

に
数
あ
る
お
ど
ろ
ど
ろ
し
い
巨き

ょ
が
ん巖
の
頂
き
や
そ
の
狭は

ざ
ま間
に
点
在
す
る
廃は

い
き
ょ墟
の
内
で
最
も
美
し
い
も
の
は
ヴ
ァ
ル
ト

シ
ュ
タ
イ
ン
城（

（15
（

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
か
つ
て
シ
ュ
パ
ー
ル
ネ
ッ
ク
の
殿
た
ち（

（15
（

が
蟠ば

ん
き
ょ踞

し
て
い
た
。
彼
ら
は
辺
り
一
円
に
、
余よ

そ
も
の

所
者
た
ち



武蔵大学人文学会雑誌　第48巻第 2号

236

か
ら
金
を
召
し
上
げ
る
拠
点
─
─
い
わ
ば
貯
金
箱
─
─
を
幾
つ
も
所
有
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
所
業
は
苛
烈
な
攻
撃
で
留と

ど

め
を
刺
さ
れ

る
ま
で
続
い
た
。
あ
る
貧
し
い
日
雇
い
人
夫
が
か
つ
て
ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
城
の
内
い
ま
だ
に
残
っ
て
い
る
古
い
城
壁
の
す
ぐ
近
く

で
木
を
伐き

っ
て
い
た
。
す
る
と
男
の
小
人
が
や
っ
て
来
て
、
至
極
に
こ
や
か
に
煉
瓦
を
一
つ
差
し
出
し
、
身
振
り
手
振
り
で
、
こ
れ
を

家
に
持
っ
て
帰
れ
、
と
分
か
ら
せ
た
。
伐
採
人
は
当
惑
し
て
、
日
向
の
牛バ

タ
ー酪

よ
ろ
し
く
ぐ
だ
ぐ
だ
と
尻
込
み
し
た
。
口
は
あ
ん
ぐ
り
、

目
は
瞠み

は

り
、
煉
瓦
を
ひ
ね
く
り
回
し
、
相
手
を
窺

う
か
が

っ
た
が
、
と
う
と
う
「
な
ん
だ
っ
て
お
ら
が
こ
の
煉
瓦
を
う
ち
に
持
っ
て
帰
ん
に
ゃ

な
ん
ね
え
だ
べ
」
と
い
う
大
疑
問
を
思
い
付
い
た
。
し
か
し
男
の
ぼ
ん
く
ら
頭
で
は
ど
う
に
も
解
答
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
煉

瓦
を
く
れ
た
者
に
訊き

い
て
み
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
な
ん
と
ま
あ
、
小
人
は
と
っ
く
に
消
え
失
せ
て
い
た
。
人
夫
は
ま
た
し
て
も

煉
瓦
を
引
っ
繰
り
返
し
お
っ
繰
り
返
し
し
て
、「
こ
れ
が
煉
瓦
乾チ

ー
ズ酪

だ（
（15
（

っ
た
ら
な
あ
、
そ
の
方
が
ず
っ
と
え
え
の
に
よ
。
こ
い
つ
を
手

や
服
に
擦こ

す

り
付
け
て
い
た
っ
て
何
の
得
に
も
な
ん
ね
。
莫ば

か迦
な
こ
た
あ
止
め
だ
、
止
め
だ
」。
─
─
そ
こ
で
男
は
煉
瓦
を
繁し

げ

み
に
抛ほ

う

り

込
ん
だ
。
家
に
戻
る
と
、
お
か
み
さ
ん
が
び
っ
く
り
仰
天
し
て
金
切
り
声
を
挙
げ
た
。「
あ
ん
れ
ま
あ
、
お
め
え
さ
ま
、
燻ベ

ー

コ

ン

し
塩
豚
の

皮
み
た
よ
う
に
て
か
て
か
し
て
る
で
ね
え
か（

（15
（

。
だ
れ
か
に
火
ん
中
で
金き

ん
め
っ
き

鍍
金
さ
れ
た
の
け
え（

（15
（

」。
─
─
つ
ま
り
、
手
や
服
に
く
っ
つ
い

て
い
た
煉
瓦
の
粉
は
純
金
の
粉
だ
っ
た
わ
け
。
ピ
ュ
ウ
ッ
。
伐
採
人
夫
の
速
か
っ
た
の
な
ん
の
っ
て
。
ま
た
ま
た
ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ

ン
へ
駈か

け
登
っ
た
。
そ
う
し
て
夜
が
更
け
る
ま
で
、
黄き

ん金
の
煉
瓦
は
ど
け
え
い
っ
た
あ
、
と
繁
み
の
中
を
探
し
た
、
探
し
た
。
─
─
け

れ
ど
も
、
や
れ
や
れ
、
ご
苦
労
様
、
ど
こ
に
も
見
つ
か
り
ゃ
し
な
か
っ
た
。

七
〇
一
　
ヴ
ァ
イ
ス
ド
ル
フ
の
鑢

や
す
り

目
立
て
職
人

ヴ
ァ
イ
ス
ド
ル
フ（

（15
（

に
男
が
住
ん
で
い
た
。
年
季
の
入
っ
た
鑢
目
立
て
職
人
な
の
に
稼
業
は
う
っ
ち
ゃ
ら
か
し
、
別
の
も
っ
と
儲も

う

け
に
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な
る
と
思
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
降
霊
術
に
励
ん
だ
。
今
日
で
は
も
う
召
喚
さ
れ
た
が
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
当
時
は
ま
だ
呪
文
で
呼
び

出
さ
れ
る
魔
物
が
い
た
し
、
こ
の
目
立
て
屋
の
場
合
、
か
の
村
塾
の
ち
ん
ぴ
ら
先
生
と
は
違
っ
て
い
た
。
こ
の
お
師
匠
さ
ん
、
や
っ
ぱ

り
魔
術
に
専
念
し
て
い
た
が
、「
本
当
に
妖
魔
を
呼
び
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
」
と
訊き

か
れ
、「
で
き
ま
す
と
も
」
と
居
丈
高
に

返
辞
を
し
た
。
け
れ
ど
も
「
そ
れ
で
そ
も
そ
も
妖
魔
の
方
が
あ
な
た
の
召
喚
に
応
え
て
出
て
来
る
の
で
し
ょ
う
か（

（15
（

」
と
重
ね
て
訊た

ず

ね
ら

れ
る
と
、
聞
こ
え
た
の
は
口
籠ご

も
っ
た
「
い
い
え
」
だ
っ
た
。
─
─
さ
て
一
方
、
目
立
て
職
人
に
召
喚
さ
れ
る
と
精
霊
は
本
当
に
出
現

し
た
。
目
立
て
職
人
は
長
身
瘦そ

う
く軀
、
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な
風
貌
だ
っ
た
。
獺

か
わ
う
そ

皮
製
の
擦
り
切
れ
た
背は

い
の
う嚢
を
背し

ょ負
っ
て
い
て
、
見
掛
け

は
枢す

う
み
つ密
顧
問
官
よ
り
鼠

ね
ず
み

捕
り
男
に
似
て
い
た
が
、
能
力
も
枢
密
顧
問
官
以
上
だ
っ
た
。
大
人
に
も
子
ど
も
に
も
恐
れ
憚は

ば
か

ら
れ
た
が
、
こ

れ
は
ひ
と
え
に
い
か
が
わ
し
い
仲
間
と
つ
き
あ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
騒

ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト

霊
が
ど
こ
か
に
出
現
す
る
と
、
鑢
目
立
て
屋
が
呼
ば
れ

た
。
彼
が
到
着
す
る
と
、
す
ぐ
騒

ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
霊
も
登
場
、
目
立
て
職
人
が
こ
れ
を
祓は

ら

う
と
、
霊
は
お
と
な
し
く
獺
背
嚢
の
中
に
潜
り
込
ん
だ
。

丁
度
泥マ

イ
ス
タ
ー
デ
ィ
ー
プ

棒
の
親
方
の
お
伽
話（

（15
（

で
司
祭
と
村
塾
の
師
匠
が
大
き
な
袋
に
潜
り
込
ん
だ
よ
う
に
。
背
嚢
に
入
れ
た
騒

ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
霊
を
全
て
妖
魔
狩
人

は
捕
獲
し
た
猫
み
た
い
に
ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
城
へ
担
ぎ
上
げ
、
悉

こ
と
ご
とく

そ
こ
に
呪
封
し
、
き
ち
ん
と
紀
律
を
守
ら
せ
た
。
こ
の
連
中

は
し
ば
し
ば
城
の
中
庭
に
置
か
れ
た
大
き
な
石
の
卓テ

ー
ブ
ル子
を
囲
ん
で
鉄
の
骨カ

ル
タ牌
で
賭
け
事
を
し
た
。
こ
の
骨カ

ル
タ牌
は
随
分
熱
か
っ
た
に
違
い

な
い
。
な
に
し
ろ
石
に
そ
の
痕あ

と

が
焼
き
付
い
て
い
る
の
で
ね
。

七
〇
二
　
キビ

ン
メ
ル
グ
レ
ッ
ク
ヒ
ェ
ン

ン
コ
ン
小
鐘

ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
城
─
─
い
や
、
エ
ッ
プ
レ
ヒ
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
城（

（16
（

で
の
こ
と
だ
、
と
言
う
者
も
あ
る
─
─
の
礼
拝
堂
鐘
楼
に
は

祈き
と
う禱

を
告
げ
る
小
さ
な
鐘
が
下
が
っ
て
い
た
。
年
に
何
日
か
決
ま
っ
た
日
に
そ
の
音
が
極
め
て
は
っ
き
り
聞
こ
え
る
の
で
、
山さ

ん
ろ
く麓

の
ツ
ェ
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ル（
（16
（

で
は
し
ば
し
ば
同
地
の
鐘
楼
の
鐘
だ
と
勘
違
い
す
る
ほ
ど
。
鐘
の
響
き
を
聴
い
て
、
山
に
登
っ
て
み
た
者
も
少
な
く
な
い
が
、
山
上

に
は
何
も
無
く
、
音
も
聞
こ
え
な
い
の
だ
っ
た
。
森
で
働
い
て
い
る
夫
に
昼
の
弁
当
を
持
っ
て
行
っ
た
あ
る
女
が
、
鐘
声
を
耳
に
し
て

音
源
を
突
き
止
め
よ
う
と
し
た
。
城
山
に
登
っ
て
城
壁
の
一
角
を
廻
る
と
、
扉
が
開
い
て
い
る
荘
厳
な
亡
霊
教
会
が
見
え
、
そ
の
上
に

そ
そ
り
立
つ
鐘
楼
で
キビ

ン
メ
ル
グ
レ
ッ
ク
ヒ
ェ
ン

ン
コ
ン
小
鐘
が
揺
れ
て
い
た
。
教
会
内
か
ら
は
風オ

ル
ガ
ン琴

の
調
べ
と
聖
歌
の
合
唱
が
聞
こ
え
、
祭
壇
に
向
か
っ
て
司

祭
が
立
ち
、
床
に
は
鎧

よ
ろ
い

武
者
た
ち
と
白
い
面ヴ

ェ
ー
ル紗

を
被か

ぶ

っ
た
女
性
ら
が
跪

ひ
ざ
ま
ずい

て
い
た
。
哀
れ
な
女
は
何
か
や
み
く
も
な
気
持
ち
に
駈か

ら
れ

て
、
や
は
り
跪
き
、
こ
れ
ら
善
良
な
亡
霊
が
崇
め
て
い
る
対
象
に
塵じ

ん
あ
い埃

の
中
で
も
ろ
と
も
に
祈
り
を
捧
げ
ね
ば
、
と
思
っ
た
が
、
同
時

に
自
分
が
こ
こ
の
会
衆
の
仲
間
で
は
な
い
こ
と
を
感
じ
て
ぞ
っ
と
し
た
。
け
れ
ど
も
信
心
に
発
す
る
敬け

い
け
ん虔

な
衝
動
か
ら
や
は
り
神
聖
な

気
持
ち
に
な
り
、
合
掌
し
て
跪
い
た
。
そ
の
時
祭
壇
の
司
祭
が
振
り
向
い
た
。
そ
の
氷
の
よ
う
に
冷
た
く
、
厳
し
い
目
が
女
を
捕
ら
え

る
と
、
彼
は
腕
を
上
げ
、
虚う

つ

ろ
な
声
音
で
「
災
い
な
る
か
な
、
災
い
な
る
か
な
」
と
叫
ん
だ
。
─
─
そ
の
途
端
、
祭
壇
も
司
祭
も
風オ

ル
ガ
ン琴

も
合
唱
隊
も
男
た
ち
も
女
ら
も
教
会
の
装
飾
も
消
え
去
り
、
小
鐘
は
鐘
楼
か
ら
落
ち
て
女
の
前
の
床
に
深
く
沈
ん
だ
。
嵐
が
捲ま

き
起
こ

り
、
雷
鳴
が
瓦が

れ
き礫
の
周
り
に
轟と

ど
ろ

き
渡
り
、
城
壁
の
上
に
は
数
世
紀
こ
の
か
た
生
い
繁し

げ

っ
て
い
る
樹
木
が
元
通
り
立
っ
て
い
た
。
す
っ
か

り
惑
乱
し
、
半
死
半
生
の
て
い
た
ら
く
で
、
女
は
夫
の
許も

と

に
引
き
返
し
た
が
、
長
い
こ
と
物
も
言
え
な
か
っ
た
。
夫
は
嵐
に
し
ろ
雷
雨

に
し
ろ
耳
に
し
て
お
ら
ず
、
空
は
快
晴
だ
っ
た
。
─
─
震
え
な
が
ら
家
に
よ
ろ
め
き
戻
っ
た
女
は
、
三
日
後
墓
場
行
き
と
な
っ
た
。

七
〇
三
　
い
な
く
な
っ
た
子
ど
も

こ
れ
は
ま
た
別
の
貧
し
い
女
の
話
だ
が
、
小
さ
な
子
ど
も
を
抱
い
て
森
へ
行
き
、
エ
ッ
プ
レ
ヒ
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
城
の
廃は

い
き
ょ墟
に
入
っ

た
。
女
は
そ
こ
で
子
ど
も
を
草
の
中
に
坐す

わ

ら
せ
、
自
分
は
苔こ

け
も
も桃
な
ど
を
探
し
た
。
突
然
目
の
前
に
素
晴
ら
し
い
教
会
が
見
え
、
幾
つ
か
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の
扉
が
開
い
て
い
た
。
教
会
内
に
は
献
金
盤
が
立
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
金
貨
で
一
杯
だ
っ
た
。
女
は
急
い
で
駈か

け
寄
り
、
金
貨
を
入
る

だ
け
前
掛
け
に
ざ
ら
ざ
ら
と
掬す

く

い
込
ん
だ
。
矢
の
よ
う
な
速
さ
で
家
に
帰
っ
た
の
は
い
い
が
、
金
貨
は
手
に
入
れ
た
も
の
の
、
子
ど
も

を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
。
家
に
着
い
て
や
っ
と
頼
る
者
と
て
な
い
ち
び
ち
ゃ
ん
を
思
い
出
し
た
女
は
、
飛
ぶ
よ
う
に
山
へ
引
き
返
し

た
。
─
─
け
れ
ど
も
そ
こ
に
は
子
ど
も
も
教
会
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
女
は
子
ど
も
の
名
を
呼
び
な
が
ら
、
瓦が

れ
き礫

の
間
を
彷さ

ま
よ徨

い
歩

き
、
わ
ん
わ
ん
泣
き
喚わ

め

い
た
が
無
駄
だ
っ
た
。
子
ど
も
は
そ
れ
っ
き
り
消
え
失
せ
、
行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
哀
れ
な
女

は
毎
日
山
へ
登
っ
て
泣
き
な
が
ら
子
ど
も
を
探
し
た
。
金
貨
は
家
の
櫃ひ

つ

に
ち
ん
と
収
ま
っ
た
ま
ま
、
女
は
そ
れ
に
触
り
も
し
な
か
っ

た
。
そ
ん
な
物
の
こ
と
な
ど
考
え
た
く
も
な
か
っ
た
の
だ
。
な
に
せ
代
価
が
高
過
ぎ
た
。
子
ど
も
と
取
り
替
え
っ
こ
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
─
─
こ
う
し
て
丸
一
年
が
経
ち
、
苔
桃
が
ま
た
熟
し
た
。
女
は
漿ベ

リ
ー果

を
摘
み
に
再
び
城
の
廃
墟
に
近
づ
い
た
。
二
重
の
苦
痛
を
抱

え
て
。
な
に
し
ろ
あ
の
不
幸
と
喪
失
が
起
こ
っ
た
の
は
丁
度
一
年
前
の
こ
と
だ
っ
た
か
ら
。
─
─
す
る
と
突
然
─
─
女
は
ほ
と
ん
ど
我

が
目
を
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
が
─
─
ま
た
し
て
も
あ
の
教
会
が
あ
り
あ
り
と
出
現
し
た
。
そ
し
て
や
は
り
金
貨
が
盛
り
上
が
っ
て
燦き

ら

め

い
て
い
る
献
金
盤
の
傍
に
潑は

つ
ら
つ溂

と
し
た
愛
児
が
坐
っ
て
目
を
擦こ

す

っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
驚
喜
し
た
母
親
は
駈
け
寄
っ
て
抱
き
締
め
、

好
い
子
好
い
子
し
て
外
へ
連
れ
出
し
た
。
金
貨
の
山
な
ん
ぞ
に
は
目
も
く
れ
ず
。
追
い
掛
け
ら
れ
は
し
な
い
か
、
だ
れ
か
が
子
ど
も
を

ま
た
攫さ

ら

お
う
と
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
最
後
に
一
度
振
り
向
く
と
、
教
会
は
霧
の
影
の
よ
う
に
消
え
失
せ
る
と
こ
ろ
で
、
再
び
荒こ

う
り
ょ
う寥

と
し
た
廃
墟
に
な
っ
て
行
っ
た
。
さ
て
母
親
は
無
上
に
幸
せ
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
霊
界
が
恵
ん
で
く
れ
た
奇き

せ
き蹟
の
金
貨
は
無
事
に
残
っ

て
い
た
の
で
、
以
後
楽
し
い
暮
ら
し
を
送
り
、
子
ど
も
を
神
様
の
誉
れ
に
な
る
よ
う
に
育
て
上
げ
た
。

エ
ッ
プ
レ
ヒ
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
城
に
纏ま

つ

わ
る
伝
説
に
は
ま
だ
こ
ん
な
も
の
も
あ
る
。
年
に
一
度
─
─
も
っ
と
も
い
つ
と
日
は
決
ま
っ
て

い
な
い
が
─
─
山
下
の
キ
ル
ヒ
ェ
ン
ラ
ミ
ッ
ツ（

（16
（

の
祭
壇
で
牧
師
が
主フ

ァ
ー
タ
ー
・
ウ
ン
ザ
ー

の
祈
り
を
唱
え
る
と
、
そ
の
祈
り
の
間
あ
る
巖い

わ

が
ぱ
っ
く
り
口
を

開
け
、
金
貨
の
う
ず
た
か
い
山
を
見
せ
る
。
け
れ
ど
も
しア

ー

メ

ン

か
あ
れ
か
し
の
声
が
響
く
と
、
巖
は
ま
た
一
年
間
閉
じ
て
し
ま
う
。
巖
が
開
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い
て
い
る
の
を
見
た
ら
、
素
早
く
何
か
を
金
貨
の
上
に
投
げ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
主フ

ァ
ー
タ
ー
・
ウ
ン
ザ
ー

の
祈
り
が
続
い
て
い
る
間
は
金
貨

を
摑つ

か

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
あ
ん
ま
り
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
と
、
巖
は
が
っ
し
り
閉
じ
、
両
手
、
あ
る
い
は
頭
を
挟
ま
れ
て

し
ま
う
。七

〇
四
　
静

デ
ィ
・
シ
ュ
テ
ィ
レ
・
ヴ
ィ
ー
ゼ

か
な
草
原

フ
ィ
ヒ
テ
ル
山ゲ

ビ
ル
ゲ地

か
ら
ママ

イ
ン
ゲ
フ
ィ
ル
デ

イ
ン
の
野
へ（

（16
（

と
九つ

づ

ら

十
九
折
り
の
道
を
下
っ
て
行
く
と
、
隣
接
す
る
山
国
─
─
多
く
の
者
は
こ
こ
も
フ
ィ
ヒ

テ
ル
ゲ
ビ
ル
ゲ
の
一
部
と
考
え
、
そ
の
美
し
い
自
然
の
景
観
の
ゆ
え
に
フ
レ
ン
キ
ッ
シ
ェ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
〔
＝
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
ス
イ

ス
〕
と
称
し
て
い
る
─
─
に
入
る
。
こ
の
地
域
は
洞ど

う
く
つ窟
と
伝
説
に
富
む
。
鱒ま

す

や
蝲ざ

り
が
に蛄
が
た
く
さ
ん
棲せ

い
そ
く息
し
て
い
る
ヴ
ィ
ー
ゼ
ン
ト
川
に

貫
流
さ
れ
て
い
る
。
シ
ュ
ト
ラ
イ
ト
ベ
ル
ク
、
ナ
イ
デ
ッ
ク
、
ド
ラ
マ
ウ
ス
な
い
し
ド
ラ
マ
イ
ゼ
ル
、
ラ
ー
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
そ
の
他

城
の
廃は

い
き
ょ墟
が
ま
た
夥

お
び
た
だし
い
。
こ
こ
で
道
は
ム
ッ
ゲ
ン
ド
ル
フ（

（16
（

の
す
ぐ
近
く
で
繁し

げ

み
に
覆
わ
れ
た
山
並
み
に
穏
や
か
に
囲
ま
れ
た
美
し
い

草
原
を
も
通
る
。
こ
の
草
原
は
と
り
わ
け
民
衆
に
静

デ
ィ
・
シ
ュ
テ
ィ
レ
・
ヴ
ィ
ー
ゼ

か
な
草
原
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
名
称
の
起
源
に
つ
い
て
伝
説
は
こ
う
語
る
。

ル
タ
ー
博
士
が
コ
ー
ブ
ル
ク
に
滞
在
し（

（16
（

、
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
の
帝
国
議
会
に
出
席
し
て
い
た
（
一
五
三
〇
年
）
友
人
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
が

戻
る
の
を
待
ち
受
け
て
い
た
折
、
博
士
は
こ
の
辺
り
へ
遠
出
を
し
、
ム
ッ
ゲ
ン
ド
ル
フ
に
も
や
っ
て
来
た
。
こ
の
偉
人
の
名
声
が
先
触

れ
と
な
っ
た
の
で
、
民
衆
は
総
出
で
、
そ
の
姿
を
見
よ
う
、
あ
わ
よ
く
ば
声
を
聴
こ
う
、
と
こ
こ
へ
急
い
だ
。
い
よ
い
よ
彼
が
到
着

す
る
と
、
大
勢
が
押
し
合
い
へ
し
合
い
そ
の
周
囲
に
集
ま
り
、
畏
敬
の
念
や
ら
好
奇
心
や
ら
に
駈か

ら
れ
て
、
一
斉
に
話
し
掛
け
た
。
ル

タ
ー
は
こ
の
草
原
に
立
ち
止
ま
り
、
片
手
を
挙
げ
、「
静
か
に
」
と
叫
ん
だ
。
─
─
周
辺
は
墓
の
よ
う
に
し
ん
と
静
ま
り
返
り
、
物
音

一
つ
せ
ず
、
唇
一
つ
動
か
な
く
な
っ
た
。
す
る
と
ル
タ
ー
─
─
こ
の
神
と
民
草
の
力
強
い
男
─
─
は
語
り
始
め
、
黙
り
こ
く
っ
て
周
り
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に
佇ち

ょ
り
つ立
し
て
い
る
聴
衆
を
火
の
よ
う
な
言
葉
で
深
く
教
化
し
た
。
彼
が
語
り
終
え
た
時
、
そ
ん
じ
ょ
そ
こ
ら
の
大
衆
演
説
家
・
原
っ
ぱ

弁
士
の
類た

ぐ
い

な
ら
第
三
天
に
ま
で（

（16
（

吹
き
上
げ
て
く
れ
よ
う
あ
の
酔
っ
た
よ
う
な
喝か

っ
さ
い采
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
拍
手
も
、
素ブ

ラ

ー

ヴ

ォ

晴
ら
し
い
の
叫

び
も
無
か
っ
た
。
辺
り
は
静
ま
り
返
っ
た
ま
ま
、
終
始
一
貫
し
ん
と
し
た
ま
ま
だ
っ
た
。
聴
衆
は
真し

ん
し摯

に
こ
の
人
を
畏お

そ

れ
、
お
そ
ら
く

そ
れ
と
意
識
せ
ず
に
ネ
ヘ
ミ
ア
の
預
言
に
あ
る
「
汝な

ん
じ

ら
黙も

く

せ
よ
此こ

の
ひ日

は
聖き

よ

き
ぞ
か
し（

（16
（

」
を
心
に
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
─
─
そ
こ
で
人

人
は
こ
の
浄
め
ら
れ
た
土
地
を
静

デ
ィ
・
シ
ュ
テ
ィ
レ
・
ヴ
ィ
ー
ゼ

か
な
草
原
と
名
付
け
た
の
で
あ
る
。

七
〇
五
　
異ハ

イ
デ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

教
の
町
と
ヴ
ィ
ー
テ
の
洞ど

う
く
つ窟

ム
ッ
ゲ
ン
ド
ル
フ
教
区
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
小
村
ア
ル
バ
ー
ン
ド
ル
フ
の
近
く
に
ぐ
る
り
数
千
歩
の
空
き
地
が
あ
る
が
、
土
地
の

者
は
こ
れ
を
異ハ

イ
デ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

教
の
町
と
か
犬フ

ン
ツ
ブ
リ
ュ
ッ
ケ

の
橋
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
は
魑ち

み
も
う
り
ょ
う

魅
魍
魎
や
荒ダ

ス
・
ヴ
ュ
ー
テ
ン
デ
・
ヘ
ー
ア

れ
狂
う
同
勢
の
姿
や
音
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
た

聞
か
れ
る
。
昔
の
異
教
時
代
の
銅
貨
や
極
上
の
銀
貨
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
平
地
に
は
漏じ

ょ
う
ご斗

状
の
穴
、
壁
の
名
残
が
い
ま
だ

に
多
い
。
そ
こ
か
ら
ほ
ん
の
十
五
分
か
三
十
分
離
れ
て
洞

デ
ア
・
ホ
ー
レ
・
ベ
ル
ク

窟
山
が（

（16
（

あ
る
。
か
つ
て
は
空ダ

ス
・
ホ
ー
レ
・
ロ
ッ
ホ

っ
ぽ
穴
と
呼
ば
れ
た
が
、
今
で
は
あ
る
小
説

に
因ち

な

ん
で
オオ

ス

ヴ

ァ

ル

ツ

ヘ

ー

レ

ス
ヴ
ァ
ル
ト
の
洞
窟
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い（

（16
（

。
山
の
表
面
や
地
下
に
は
種
種
様
様
な
割
れ
目
が
あ
り
、
と
り

わ
け
ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ン
洞ヘ

ー
レ窟
に
は
天
然
の
水
盤
が
あ
り
、
こ
の
地
で
偶
像
神
を
崇
め
て
い
た
異
教
徒
た
ち
は
そ
こ
で
斎さ

い
か
い
も
く
よ
く

戒
沐
浴
を
し
た

由
。
こ
の
偶
像
神
の
名
は
ヴ
ィ
ッ
テ
あ
る
い
は
ヴ
ィ
ー
テ
で
、
巨
大
な
森
林
神
だ
っ
た
よ
う
だ
。
な
に
し
ろ
ヴ
ィ
ー
デw

ide

と
い
う

の
は
太
古
の
ド
イ
ツ
語
で
杜も

り

お
よ
び
神
殿
の
ど
ち
ら
を
も
表
す
語
─
─
杜
こ
そ
が
神
殿
な
の
だ
か
ら
─
─
だ
っ
た
し
、
ヴ
ィ
ー
デ
自
体

「
聖
な
る
も
の
」
な
る
意
味
が
あ
っ
た
。
さ
れ
ば
こ
そ
ヴ
ィ
ヒ
トW

icht
は
四
大
の
精
霊
な
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
で
は
な
い

の
だ
。
さ
れ
ば
こ
そ
古
い
人
名
に
ヴ
ィ
テ
ィ
ヒ
ョW

iticho

や
ヴ
ィ
ッ
テ
ヒ
ン
トW

ittechind

が
あ
り
、
現
代
ド
イ
ツ
語
に
ヴ
ァ
イ
エ
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ンw
eihen

〔
＝
浄
め
る
、
神
聖
に
す
る
〕
が
あ
り
、
自
然
神
ヴ
ィ
ー
テ
の
洞
窟
に
禊み

そ

ぎ
の
水
盤
が
あ
る
道
理
。
こ
の
ヴヴ

ィ

ー

テ

ヘ

ー

レ

ィ
ー
テ
洞
窟

な
る
名
称
が
後
に
変
転
し
て
ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ン
洞ヘ

ー
レ窟

と
訛な

ま

っ
た
の
だ
ろ
う
。
ヴ
ィ
ッ
チ
ェ
ン
巖

シ
ュ
タ
イ
ンと

い
う
、
森
の
豊
か
な
地
域
に
あ
っ
て

大
抵
伝
説
が
纏ま

つ

わ
っ
て
い
る
数
多
く
の
巖
も
こ
う
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
更
に
、
魔
物
や
神
秘
な
魔
女
的
存
在
を
太
古
ピ
ル

ヴ
ィ
ー
ツ
ェ
ンPilw

izen

と
か
ビ
ル
ビ
ッ
ツ
ェ
ンBilbitzen

と
か
と
呼
ん
だ
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
、
こ
う
し
た
示
唆
も
あ
な
が
ち
的

外
れ
で
は
あ
る
ま
い
。
も
っ
と
も
ヴ
ィ
ー
ツ
ェ
は
よ
り
高
い
存
在
だ
が
─
─
。
ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ン
洞ヘ

ー
レ窟

は
バ
イ
ロ
イ
ト
に
向
い
た
上
の
洞

門
か
ら
下
部
の
口
ま
で
延
長
五
百
歩
に
及
ぶ
。
物
情
騒
然
た
る
動
乱
時
代
、
こ
の
洞
窟
は
周
辺
の
住
民
に
と
っ
て
避
難
場
所
と
し
て
役

立
っ
た
。
昔
あ
っ
た
と
い
う
ヴ
ィ
ー
テ
の
像
に
つ
い
て
の
話
は
少
な
く
な
い
が
、
実
在
し
た
の
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
。
あ
る
い
は

後
世
の
贋が

ん
さ
く作

だ
っ
た
の
か
も
。

七
〇
六
　
エ
ッ
ペ
ラ
・
ガ
イ
ラ

ム
ッ
ゲ
ン
ド
ル
フ
近
く
の
ド
ラ
マ
イ
ゼ
ル
城（

（17
（

に
か
つ
て
一
人
の
騎
士
が
居
を
構
え
て
い
た
。
そ
の
名
は
エ
ッ
ペ
リ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ガ

イ
リ
ン
ゲ
ン（

（17
（

。
彼
は
強
大
な
魔
法
使
い
で
も
あ
り
、
空
飛
ぶ
馬
を
持
っ
て
い
て
、
こ
れ
に
跨ま

た
が

り
、
険
し
い
巖い

わ
か
べ壁
を
あ
ち
ら
へ
ま
た
こ
ち

ら
へ
、
干
し
草
運
び
の
荷
車
を
草
一
本
に
も
触
れ
ず
、
ヴ
ィ
ー
ゼ
ン
ト
川
を
─
─
か
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ィ
ヒ
が
ヴ
ィ
ザ
ー
ル
川
を
越
え
た
よ

う
に（

（17
（

─
─
足
も
濡
ら
さ
ず
、
跳
び
越
え
た
。
元
来
の
根
城
は
ガ
イ
レ
ン
ロ
イ
ト
だ
っ
た
が
、
そ
の
他
に
も
邦く

に
じ
ゅ
う中
に
多
く
の
城
を
持
ち
、

城
か
ら
城
へ
と
魔
法
の
馬
に
乗
っ
て
風
の
よ
う
に
飛ひ

し
ょ
う翔

し
た
。
ド
ラ
マ
イ
ゼ
ル
か
ら
ム
ッ
ゲ
ン
ド
ル
フ
へ
高
い
巖
山
と
深
い
峡
谷
を
越

え
て
騎
行
し
た
が
、
だ
れ
に
も
そ
ん
な
真
似
は
で
き
な
か
っ
た
。
エ
ッ
ペ
ラ
イ
ン
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
市
民
を
殊
の
外
憎
ん
で
お
り
、

身
の
回
り
を
掠
奪
好
き
な
一
味
徒
党
で
固
め
、
騎
馬
隊
の
先
頭
に
立
っ
て
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
市
域
に
し
げ
し
げ
乗
り
込
ん
だ
。
そ
こ
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で
こ
ん
な
童
唄
が
歌
わ
れ
た
。

騎
馬
で
打
ち
立
つ
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
仇か

た
き

、 

ド
ラ
マ
ウ
ス
の
エ
ッ
ペ
ラ
・
ガ
イ
ラ（

（17
（

。

あ
る
い
は
ま
た
。

ド
ラ
マ
ウ
ス
の
エ
ッ
ペ
ラ
・
ガ
イ
ラ
、 

い
つ
も
十
四
人
連づ

れ
、
騎
馬
で
行
く（

（17
（

。

十
四
と
い
う
数
字
は
お
そ
ら
く
古
代
か
ら
東
フ
ラ
ン
ケ
ン
で
は
神
秘
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
ら
し
く
、
十
四
聖
人（

（17
（

も
そ
れ
ゆ
え
で

あ
る
。
そ
の
首
─
─
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
市
民
は
な
ん
と
か
手
に
入
れ
た
が
っ
た
─
─
に
賞
金
が
掛
か
っ
た
エ
ッ
ペ
ラ
イ
ン
が
か
つ
て

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
城
塞
を
攻
撃
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
時
城
内
に
封
じ
込
め
ら
れ
、
ひ
し
ひ
し
と
圧
倒
さ
れ
る
、
と
看み

て
取
る

や
─
─
な
に
し
ろ
市
民
ら
は
城
門
を
閉
ざ
し
、
も
う
す
ぐ
き
さ
ま
を
絞
首
刑
に
し
て
や
る
ぞ
、
と
呼
び
掛
け
た
か
ら
だ
─
─
彼
は
馬
の

尻
を
剣
の
平ひ

ら

で
打
っ
て
駈か

り
立
て
、

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
衆
に
ゃ
吊
し
は
で
き
ん
。 

捕
ま
え
と
り
ゃ
あ
別
だ
が
ね（

（17
（

。
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こ
う
叫
ぶ
な
り
、
駒
に
拍
車
を
掛
け
、
物

ル
ー
ク
イ
ン
ス
ラ
ン
ト

見
塔
近（

（17
（

く
の
城
壁
へ
進
み
、
塁
壁
と
濠ほ

り

の
上
の
恐
ろ
し
い
深
さ
を
跳
び
越
え
、
無
事
に
逃

れ
去
っ
た
。
後
で
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
市
民
は
馬
が
跳
躍
す
る
際
鋸き

ょ
へ
き壁

に
残
し
た
蹄て

い
て
つ鉄

の
痕あ

と

を
眺
め
て
感
嘆
し
き
り
だ
っ
た
。
上
首
尾
の

奇
襲
や
大
胆
な
計
略
を
少
な
か
ら
ず
重
ね
た
エ
ッ
ペ
リ
ン
は
あ
る
時
フ
ァ
ル
ン
バ
ッ
ハ
に
や
っ
て
来
て
、
旅は

た
ご籠

で
酒
を
飲
ん
で
眠
っ
て

い
る
と
、
密
告
で
こ
れ
を
知
っ
た
敵
勢
が
宿
の
周
り
に
車
陣（

（17
（

を
組
ん
で
包
囲
し
た
。
す
る
と
彼
は
馬
に
跨
り
、
車
を
八
台
ま
で
は
跳
び

越
え
た
。
し
か
し
「
九
台
目
に
て
」
─
─
と
古
謡
は
彼
を
こ
う
歌
う
─
─
「
越
ゆ
る
を
断
念
」。
進
め
な
く
な
っ
た
彼
は
─
─
そ
の
昔

ド
ル
ド
ー
ニ
ュ
の
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
が
愛
馬
バ
イ
ヤ
ー
ル
を
そ
う
し
た
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
三
三
）
よ
う
に
─
─
魔
法
の
乗
馬
を
犠
牲
に
し
、
刺

し
殺
す
と
、
囚と

ら

わ
れ
の
身
と
な
っ
た
。
逮
捕
は
ポ
ス
ト
バ
ウ
ア
ー（

（17
（

で
の
こ
と
で
、
小
都
市
ノ
イ
マ
ル
ク
ト
─
─
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
と

レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
の
間
に
あ
る
─
─
で
斬
首
さ
れ
た
。
彼
の
思
い
出
は
い
ま
だ
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
な
く
生
き
続
け
て
い
る
。

七
〇
七
　
フ
ラ
ン
ケ
ン
タ
ー
ル
の
見
霊
者

有
名
な
ラ
ン
グ
ハ
イ
ム
修
道
院（

（18
（

の
附
属
農
場
の
一
つ
、
リ
ヒ
テ
ン
フ
ェ
ル
ス（

（18
（

と
バ
ン
ベ
ル
ク（

（18
（

の
間
に
あ
る
フ
ラ
ン
ケ
ン
谷タ

ー
ル

の
近
く

で
、
一
四
四
五
年
の
こ
と
、
ヘ
ル
マ
ン
と
い
う
名
の
羊
飼
い
の
若
者
が
群
れ
の
番
を
し
て
い
た
。
向
か
い
の
山
に
あ
る
バ
ン
ツ
修
道
院

か
ら
晩ば

ん
と
う禱
を
告
げ
る
鐘
が
美
し
い
マ
イ
ン
河
谷
へ
と
響
き
渡
る
と
、
群
れ
を
追
っ
て
山
の
高
み
か
ら
家
路
に
就
こ
う
と
し
た
が
、
そ
の

時
道
の
脇
で
子
ど
も
の
泣
き
声
が
す
る
の
を
耳
に
し
た
。
見
る
と
小
さ
な
男
の
子
が
独
り
ぼ
っ
ち
で
畑
に
坐す

わ

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
傍
に

近
づ
い
た
と
こ
ろ
、
輝
く
よ
う
に
美
し
い
子
で
、
若
者
に
い
と
も
愛
ら
し
く
微ほ

ほ
え笑

み
掛
け
、
そ
の
直
後
姿
を
消
し
た
。
羊
飼
い
は
そ
の

場
か
ら
立
ち
去
っ
た
が
、
振
り
返
る
と
、
な
ん
と
ま
あ
、
子
ど
も
は
元
通
り
坐
っ
て
お
り
、
前
に
も
増
し
て
素
晴
ら
し
い
容
姿
で
、
傍

ら
に
は
二
本
の
蠟ろ

う
そ
く燭
が
点と

も

っ
て
い
た
。
ヘ
ル
マ
ン
は
急
い
で
も
う
一
度
愛
ら
し
い
幻
影
の
許も

と

に
引
き
返
し
た
が
、
ま
た
し
て
も
消
え
失
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せ
た
。
心
休
ま
ら
ぬ
ま
ま
若
者
は
羊
群
を
追
っ
て
帰
宅
し
、
両
親
に
自
分
が
見
た
こ
と
を
話
し
た
。
し
か
し
両
親
は
信
じ
て
く
れ
ず
、

莫ば

か迦
な
こ
と
喋し

ゃ
べ

く
る
で
ね
え
、
と
決
め
つ
け
た
。
そ
れ
で
も
彼
は
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
を
あ
る
敬け

い
け
ん虔
な
司
祭
に
打
ち
明
け
た
。
司

祭
は
、
今
度
ま
た
幸
い
に
も
そ
う
し
た
幻
影
に
出
逢
え
た
ら
ど
う
す
べ
き
か
、
教
え
て
く
れ
た
。
出
逢
い
は
や
は
り
起
こ
っ
た
。
も
っ

と
も
漸よ

う
や

く
そ
の
翌
年
の
こ
と
で
、
場
所
は
同
じ
だ
っ
た
。
た
だ
し
遙
か
に
こ
の
世
な
ら
ぬ
雰ふ

ん
い
き

囲
気
で
。
輝
く
後
光
に
取
り
巻
か
れ
た
小

児
の
胸
に
は
赤
い
十
字
が
印
さ
れ
、
ぐ
る
り
に
は
更
に
十
四
人
の
天
童
が
侍は

べ

り
、
全
員
が
赤
と
白
─
─
古い

に
し
えの
フ
ラ
ン
ケ
ン
邦ラ

ン
ト

の
徽き

し
ょ
く色

─
─
の
衣
装
を
纏ま

と

っ
て
い
た
。
ヘ
ル
マ
ン
は
訊た

ず

ね
た
。「
父
と
子
と
聖
霊
の
御み

な名
に
よ
り
。
あ
な
た
が
た
は
ど
な
た
で
す
か
。
そ
し
て

何
を
お
望
み
で
す
か
」。
す
る
と
神
神
し
い
子
ど
も
は
答
え
た
。「
わ
た
し
は
イ
エ
ズ
ス
・
ク
リ
ス
ト
ゥ
ス
。
し
て
こ
れ
な
る
は
十
四

救
難
聖
人（

（18
（

ぞ
。
我
ら
は
こ
こ
に
住
み
、
憩
い
、
そ
な
た
た
ち
が
我
ら
に
仕
え
る
限
り
、
そ
な
た
た
ち
に
仕
え
よ
う
」。
─
─
そ
れ
か
ら

幼お
さ
な
ご子
イ
エ
ス
は
ふ
わ
り
と
浮
か
び
上
が
り
、
十
四
救
難
聖
人
は
イ
エ
ス
と
共
に
天
へ
昇
っ
て
行
っ
た
。
次
の
日
曜
日
の
同
じ
時
刻
、
フ

ラ
ン
ケ
ン
タ
ー
ル
の
見
霊
者
は
二
本
の
燃
え
る
蠟
燭
が
天
か
ら
例
の
場
所
に
降
り
て
来
る
の
を
目
撃
、
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
来
た
あ
る

女
性
も
同
様
に
こ
の
奇
蹟
を
見
た
し
、
蠟
燭
が
ま
た
天
へ
昇
る
の
も
見
た
。
そ
こ
で
羊
飼
い
ヘ
ル
マ
ン
は
ラ
ン
グ
ハ
イ
ム
修
道
院
長
の

許も
と

に
行
き
、
院
長
と
修
道
院
の
師
父
た
ち
に
繰
り
返
し
起
こ
る
現
象
を
告
げ
た
。
か
く
し
て
そ
の
山
の
高
み
に
礼
拝
堂
が
建
立
さ
れ
、

間
も
な
く
格
別
な
霊
場
と
し
て
広
く
評
判
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
奇
蹟
が
幾
つ
も
起
こ
り
、
遠お

ち
こ
ち近
か
ら
巡
礼
者
が
ど
っ
と
押
し
寄
せ
て

十
四
救
難
聖
人
に
祈
り
を
捧
げ
た
し
、
礼
拝
堂
も
潤じ

ゅ
ん
た
く沢
に
贖し

ょ
く
ゆ
う宥
状
を
賦ふ

よ与
さ
れ
た
。
あ
る
教
団
は
十
四
救
難
聖
人
に
因ち

な

ん
だ
教
団
名
を

付
け
、
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
伯
は
こ
の
教
団
の
た
め
に
騎
士
修
道
会
を
創
立
し
た
。
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世（

（18
（

は
自
ら
こ
こ
へ
巡
礼
、
あ
る

誓
願
を
果
た
し
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー（

（18
（

も
一
五
一
九
年
こ
こ
に
来
た
。
良
い
時
代
に
も
悪
い
時
代
に
も
ず
っ
と
変
わ
る
こ
と

な
く
十
四
救
難
聖
人
巡
礼
教
会
は
高
い
名
声
を
承う

け
続
け
、
ま
す
ま
す
壮
麗
な
建
築
と
な
り
、
隣
に
首
席
司
祭
館
も
設
け
ら
れ
た
。
教

会
の
長
堂
と
翼
廊
が
作
る
十
字
型
の
中
央
に
三
層
の
祭
壇
が
そ
そ
り
立
ち
、
そ
の
下
に
は
人
が
入
れ
る
空
間
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
フ
ラ
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ン
ケ
ン
タ
ー
ル
の
見
霊
者
が
あ
の
幻
影
を
見
た
場
所
の
上
に
位
置
す
る
。
こ
の
場
所
で
祈
り
、
懺ざ

ん
げ悔

し
、
誓
願
を
立
て
る
べ
く
、
毎
年

数
千
も
の
人
人
が
高
み
に
あ
る
美
し
い
教
会
へ
巡
礼
に
来
る
。
十
四
救
難
聖
人
と
は
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
ス
、
ブ
ラ
シ
ウ
ス
、
エ
ラ
ス
ム
ス
、

パ
ン
テ
レ
オ
ン
、
ヴ
ィ
ト
ゥ
ス
、
ク
リ
ス
ト
フ
ォ
ル
ス
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
ウ
ス
、
キ
リ
ア
ク
ス
、
ア
カ
テ
ィ
ウ
ス
、
エ
ウ
ス
タ
キ
ウ

ス
、
ア
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
、
マ
ル
ガ
レ
ー
タ
、
バ
ル
バ
ラ
、
カ
タ
リ
ー
ナ
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ケ
ン
タ
ー
ル
の
見
霊
者
で
あ
る
敬
虔
な
羊
飼

い
ヘ
ル
マ
ン
の
思
い
出
は
今
に
至
る
も
朽
ち
る
こ
と
は
な
い
。

七
〇
八
　
ポ
ー
デ
ィ
カ
姫

小
都
市
リ
ヒ
テ
ン
フ
ェ
ル
ス
を
見
下
ろ
す
、
今
日
い
ま
だ
に
「
おブ

ル

ク

プ

ラ

ッ

ツ

城
の
あ
っ
た
と
こ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
点
に
、
古
い
メ
ラ
ン
伯

爵
家（

（18
（

の
城
の
一
つ
が
あ
っ
た
。
か
し
こ
に
は
シ
ャ
ウ
ム
ブ
ル
ク
家（

（18
（

─
─
こ
の
地
方
地
生
え
の
貴
族
一
門
─
─
の
ご
く
広
く
枝
分
か
れ
し

た
分
家
の
一
つ
の
息
女
ポ
ー
デ
ィ
カ
の
安
ら
ぎ
を
得
ら
れ
ぬ
亡
霊
が
い
ま
だ
に
彷さ

ま
よ徨
っ
て
い
る
。
シ
ャ
ウ
ム
ブ
ル
ク
家
発
祥
の
城
は
か

つ
て
小
都
市
シ
ャ
ル
カ
ウ（

（18
（

を
見
下
ろ
し
、
コ
ー
ブ
ル
ク
と
ア
イ
ス
フ
ェ
ル
ト
の
間
に
あ
っ
た
。
今
日
で
も
遺
構
が
僅
か
に
残
っ
て
い

る
。
姫
に
は
ク
ネ
ム
ン
ト
と
い
う
許い

い
な
ず
け

婚
者
が
あ
っ
た
が
、
バ
ン
ベ
ル
ク
大
司
教
区
の
シ
ェ
ス
リ
ッ
ツ（

（18
（

近
郊
で
遂
に
決
戦
に
至
っ
た
重
大

な
私フ

ェ
ー
デ闘
に
従
軍
し
た
。
そ
の
際
ポ
ー
デ
ィ
カ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ャ
ウ
ム
ブ
ル
ク
は
夫
と
定
め
た
若
者
に
自
分
の
手
袋
の
片
方
を
持
た
せ
、

相
手
は
、
生
死
い
ず
れ
に
せ
よ
我
が
信ま

こ
と実
の
証あ

か
し

と
し
て
こ
れ
を
お
返
し
い
た
す
、
と
誓
っ
た
。
─
─
し
か
し
若
者
は
手
袋
を
持
ち
帰
ら

な
か
っ
た
。
シ
ェ
ス
リ
ッ
ツ
の
戦
い
で
信
実
あ
る
若
殿
ク
ネ
ム
ン
ト
は
斃た

お

れ
、
ポ
ー
デ
ィ
カ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ャ
ウ
ム
ブ
ル
ク
は
そ
う
し

た
凶
夢
を
見
て
ひ
ど
く
衝
撃
を
受
け
、
懊お

う
の
う悩
の
あ
ま
り
息
を
引
き
取
っ
た
。
以
来
夜
と
も
な
れ
ば
メ
ラ
ン
の
古
城
の
城
壁
を
亡
霊
が
歩

き
回
り
、
吐
息
を
つ
き
な
が
ら
「
わ
ら
わ
の
ク
ネ
ム
ン
ト
は
い
ま
だ
お
帰
り
あ
そ
ば
さ
ぬ
か
」
と
低
い
声
で
叫
ぶ
の
で
あ
る
。
─
─
彼
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女
が
救
済
さ
れ
る
に
は
た
っ
た
一
つ
条
件
が
あ
る
。
死
す
べ
き
定
め
の
者
〔
＝
人
間
〕
が
だ
れ
か
「
あ
ん
た
の
ク
ネ
ム
ン
ト
は
シ
ェ
ス

リ
ッ
ツ
の
近
く
で
と
っ
く
の
昔
に
討
ち
死
に
し
ち
ゃ
っ
た
よ
」
と
応
じ
れ
ば
い
い
の
だ
。
こ
の
条
件
は
と
て
も
簡
単
に
思
え
る
が
、
そ

れ
で
も
い
ま
だ
に
成
就
し
な
い
。
な
に
し
ろ
彷
徨
う
姫
を
見
た
者
は
ぎ
ょ
っ
と
し
て
言
う
べ
き
言
葉
を
ど
忘
れ
す
る
か
、
恋
人
の
名
と

か
町
の
名
が
出
て
来
な
い
、
と
な
る
の
で
。
ど
う
や
ら
彼
女
は
し
か
る
べ
き
返
辞
を
し
て
く
れ
る
人
た
ち
に
ま
だ
会
っ
て
い
な
い
よ
う

だ
。
か
く
し
て
憩
い
を
授
か
ら
ぬ
亡
霊
は
か
わ
い
そ
う
に
一
世
紀
ま
た
一
世
紀
と
彷
徨
っ
て
い
る
。
高
み
で
は
永と

こ
し
え久
に
生
き
続
け
る
伝

説
が
霊エ

ー
テ
ル気
に
包
ま
れ
て
山
上
と
城じ

ょ
う
し址
を
さ
す
ら
い
、
平
地
で
は
、
ド
イ
ツ
の
南
北
を
結
び
、
両
者
交
流
の
媒

な
か
だ
ちた
る
蒸
気
機
関
車
が
鉄
路

を
驀ば

く
し
ん進
す
る
。

七
〇
九
　
羊
飼
い
の
綱

コ
ー
ブ
ル
ク
地
域
の
ア
ー
ホ
ル
ン
村（

（19
（

に
、
と
い
う
か
、
そ
の
傍
に
─
─
そ
れ
ゆ
え
民
衆
は
マ
ー
レ
ン
と
も
呼
ん
で
い
る
─
─
昔
こ

れ
ま
た
有
名
な
巡
礼
地
が
あ
っ
た
。
か
つ
て
こ
こ
に
老
魔
女
が
い
て
、
ア
ー
ホ
ル
ン
の
住
民
に
怨
恨
を
抱
き
、
彼
ら
に
嵐
を
齎も

た
ら

し
た
の

で
、
こ
の
女
が
轟ご

う
ご
う轟
と
捲ま

き
起
こ
し
た
突
風
で
鐘
楼
の
尖
端
が
曲
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
近
隣
の
人
た
ち
が
か
ら
か
っ
て
い
わ
く

「
ア
ー
ホ
ル
ン
の
斜や

ぶ
に
ら
み視
。
ア
ー
ホ
ル
ン
の
塔
、
傾か

し

い
で
る
〔
＝
へ
べ
れ
け
だ
〕」。
こ
う
し
た
類た

ぐ
い

の
毒
の
あ
る
お
ち
ゃ
ら
か
し
は
も
っ
と

あ
っ
た
。
ア
ー
ホ
ル
ン
の
衆
は
こ
れ
が
大
層
気
に
障
り
、
あ
ち
こ
ち
に
助
け
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
あ
る
信
心
深
い
羊
飼
い
が
見
つ
か
っ

た
。
こ
の
男
、
聖
人
が
た
や
天
国
の
蠟ろ

う
そ
く燭

を
目
に
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た（

（19
（

が
、
ど
こ
が
ま
ず
い
の
か
分
か
っ
て
い
た
の
で
、
修
理
を
約

束
し
た
。
そ
し
て
と
て
も
長
く
太
い
綱
を
手
に
入
れ
る
と
、
一
端
を
鐘
楼
の
尖
端
に
、
も
う
一
端
を
唐フ

ィ
ヒ
テ檜
─
─
こ
れ
は
今
で
も
山
際
に

立
っ
て
い
る
─
─
に
結
び
付
け
、
呪
文
を
唱
え
な
が
ら
引
っ
張
っ
て
、
曲
が
っ
た
尖
端
を
真
っ
直
ぐ
に
戻
し
た
。
悪
さ
を
働
い
て
尖
端
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を
へ
ん
て
こ
に
し
た
例
の
嵐

ヴ
ェ
ッ
タ
ー
ヘ
ク
セ

魔
女
は（

（19
（

当
然
の
報
い
と
し
て
火
刑
に
処
さ
れ
た
が
、
綱
は
大
事
に
取
っ
て
お
か
れ
、
い
ま
だ
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
し
、
こ
の
話
は
教
会
記
録
簿
に
記
さ
れ
て
い
る
。

楓ア
ー
ホ
ル
ンが

こ
の
村
の
名
の
由
来
だ
が
、
こ
れ
が
付
い
て
い
る
の
は
こ
こ
ば
か
り
で
は
な
い
。
な
に
し
ろ
界か

い
わ
い隈

に
は
ま
だ
フ
ラ
イ
＝
ア
ー

ホ
ル
ン
、
キ
ル
ヒ
ェ
ン
＝
ア
ー
ホ
ル
ン
、
ヴ
ュ
ー
ス
テ
ン
＝
ア
ー
ホ
ル
ン
が
あ
る
の
だ
。
異
教
徒
だ
っ
た
先
祖
た
ち
に
と
っ
て
さ
だ
め

し
、
柏

ア
イ
ヒ
ェ、

山ブ

ー

ヘ

毛
欅
、
科リ

ン

デ

の
木
と
同
様
、
崇
拝
の
対
象
と
し
た
樹
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
成
長
の
速
さ
、
高
く
伸
び
る
幹
、
涼
し
い
蔭か

げ

を
恵
ん
で
く
れ
る
葉
は
、
古
今
の
ギ
リ
シ
ア
人
に
劣
ら
ず
、
古
代
ド
イ
ツ
人
に
は
貴
重
な
存
在
で
あ
り
、
彼
ら
が
こ
の
樹
に
栄エ

ー
レ誉

と
い

う
名
を
与
え
た（

（19
（

の
は
故
無
し
で
は
な
く
、
ま
た
彼
ら
は
こ
の
樹
の
葉
に
粘
り
強
い
堅
実
さ
の
象
徴
を
見
た
。

訳
注

（1）	

一
二
五
四
年
の
こ
と　

im
 Jahr 1254　

モ
ン
ゴ
ル
軍
の
第
一
次
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
入
は
一
二
四
〇
年
か
ら
一
二
四
一
年
に
掛
け
て
で
あ
る
。
尤
も
第
二
次

が
一
二
五
九
年
、
第
三
次
が
一
二
八
六
／
八
七
年
に
あ
っ
た
。

（2）	

ク
ラ
カ
ウ　

K
rakau.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
第
二
の
都
市
ク
ラ
ク
フK

raków
 

（
現
人
口
約
七
十
六
万
）。
ヴ
ィ
ス
ワW

isła

（
ド
イ
ツ
語
ヴ
ァ
イ
ク
セ
ル

W
eichsel

）
川
上
流
河
畔
に
位
置
し
、
一
五
九
六
年
ま
で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
首
都
だ
っ
た
─
─
現
首
都
は
ヴ
ァ
ル
シ
ャ
ヴ
ァW

arszaw
a

＝
ワ
ル
シ
ャ

ワ
（
現
人
口
約
百
七
十
二
万
）。
一
二
四
一
年
三
月
二
十
四
日
、
市
民
が
見
棄
て
た
ク
ラ
ク
フ
は
モ
ン
ゴ
ル
軍
に
焼
き
払
わ
れ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
軍
第
二
次
、

第
三
次
侵
入
で
も
ク
ラ
ク
フ
は
掠
奪
を
受
け
て
い
る
。

（3）	

リ
ー
ゼ
ン
ゲ
ビ
ル
ゲ　

Riesengebirge.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
三
九
注
参
照
。

（4）	

チ
ェ
ス
ラ
ウ
聖
者　

der heilige Czeslaw
.　

チ
ェ
ス
ワ
フCzesław

福0

者
（
一
一
八
四
頃
─
一
二
四
二
）。
シ
レ
ジ
ア
の
使
徒
。
一
九
六
三
年
以
降
ボ
レ

ス
ワ
フ
（
ド
イ
ツ
語
ブ
レ
ス
ラ
ウ
）
の
守
護
聖
人
。

（5）	

ヴ
ァ
ー
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト　

W
ahlstadt.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
普
通 ,W

ahlstatt‘ 

で
あ
る
。
一
二
四
一
年
四

月
九
日
モ
ン
ゴ
ル
軍
が
ド
イ
ツ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
連
合
軍
を
打
ち
破
っ
た
「
リ
ー
グ
ニ
ッ
ツ
（
レ
グ
ニ
ツ
ァ
）
の
会
戦
」Schlacht bei Liegnitz (Bitw

a 
pod Legnicą) 

の
こ
と
。
七
年
戦
争
に
お
け
る
一
七
六
〇
年
の
「
リ
ー
グ
ニ
ッ
ツ
の
会
戦
」（
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
軍
対
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
公
国
軍
）
と
の

混
同
を
避
け
る
た
め
「
ヴ
ァ
ー
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
会
戦
」Schlacht bei W

ahlstatt
と
も
呼
ば
れ
る
。
ヴ
ァ
ー
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
は
リ
ー
グ
ニ
ッ
ツ
（
レ
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『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その十四） 鈴木　滿　訳・注

グ
ニ
ツ
ァ
）
の
南
東
約
一
〇
キ
ロ
ほ
ど
に
あ
る
村
の
ド
イ
ツ
語
名
称
だ
っ
た
。
現
在
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
名
称
は
レ
グ
ニ
ツ
キ
ェ
・
ポ
レLegnickie Pole 

（「
レ
グ
ニ
ツ
ァ
の
野ポ

レ

」
の
意
）。

（6）	
自
殺　

Selbstm
ord.　

キ
リ
ス
ト
教
圏
で
は
伝
統
的
に
自
殺
を
罪
と
見
倣
し
て
忌
避
─
─
英
国
で
は
一
九
六
一
年
ま
で
刑
法
上
の
犯
罪
だ
っ
た
─
─
し
て

お
り
、
教
会
墓
地
へ
の
遺
骸
埋
葬
が
聖
職
者
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
た
時
代
も
あ
る
。

（7）	

吸ヴ
ァ
ン
ピ
ー
ア

血
鬼　

Vam
pyr.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
普
通 ,Vam

pir̒

。
不
自
然
な
死
を
遂
げ
た
者
、
犯
罪
者
、
こ
の
世

に
思
い
を
残
し
た
者
等
等
が
歩
く
死
人
、
な
い
し
不
死
者
と
な
っ
て
、
命
の
象
徴
で
あ
る
血
を
眠
っ
て
い
る
人
人
か
ら
吸
う
、
と
考
え
ら
れ
た
存
在
。
様
様

の
超
自
然
的
能
力
（
た
と
え
ば
、
霧
、
狼
、
蝙
蝠
な
ど
に
変
身
で
き
る
）
を
持
つ
。
吸ヴ

ァ
ン
ピ
ー
ア

血
鬼
に
血
を
吸
わ
れ
て
衰
弱
死
し
た
者
も
吸ヴ

ァ
ン
ピ
ー
ア

血
鬼
と
な
る
、
と
も
さ

れ
た
。
こ
う
し
た
俗
信
は
多
く
南
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
民
族
に
属
す
る
が
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
南
ロ
シ
ア
な
ど
他
地
域
に
も
存
在
す
る
。

（8）	

オ
イ
レ
ン
山ゲ

ビ
ル
ゲ地　

Eulengebirge.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
南
西
部
に
あ
る
「
山ゴ

ー
リ山
・
ソ
ヴ
ィ
エ
」Góry Sow

ie

。
チ
ェ
コ
語
「
ソ
ヴ
ィ
ー
・
山ホ

リ山
」Soví 

hory

。

（9）	

赤デ
ア
・
ロ
ー
テ
・
ロ
イ

い
獅
子　

der rothe Leu. 　

錬
金
術
の
用
語
で
、「
黄
金
」
お
よ
び
「
酸
化
水
銀
」（
猛
毒
）
を
意
味
す
る
。
こ
の
物
語
で
は
前
者
。

（10）	

ボ
ヘ
ミ
ア
王
ヴ
ェ
ン
ツ
エ
ル　

K
önig W

enzel von Böhm
en.　

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
家
の
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
四
世Václav IV.

（
在
位
一
三
七
八
─

一
四
一
九
）。
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
（
在
位
一
三
七
六
─
一
四
〇
〇
）。
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
四
世
・
ボ
ヘ
ミ
ア
王
カ
レ
ル
一
世
の
子
息
。

（11）	

皇
帝
カ
ー
ル
四
世　

K
aiser K

arl IV.　

神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
四
世
（
在
位
一
三
五
五
─
七
八
）
＝
ボ
ヘ
ミ
ア
王
カ
レ
ル
一
世
（
在
位
一
三
四
六
─

七
八
）。
一
三
一
六
年
プ
ラ
ハ
に
生
ま
れ
、
一
三
七
八
年
同
地
に
死
す
。
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
家
。
中
世
後
期
の
最
も
重
要
な
皇
帝
に
し
て
同
時
代
最
も
影

響
力
の
あ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
君
主
の
一
人
。
父
は
ボ
ヘ
ミ
ア
王
ヤ
ン
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
伯
ヨ
ー
ハ
ン
、
母
は
プ
シ
ェ
ミ
ス
ル
家
最
後
の
王
ヴ
ァ
ー
ツ

ラ
フ
三
世Václav III.

の
妹
エ
リ
シ
ュ
カ
（
ド
イ
ツ
語
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
）。
カ
ー
ル
四
世
＝
カ
レ
ル
一
世
の
統
治
下
、
プ
ラ
ハ
は
中
欧
の
中
心
に
し
て
神
聖

ロ
ー
マ
帝
国
の
帝
都
と
し
て
隆
盛
を
極
め
た
。

（12）	

ボ
ヘ
ミ
ア
の
邦く

に　

Land Böhm
en.　

「
ボ
ヘ
ミ
ア
王
国
」
や
「
ボ
ヘ
ミ
ア
の
王
冠
」
の
下
に
統
治
さ
れ
た
領
域
─
─
ボ
ヘ
ミ
ア
王
国
、
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
辺
境

伯
領
、
シ
レ
ジ
ア
公
国
、
お
よ
び
両
ラ
ウ
ジ
ッ
ツ
（
北
ド
イ
ツ
の
エ
ル
ベ
河
と
オ
ー
ダ
ー
河
の
間
の
地
方
。
南
半
を
上

オ
ー
バ
ーラ
ウ
ジ
ッ
ツ
、
北
半
を
下

ニ
ー
ダ
ー

上オ
ー
バ
ーラ

ウ
ジ
ッ
ツ
と
称
す
る
。
た
だ
し
、
後
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
領
と
な
る
な
ど
帰
属
は
歷
史
的
に
複
雑
）
の
四
つ
の
領
邦
を
合
わ
せ
た
も
の
─
─
で
は
な
く
、
現

チ
ェ
コ
共
和
国
を
形
成
し
て
い
る
ボ
ヘ
ミ
ア
、
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
、
一
部
シ
レ
ジ
ア
の
中
の
ボ
ヘ
ミ
ア
地
方
（
現
チ
ェ
コ
西
部
・
中
部
）
と
考
え
れ
ば
好
い
か
。

ボ
ヘ
ミ
アBohem

ia 

は
ラ
テ
ン
語
名
称
。
ド
イ
ツ
語
ベ
ー
メ
ンBöhm

en

、
チ
ェ
コ
語
チ
ェ
ヒČechy

。

（13）	

ク
ッ
テ
ン
山ベ

ル
ク　

K
uttenberg.　

「
ク
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
」
は
町
の
名
で
も
あ
る
。
現
チ
ェ
コ
・
中
央
ボ
ヘ
ミ
ア
州
ク
ト
ナ
ー
・
ホ
ラ
郡
の
都
市
ク
ト
ナ
ー
・

ホ
ラK

utná H
ora

（
現
人
口
二
万
余
）。
既
に
十
世
紀
頃
か
ら
こ
の
辺
り
で
銀
が
産
出
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
町
は
十
二
世
紀
に
鉱
夫
た
ち
の
集
落
と
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し
て
始
ま
っ
た
。
十
三
世
紀
末
に
は
ボ
ヘ
ミ
ア
で
最
も
活
気
に
溢
れ
、
最
も
豊
か
な
町
の
一
つ
と
な
っ
た
。
一
三
〇
〇
年
頃
プ
シ
ェ
ミ
ス
ル
家
最
後
か
ら

二
代
目
の
ボ
ヘ
ミ
ア
王
（
在
位
一
二
七
八
─
一
三
〇
五
）
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
二
世Václav II.

＝
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
（
在
位
一
三
〇
〇
─
〇
五
）
ヴ
ァ
ツ
ワ
フ
一

世W
acław

 I.

─
─
ド
イ
ツ
語
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
二
世W

enzel II. 

─
─
が
ク
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
か
ら
産
出
さ
れ
た
銀
で
鋳
造
さ
せ
た
良
質
の
プ
ラ
ハ
・
グ
ロ
ッ

シ
ェ
ン
銀
貨
（
ド
イ
ツ
で
は
ボ
ヘ
ミ
ア
・
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
銀
貨
）
は
有
名
で
あ
る
。
こ
の
時
分
に
は
プ
ラ
ハ
に
次
い
で
ボ
ヘ
ミ
ア
第
二
の
都
市
だ
っ
た
。

し
か
し
フ
ス
戦
争
中
一
四
二
〇
年
代
に
フ
ス
派
の
軍
勢
に
住
民
の
大
半
が
殺
さ
れ
、
そ
の
後
町
は
重
要
性
を
ほ
ぼ
失
っ
た
（「
フ
ス
戦
争
」「
フ
ス
派
」
に

つ
い
て
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
二
七
注
参
照
）。
今
日
旧
市
街
は
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
の
一
つ
。　

（14）	

二
番
目
の
男
の
妻　

die des ersten.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
し
か
し
こ
れ
で
は
「
一
番
目
の
男
の
妻
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
と
し
て

は
「
二
人
の
中
の
一
番
目
の
男
の
妻
」
の
つ
も
り
な
の
だ
が
、
い
か
に
も
煩
わ
し
い
。
そ
こ
で
訳
文
で
訂
正
し
た
。

（15）	

ド
イ
ツ
・
ボ
ヘ
ミ
ア
山ゲ

ビ
ル
ゲ地　

deutschböhm
isches Gebirge.　

「
ラ
ウ
ジ
ッ
ツ
山ゲ

ビ
ル
ゲ地
」Lausitzer Gebirge （
チ
ェ
コ
語
「
ル
ジ
ケ
ー
・
山ホ

リ山
」Lužické 

hory

）
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ザ
ク
セ
ン
南
東
部
と
北
ボ
ヘ
ミ
ア
の
間
に
位
置
す
る
。

（16）	

あ
の
修
道
士　

den M
önch.　

突
然
こ
の
語
が
出
て
来
た
の
で
当
惑
す
る
が
、
水
の
精
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
前
後
か
ら
明
白
な
の
で
、〔
＝
水
の
精
〕
と

補
っ
た
。
特
定
の
精
霊
が
修メ

ン

ヒ
道
士
と
言
わ
れ
、
山ベ

ル
ク
ガ
イ
ス
ト

の
精
や
家ハ

ウ
ス
ガ
イ
ス
ト

の
精
な
ど
に
例
が
あ
る
。
灰
色
や
黒
の
僧
衣
、
頭
巾
、
帯
、
腰
に
提
げ
た
鍵
束
と
い
っ
た
外

見
的
特
徴
が
似
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
寡
聞
に
し
て
男
の
水
の
精
が
そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
伝
説
は
知
ら
な
い
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。

（17）	

古
貨
幣
の
ボ
ヘ
ミ
ア
・
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
銀
貨
で　

m
it alten böhm

ischen Grooschen.　
「
ボ
ヘ
ミ
ア
・
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
銀
貨
」
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ

六
六
三
注
「
ク
ッ
テ
ン
山ベ

ル
ク

」
を
参
照
。

（18）	

ト
ラ
ウ
テ
ナ
ウ　

Trautenau.　

現
チ
ェ
コ
・
フ
ラ
デ
ツ
・
ク
ラ
ー
ロ
ヴ
ェ
ー
州
ト
ル
ト
ノ
フ
郡
の
都
市
ト
ル
ト
ノ
フTrutnov （
現
人
口
約
三
万
一
千
）。

（19）	

桶ア
イ
マ
ー

　

Eim
er.　

一
桶ア

イ
マ
ーは

約
六
〇
リ
ッ
ト
ル
。

（20）	

酒し
ゅ
せ
き石　

W
einstein.　

ワ
イ
ン
に
は
酒
石
酸
が
多
く
含
ま
れ
て
い
て
、
樽
入
り
の
場
合
底
に
沈
澱
す
る
滓
に
も
樽
の
周
壁
に
も
白
い
小
さ
な
結
晶
体
が
生

じ
る
。
こ
れ
を
粗
酒
石
と
い
う
。
主
成
分
は
酒
石
酸
水
素
カ
リ
ウ
ム
。

（21）	

別
の
山
の
上
に　

auf einer andern Burg.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
し
か
し
こ
れ
で
は
「
別
の
城
（
の
上
）
に
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。,auf einem

 
andern Bergʻ

で
な
け
れ
ば
お
か
し
い
。
そ
こ
で
訳
文
で
訂
正
し
た
。

（22）	

「
娘
欲
し
け
り
ゃ
、
そ
の
母
親
に
取
り
入
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
」　w

er die Tochter haben w
ill, m

uß es gut m
it der M

utter m
einen.　

遠
回

し
に
申
せ
ば
、「
將
を
射
ん
と
欲
す
れ
ば
、
ま
ず
馬
を
射
よ
」。

（23）	

ケ
ー
ニ
ギ
ン
グ
レ
ー
ツ　

K
önigingrätz.　

「
王
妃
の
城
」
の
意
。
ケ
ー
ニ
ヒ
グ
レ
ー
ツK

öniggrätz 

（「
王
の
城
」
の
意
）
の
こ
と
。
こ
の
都
市
は
、
ボ

ヘ
ミ
ア
王
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
二
世Václav II.

＝
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
ヴ
ァ
ツ
ワ
フ
一
世W

acław
 I.

─
─
ド
イ
ツ
語
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
二
世W

enzel II.

─
─
の
寡



251

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その十四） 鈴木　滿　訳・注

婦
産
だ
っ
た
の
で
、「
ケ
ー
ニ
ギ
ン
グ
レ
ー
ツ
」
の
方
が
由
来
と
し
て
は
正
し
い
。
チ
ェ
コ
語
フ
ラ
デ
ツ
・
ク
ラ
ー
ロ
ヴ
ェ
ーH

radec K
rálové　

（「
王
妃

の
城
」。
現
人
口
約
九
万
三
千
）。
北
東
ボ
ヘ
ミ
ア
、
リ
ー
ゼ
ン
ゲ
ビ
ル
ゲ
前
縁
地
、
エ
ル
ベ
川
上
流
に
位
置
す
る
。
現
チ
ェ
コ
・
フ
ラ
デ
ツ
・
ク
ラ
ー
ロ

ヴ
ェ
ー
州
フ
ラ
デ
ツ
・
ク
ラ
ー
ロ
ヴ
ェ
ー
郡
の
行
政
中
心
地
。

（24）	
カ
ー
ル
シ
ュ
タ
イ
ン　

K
arlstein.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
八
二
注
参
照
。

（25）	

ツ
ィ
ス
カ　

Ziska.　

ヤ
ン
・
ジ
シ
ュ
カJan Žižka 

（
一
三
七
四
─
一
四
二
四
）。
フ
ス
戦
争
の
英
雄
。
隻
眼
だ
っ
た
の
で
、「
片
目
の
ジ
シ
ュ
カ
」
と
呼

ば
れ
た
。

（26）	

ボ
ヘ
ミ
ア
の
尾
根
と
呼
ば
れ
る
か
の
山ゲ

ビ
ル
ゲ地　

das Gebirge, w
elches m

an die böhm
ischen K

äm
m

e nennt.　

オ
ル
リ
ケ
ー
・
ホ
イO

rlické H
oy 

（
ド
イ
ツ
語
鷲ア

ー
ド
ラ
ー
ゲ
ビ
ル
ゲ

の
山
地A

dlergebirge

）
で
あ
ろ
う
。

（27）	

ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ　

Reichenau.　

現
チ
ェ
コ
・
フ
ラ
デ
ツ
・
ク
ラ
ー
ロ
ヴ
ェ
ー
州
リ
フ
ノ
フ
・
ナ
ド
・
ク
ニ
ェ
ジ
ュ
ノ
ウ
郡
の
行
政
中
心
地
リ
フ
ノ
フ
・

ナ
ト
・
ク
ニ
ェ
ジ
ュ
ノ
ウRychnov nad K

něžnou 

（
現
人
口
約
一
万
二
千
）。
ク
ニ
ェ
ジ
ュ
ナ
（
ド
イ
ツ
語
ク
ニ
ー
シ
ュ
ナ
）
河
畔
に
あ
る
。
フ
ラ
デ

ツ
・
ク
ラ
ー
ロ
ヴ
ェ
ー
の
東
方
約
三
〇
キ
ロ
。

（28）	

カ
ル
パ
テ
ィ
ア
山
脈　

K
arpathen.　

中
欧
、
東
欧
、
南
欧
に
ま
た
が
る
高
い
山
脈
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
チ
ェ
コ
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ

ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
に
属
す
る
。
最
高
峰
は
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
最
高
峰
で
も
あ
る
ゲ
ル
ラ
ホ
フ
ス
カ
山

Gerlachovský štít （
二
六
六
三
メ
ー
ト
ル
）。
長
さ
一
三
〇
〇
キ
ロ
余
、
幅
一
〇
〇
─
三
五
〇
キ
ロ
。
西
方
へ
開
い
た
弧
状
を
成
す
。

（29）	

チ
ェ
ヒ
と
レ
ヒ　

Czech und Lech.　

チ
ェ
コ
語
の
発
音
は
チ
ェ
フ
と
レ
フ
が
近
似
値
。
一
二
九
五
年
の
グ
ネ
ー
ゼ
ン
＝
ポ
ー
ゼ
ン
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
グ

ニ
ェ
ズ
ノ
＝
ポ
ズ
ナ
ニ
）
大
司
教
区
の
『
大
ポ
ー
ラ
ン
ド
年
代
記
』
に
よ
れ
ば
、
レ
フLech

と
チ
ェ
フČech

と
ル
スRus 

（
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
叙

ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン

述
で

は
レ
フLechu

、
チ
ェ
フCzechu

、
ル
シ
ェRusie

）
は
三
兄
弟
で
、
そ
れ
ぞ
れ
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、
チ
ェ
コ
人
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
・
ロ
シ
ア
人
の
始
祖
と
さ

れ
る
。 

（30）	

ボ
イ
の
地
な
い
し
ボ
イ
ェ
ム
の
地　

Bojer oder Bojem
er Landschaft.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。「
ボ
ヘ
ミ
ア
」Bohem

ia 

と
い
う
ラ
テ
ン
語
名
称
は
、

ロ
ー
マ
の
歴
史
家
タ
キ
ト
ゥ
ス
に
よ
れ
ば
、
紀
元
前
一
世
紀
に
至
る
ま
で
こ
の
地
方
に
居
住
し
て
い
た
ケ
ル
ト
人
の
一
派
ボ
イ
イ
族Boii

に
由
来
す
る
、

と
の
こ
と
。

（31）	

チ
ェ
ホ
ー
ヴ
ァ　

Czechow
a.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（32）	

ジ
ー
プ
山　

Rzip.　

現
チ
ェ
コ
・
ウ
ー
ス
チ
ー
州
リ
ト
ム
ニ
ェ
ジ
ツ
ェ
郡
の
都
市
ロ
ウ
ド
ニ
ツ
ェ
・
ナ
ト
・
ラ
ベ
ムRoudnice nad Labem

 

近
傍
の

ジ
ー
プŘíp 

山
（
標
高
四
五
六
メ
ー
ト
ル
）。
ボ
ヘ
ミ
ア
平
原
に
鍋
を
伏
せ
た
よ
う
な
形
に
聳
え
る
。
建
国
伝
説
の
纏
わ
る
こ
の
山
は
か
つ
て
カ
ト
リ
ッ
ク

教
徒
の
巡
礼
地
で
あ
り
、
今
日
チ
ェ
コ
国
民
の
記
念
地
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
の
片
仮
名
表
記
は
「
ル
ツ
ィ
ー
プ
」
と
な
ろ
う
が
、
チ
ェ
コ
語
の
ア
ル
フ
ァ
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ベ
ッ
トŘ

を
表
記
す
る
た
めRz

と
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
片
仮
名
は
こ
れ
の
近
似
値
と
し
た
。

（33）	

カ
ウ
ジ
ム　

K
aurzim

.　

現
チ
ェ
コ
・
中
央
ボ
ヘ
ミ
ア
州
コ
リ
ー
ン
郡
の
小
さ
な
町
コ
ウ
ジ
ムK

ouřim
 

（
現
人
口
約
千
八
百
）。
ボ
ヘ
ミ
ア
最
古
の
都
市

の
一
つ
と
さ
れ
る
。
中
世
全
期
を
通
じ
て
重
要
な
町
だ
っ
た
が
、
近
世
発
展
の
機
会
を
失
う
。
ド
イ
ツ
語
の
片
仮
名
表
記
は
「
カ
ウ
ル
ツ
ィ
ム
」
と
な
ろ

う
が
、
チ
ェ
コ
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト ř 

を
表
記
す
る
た
めrz

と
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
片
仮
名
は
こ
れ
の
近
似
値
と
し
た
。

（34）	

ザ
モ　

Sam
o.　

チ
ェ
コ
語
の
発
音
な
ら
「
サ
モ
」
が
近
似
値
。
六
〇
〇
年
頃
─
六
五
八
／
五
九
年
頃
。
七
世
紀
の
フ
ラ
ン
ク
王
国
史
の
主
資
料
で
あ
る

『
フ
レ
デ
ガ
ー
ル
年
代
記
』Fredegar-Chronik 

に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
出
身
の
商
人
で
、
あ
る
ス
ラ
ヴ
の
邦
の
支
配
者
に
な
っ
た
由
。
六
二
三
／

二
四
年
頃
中
欧
東
部
に
王
国
を
創
設
、
そ
の
死
に
至
る
ま
で
三
十
五
年
間
王
と
し
て
統
治
し
た
そ
う
な
。
王
国
の
中
心
は
お
そ
ら
く
今
日
の
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
、

下ニ
ー
ダ
ーエ
ス
タ
ー
ラ
イ
ヒ
、
南
東
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
だ
っ
た
ら
し
い
。

（35）	

ダ
ゴ
バ
ー
ト
王　

K
önig D

agobert.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
本
文
お
よ
び
注
参
照
。

（36）	

ヴ
ラ
デ
ィ
カ　

W
ladyka.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（37）	

ブ
ー
デ
チ
ュ　

Budecz.　

現
チ
ェ
コ
南
ボ
ヘ
ミ
ア
州
イ
ン
ド
ジ
フ
ー
フ
・
フ
ラ
デ
ツ
郡
の
村
ブ
ー
デ
チ
ュBudeč

。

（38）	

ヴ
ィ
シ
ェ
ラ
ト　

W
ischerad.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
─
─
こ
れ
は
独
り
彼
の
み
に
留
ま
ら
な
い
─
─
の
で
、
已
む
を
得
ず

「
ヴ
ィ
シ
ェ
ラ
ト
」
と
片
仮
名
表
記
し
た
が
、「
ヴ
ィ
シ
ェ
フ0

ラ
ト
」Vyšehrad （「
高
い
城フ

ラ
ト
」
の
意
）
の
こ
と
。
滔
滔
と
流
れ
る
ヴ
ル
タ
ヴ
ァV

ltava

（
ド

イ
ツ
語
モ
ル
ダ
ウM

oldau

）
川
右
岸
（
＝
東
側
）
に
位
置
し
、
川
を
見
下
ろ
す
懸
崖
上
に
あ
る
。
一
八
八
三
年
以
降
プ
ラ
ハ
の
市
域
に
入
っ
た
が
、
か
つ

て
は
城
下
町
と
共
に
プ
ラ
ハ
と
は
独
立
し
た
存
在
だ
っ
た
。
初
代
ボ
ヘ
ミ
ア
王
ヴ
ラ
チ
ス
ラ
フ
二
世Vratislav II.

（
在
位
一
〇
八
五
─
九
二
）
は
プ
ラ
ハ

司
教
と
対
立
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
宮
廷
を
プ
ラ
ハ
城Pražský hrad

か
ら
こ
こ
に
移
し
た
。
城
は
フ
ス
戦
争
で
フ
ス
派
の
軍
勢
に
よ
っ
て
徹
底
的
に
破

壊
さ
れ
た
。
後
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
統
治
下
で
要
塞
が
整
備
さ
れ
た
が
、
現
在
は
城
址
公
園
と
な
っ
て
い
る
。
公
園
内
に
あ
る
聖
ペ
テ
ロ

聖
パ
ウ
ロ
大
聖
堂Bazilika svatého Petra a Pavla 
お
よ
び
聖
マ
ル
テ
ィ
ン
円ロ

ト
ゥ
ン
ダ

形
聖
堂Rotunda svatého M

artina

は
有
名
。
聖
堂
に
接
し
て
プ
ラ
ハ

の
最
も
重
要
な
墓
地
─
─
ド
ヴ
ォ
ジ
ャ
ー
ク
や
ス
メ
タ
ナ
の
墓
も
こ
こ
─
─
が
あ
る
。
伝
説
上
の
ボ
ヘ
ミ
ア
の
女
君
主
リ
ブ
シ
ェ
と
そ
の
配
偶
プ
シ
ェ
ミ

ス
ル
の
像
も
こ
こ
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
リ
ブ
シ
ェ
は
左
手
を
挙
げ
て
立
ち
、
プ
シ
ェ
ミ
ス
ル
は
斧
を
携
え
て
そ
の
傍
ら
に
坐
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
チ
ェ

コ
の
代
表
的
彫
刻
家
ヨ
ゼ
フ
・
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
・
ミ
ス
ル
ベ
クJosef Václav M

yslbek

（
一
八
四
八
─
一
九
二
二
）
の
作
品
の
一
つ
。
こ
こ
の
「
リ
ブ

シ
ェ
の
沐
浴
場
」（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
七
五
参
照
）
か
ら
ヴ
ル
タ
ヴ
ァ
川
を
越
え
て
プ
ラ
ハ
城
と
そ
の
下
に
拡
が
る
市
街
を
遠
望
す
る
と
絶
景
。

（39）	

ピ
ル
ヴ
ァ
イ
ゼ　

Pilw
eise.　

妖
精
、
魔
女
（
シ
レ
ジ
ア
な
ど
）、
魔
物
。
ビ
ル
ヴ
ィ
スBilw

is 

、
ビ
ル
ヴ
ィ
ツBilw

iz 

、
ピ
ル
ヴ
ィ
ツPilw

iz 

そ
の
他

似
通
っ
た
発
音
・
綴
り
が
多
数
あ
る
。

（40）	

リ
ブ
ッ
サ
（
リ
ブ
シ
ャ
） Libussa (sprich Libuscha).　

チ
ェ
コ
語
で
は
「
リ
ブ
シ
ェ
」Libuše

。
ボ
ヘ
ミ
ア
の
プ
シ
ェ
ミ
ス
ルPřem

ysl

王
朝
の
伝
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説
的
祖
妣
。
十
二
世
紀
初
頭
、
プ
ラ
ー
ク
の
コ
ス
マ
ス
が
ラ
テ
ン
語
で
著
し
た
『
ぼ
へ
み
あ
年
代
記
』Cosm

as von Prag: Chronika Boem
orum

 

に

よ
れ
ば
、
リ
ブ
シ
ェ
な
る
女
予
言
者
は
士
師
ク
ロ
ク
（
始
祖
チ
ェ
フČech

の
後
継
者
）
の
娘
で
、
女
医
師
カ
ジK

azi 

、
女
祭
司
テ
タTeta 

の
末
妹
と

な
っ
て
い
る
。
彼
女
は
父
か
ら
士
師
の
職
を
引
き
継
ぐ
よ
う
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
あ
る
仲
裁
裁
定
が
う
ま
く
運
ば
ず
、
裁
定
を
受
け
た
男
が
、
女
の
言

う
こ
と
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
は
、
と
不
平
を
並
べ
た
。
こ
の
言
葉
に
傷
つ
い
た
女
性
支
配
者
は
、
民
衆
に
あ
る
予
言
を
行
い
、
そ
の
通
り
の
男
を
配

偶
と
す
る
、
と
誓
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
男
が
犁
を
用
い
て
畑
を
耕
し
て
い
た
農
夫
プ
シ
ェ
ミ
ス
ル
（
後
出
）
だ
っ
た
。

（41）	

リ
ビ
ー
ン　

Libin.　

チ
ェ
コ
語Libín

。
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
・
ハ
ー
イ
ェ
ク
・
ズ
・
リ
ボ
チ
ャ
ン
著
『
チ
ェ
コ
年
代
記
』Václav H

ájek z Libočan: 
K

ronyka Czeská. Prag 1541.

で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
独
訳Böhm

ische Chronik, Vom
 U

rsprung der Böhm
en. Leipzig 1718. 

が
あ
る
。

（42）	

ビ
ー
リ
ナ　

Bila.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
し
か
し
次
の
注
参
照
。

（43）	

ス
タ
デ
ィ
チ
ュ
村　

D
orf Stadicz.　

現
チ
ェ
コ
・
ウ
ー
ス
チ
ー
州
ウ
ー
ス
チ
ー
・
ナ
ト
・
ラ
ベ
ム
郡
の
ビ
ー
リ
ナ
河
谷
に
あ
る
小
村
ス
タ
デ
ィ
ツ
ェ

Stadice

。
現
在
は
ジ
ェ
フ
ロ
ヴ
ィ
ツ
ェ
村Řehlovice

の
一
部
。
プ
シ
ェ
ミ
ス
ル
の
生
誕
地
と
さ
れ
る
。

（44）	

プ
シ
ェ
ミ
ス
ル　

Przem
isl.　

ド
イ
ツ
語
の
片
仮
名
表
記
は
「
プ
ル
ツ
ェ
ミ
ス
ル
」
と
な
ろ
う
が
、
チ
ェ
コ
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
トř 

を
表
記
す
る
た
め

rz 

と
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
片
仮
名
は
こ
れ
の
近
似
値
と
し
た
。

（45）	

メ
ッ
ツ
ェ　

M
etze.　

昔
の
量
目
単
位
で
、
約
三
・
四
四
リ
ッ
ト
ル
。

（46）	

ヴ
ラ
タ
ヴ
ァ
（
モ
ル
ダ
ウ
） W

lataw
a (M

oldau).　

チ
ェ
コ
最
長
の
川
ヴ
ル
タ
ヴ
ァV

ltava

。
ド
イ
ツ
語
モ
ル
ダ
ウ
。
長
さ
四
三
〇
キ
ロ
、
流
域
面
積

二
八
〇
〇
〇
平
方
キ
ロ
。
プ
ラ
ハ
を
貫
流
し
、
北
ド
イ
ツ
平
原
で
ラ
ベLabe

（
エ
ル
ベElbe

）
に
合
流
す
る
。

（47）	

敷
居　

Schw
elle.　

し
か
し
「
敷
居
」
で
は
次
の
文
と
意
味
が
繫
が
ら
な
い
。
建
具
と
し
て
は
全
く
逆
の
位
置
に
あ
る
「
鴨
居
」（
ド
イ
ツ
語 ,Sturzʻ

）

で
な
け
れ
ば
お
か
し
い
。
後
出
「
プ
ラ
フ
」、
す
な
わ
ち,Prahʻ

は
あ
る
時
代
「
鴨
居
」
を
指
し
た
由
。
こ
れ
は
石
川
達
夫
著
『
黄
金
の
プ
ラ
ハ　

幻
想

と
現
実
の
錬
金
術
』（
平
凡
社
選
書
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
丈
の
高
い
者
た
ち
も
…
…
の
前
で
は
身
を
屈
め
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
」
と
は
「（
プ
ラ
ハ
の
栄
光
に
対
し
て
）
ど
ん
な
高
位
に
あ
る
者
で
も
敬
意
を
抱
き
、
頭
を
下
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
の
意
で
あ
る
。
Ｊ
・

Ｋ
・
Ａ
・
ム
ゼ
ー
ウ
ス
は
「
リ
ブ
ッ
サ
」
で
や
は
り,Prahʻ

を,Schw
elleʻ

と
訳
し
て
い
る
。
な
お
、
Ｊ
・
Ｋ
・
Ａ
・
ム
ゼ
ー
ウ
ス
著
鈴
木
滿
訳
『
沈
黙
の

恋 

ド
イ
ツ
人
の
民
話
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
九
年
）
三
一
四
─
一
五
ペ
ー
ジ
注
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（48）	

都
市
は
敷
居
に
基
づ
き
プ
ラ
ハ
と
か
プ
ラ
ガ
と
か
名
付
け
ら
れ
た　

w
elche den N

am
en Praha, Praga, von der Schw

elle em
pfing.　

原
文
は
上

記
の
通
り
。

（49）	

ゲ
ツ
ェ
ル
カ
の
泉　

W
asserquelle Gezerka. 

チ
ェ
コ
語
「
ジス

ト
ゥ
ダ
ー
ン
カ
・
ジ
ェ
ゼ
ル
カ

ェ
ゼ
ル
カ
の
泉
」Studánka Jezerka

。

（50）	

聖
ペ
テ
ロ
聖
パ
ウ
ロ
教
会　

die K
irche St. Peter und Paul.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
七
六
注
参
照
。
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（51）	

ず
ん
ぐ
り
し
た
石
柱
の
破
片　

ein starkes Säulenfragm
ent.　

三
本
の
円
筒
形
の
石
柱
が
お
互
い
に
も
た
れ
か
か
る
よ
う
に
立
っ
て
い
る
。
ベ
ヒ
シ
ュ

タ
イ
ン
が
紹
介
し
て
い
る
伝
説
は
ほ
ぼ
、
Ｃ
・
Ａ
・
レ
ー
デ
ル
『
プ
ラ
ー
ク
名
所
案
内
』Carl A

dolf Redel: D
as Sehensw

ürdige Prag. Rüdiger 
1710. 

に
あ
る
も
の
と
同
じ
。
こ
れ
だ
け
で
は
ど
う
も
筋
が
通
ら
な
い
。
実
は
、
悪
魔
が
敬
虔
な
司
祭
を
堕
落
さ
せ
て
カ
ー
ド
賭
博
に
引
き
込
み
、
三
年
間

勝
た
せ
て
や
る
代
わ
り
に
魂
を
よ
こ
せ
、
と
の
内
容
で
司
祭
と
盟
約
を
結
ぶ
が
、
契
約
終
了
時
、
聖
ペ
テ
ロ
が
司
祭
の
救
済
に
乗
り
出
す
、
と
い
う
も
の
。

（52）	

ロ
ー
マ
な
る
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
の
教
会
か
ら　

aus der K
irche des Vatikans zu Rom

.　

後
出
の
聖サ

ン

ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂Basilica di San Pietro in 

Vaticano
の
こ
と
。
世
界
最
大
の
教
会
建
築
の
一
つ
で
、
現
在
は
そ
の
北
に
あ
る
ロ
ー
マ
教
皇
の
住
む
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
宮
殿
や
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
美
術
館
と

と
も
に
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
市
国
を
構
成
し
て
い
る
。

（53）	

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
湾
を　

den Venetianischen M
eerbusen.　

「
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
湾
」
は
イ
タ
リ
ア
語 ,Golfo di Veneziaʻ

。
ア
ド
リ
ア
海
最
北
部
の
湾
。
ロ
ー

マ
と
プ
ラ
ハ
を
結
ぶ
直
線
は
こ
こ
を
通
る
。

（54）	

行イ

テケ
。
送ミ

サ

・

エ

ス

ト

ラ
レ
タ
リ　

Ite! M
issa est.　

後
期
ラ
テ
ン
語 „Ite, m

issa est.“

。
ミ
サ
の
司
式
者
が
ミ
サ
の
最
後
に
会
衆
に
告
げ
る
言
葉
「
そ
な
た
た
ち
、

行
き
な
さ
い
。
送
ら
れ
ま
し
た
」。
聖
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
よ
れ
ば
、「
送
ら
れ
た
」
の
主
語
（
女
性
単
数
）
は
「
生ホ

ス
チ
ア贄
」hostia 

で
あ
る
。

（55）	

他
に
二
つ
の
破
片　

die beiden andern Stücke.　

こ
れ
で
は
意
味
不
明
。
前
掲
『
プ
ラ
ー
ク
名
所
案
内
』
で
は
は
っ
き
り
「
こ
の
三
つ
の
破
片
」

w
elche drey Stück 

と
書
か
れ
て
い
る
。

（56）	

テ
ヴ
ェ
レ
川
向
こ
う
側
の
聖サ

ン
タ

マ
リ
ア
教
会　

die K
irche St. M

aria jenseit der T
iber.　

聖サ
ン
タ

マ
リ
ア
・
イ
ン
・
ト
ラ
ス
テ
ヴ
ェ
レ
聖
堂Basilica di 

Santa M
aria in Trastevere

。
ロ
ー
マ
の
下
町
と
言
わ
れ
る
テト

ラ

ス

テ

ヴ

ェ

レ

ヴ
ェ
レ
川
向
こ
う
側
地
区
に
あ
る
古
い
由
緒
を
誇
る
教
会
。

（57）	

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
聖
者　

der heilige Ignatius.　

聖
イ
グ
ナ
チ
オ
・
ロ
ペ
ス
・
デ
・
ロ
ヨ
ラIgnacio López de Loyola

（
一
四
九
一
─
一
五
五
六
）。
カ

ス
テ
ィ
リ
ア
王
国
領
バ
ス
ク
地
方
出
身
。
軍
人
だ
っ
た
が
戦
傷
を
負
い
、
療
養
の
過
程
で
次
第
に
深
い
宗
教
心
に
目
覚
め
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
派
修
道
士

と
な
る
。
や
が
て
「
神
の
よ
り
大
い
な
る
栄
光
の
た
め
に
」（A

d M
aiorem

 D
ei Gloriam

）
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
設
、
初
代
総
長
と

な
る
。

（58）	

フ
ラ
ジ
ン　

H
radschin.　

こ
の
ド
イ
ツ
語
は
「
プ
ラ
ハ
城
」
な
い
し
「
そ
の
城
山
」
を
指
し
て
い
る
。
チ
ェ
コ
語
「
フ
ラ
チ
ャ
ニ
」H

radčany 

（
本
来

は
「
城
の
町
」「
城
の
傍
の
町
」
の
意
）。
フ
ラ
チ
ャ
ニ
（
の
丘
）
の
上
に
プ
ラ
ハ
城
が
あ
り
、
丘
の
前
に
フ
ラ
チ
ャ
ニ
広
場
が
あ
る
。

（59）	

黄ツ
ア
・
ギ
ュ
ル
ド
ネ
ン
・
ク
ー
ゲ
ル

金
球
亭　

Zur güldnen K
ugel.　

現
在
も
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ウ
・
ズ
ラ
テ
ー
・
コ
ウ
レ
」U

 zlaté koule 

で
あ
ろ
う
。

（60）	

第
十
二
代
ボ
ヘ
ミ
ア
公　

der zw
ölfte H

erzog Böhm
ens.　

歷
史
的
に
把
握
し
得
る
、
か
つ
プ
シ
ェ
ミ
ス
ル
家
と
し
て
名
の
分
か
っ
て
い
る
最
初
の
ボ

ヘ
ミ
ア
公
ボ
ジ
ヴ
ォ
イ
一
世Bořivoj I. 

（
治
世
八
七
五
─
八
九
）
か
ら
数
え
る
と
、
ヴ
ラ
ス
テ
ィ
ラ
フ
一
世
は
三
代
目
で
あ
る
。
伝
説
的
支
配
者
お
よ
び

公
と
は
い
え
な
い
支
配
者
を
も
数
に
入
れ
、
ク
ロ
ク
を
初
代
と
す
れ
ば
ヴ
ラ
ス
テ
ィ
ラ
フ
一
世
は
十
三
代
目
と
な
る
。
リ
ブ
シ
ェ
の
配
偶
プ
シ
ェ
ミ
ス
ル
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を
初
代
と
す
れ
ば
十
二
代
目
。

（61）	
ド
ラ
ホ
ミ
ー
ラ　

D
rahom

ira.　

ヴ
ラ
ス
テ
ィ
ラ
フ
一
世
の
配
偶
ボ
ヘ
ミ
ア
公
妃
ド
ラ
ホ
ミ
ー
ラD

rahom
íra

。
生
誕
八
九
〇
年
頃
（
別
資
料
に
よ
れ

ば
八
七
七
年
頃
と
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
夫
よ
り
大
分
年
上
と
な
る
）
─
─
死
去
九
三
四
年
（
別
資
料
に
よ
れ
ば
九
三
六
年
）
以
降
。
九
二
一
年
、
夫
が

三
十
三
歳
で
死
ぬ
と
、
長
男
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
の
摂
政
（
四
、五
年
間
）
と
な
る
。
姑
（
ヴ
ラ
ス
テ
ィ
ラ
フ
一
世
の
母
）
ル
ド
ミ
ラ
（
後
聖

ス
ヴ
ァ
タ
ール

ド
ミ
ラ

Svatá Ludm
ila

）
暗
殺
（
九
二
一
年
）
の
元
兇
と
さ
れ
る
。

（62）	

ヴ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ウ　

W
ratislaw

. 　

ボ
ヘ
ミ
ア
公
ヴ
ラ
ス
テ
ィ
ラ
フ
一
世Vrastilav I.

（
在
位
九
一
五
─
二
一
）。
ボ
ジ
ヴ
ォ
イ
一
世
と
そ
の
配
偶
ル
ド

ミ
ラ
の
子
息
。
兄
ス
ピ
テ
ィ
ニ
ェ
フ
一
世Spytihněv I.

（
在
位
八
九
四
─
九
一
五
）
の
死
後
ボ
ヘ
ミ
ア
公
に
即
位
。
西
ス
ラ
ヴ
系
部
族
出
身
の
妻
ド
ラ
ホ

ミ
ー
ラ
と
の
間
に
長
男
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
、
次
男
ボ
レ
ス
ラ
フ
、
そ
れ
か
ら
お
そ
ら
く
三
男
ス
ピ
テ
ィ
ニ
ェ
フ
お
よ
び
娘
四
人
を
儲
け
る
。

（63）	

ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ス
ラ
ウ　

W
enzeslaw

.　

ボ
ヘ
ミ
ア
公
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
一
世Václav I.

（
在
位
九
二
一
─
三
五
）。
添
え
名
し
て
聖

ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ーヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フSvatý 

Václav

。
チ
ェ
コ
の
守
護
聖
人
。
九
二
五
年
な
い
し
九
二
六
年
成
人
し
た
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
は
母
を
追
放
し
、
国
内
の
キ
リ
ス
ト
教
化
を
推
進
し
始
め
、
外

交
的
に
は
西
方
の
強
大
な
勢
力
で
あ
る
東
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
宗
主
権
を
認
め
て
、
そ
の
外
圧
を
緩
和
、
ボ
ヘ
ミ
ア
を
西
側
の
一
員
と
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
に
反
撥
す
る
弟
と
弟
を
支
持
す
る
貴
族
た
ち
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
遭
い
、
弑
逆
さ
れ
る
。

（64）	

ボ
レ
ス
ラ
ウ　

Boleslaw
.　

そ
の
弟
ボ
レ
ス
ラ
フ
一
世Boleslav I. 

（
在
位
九
三
五
─
七
二
）。
ボ
レ
ス
ラ
フ
は
兄
を
自
領
に
招
い
て
殺
害
し
た
。
添
え
名

し
て
残ウ

ク
ル
ト
ニ
イ

虐
公U

krutný

。

（65）	

ザ
ー
ツ　

Saaz.　

現
チ
ェ
コ
北
部
ウ
ー
ス
チ
ー
州
ロ
ウ
ニ
郡
の
都
市
ジ
ャ
テ
ッ
ツŽatec 

（
現
人
口
約
二
万
）。
プ
シ
ェ
ミ
ス
ル
家
ボ
ヘ
ミ
ア
王
オ
タ
カ
ル

二
世O

takar II. （
在
位
一
二
五
三
─
七
八
）
治
下
の
一
二
六
五
年
に
は
王
都
と
宣
言
さ
れ
、
諸
種
の
特
権
を
賦
与
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

（66）	

こ
の
フ
ラ
ジ
ン
城
の
窓
か
ら
一
六
一
八
年
皇
帝
の
使
節
ら
が
投
げ
落
と
さ
れ
た　

A
us diesem

 Schlosse H
radschin w

urden im
 Jahre 1618 die 

A
bgeordneten des K

aisers zum
 Fenster herausgew

orfen.　

一
六
一
八
年
五
月
二
十
三
日
、
前
年
ボ
ヘ
ミ
ア
王
（
在
位
一
六
一
七
─
一
九
／

一
六
二
〇
─
三
七
）
に
即
位
し
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
＝
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
二
世
（
在
位
一
六
一
七
─
三
七
）

の
使
者
で
あ
る
顧
問
官
三
名
と
書
記
二
名
が
プ
ラ
ハ
城
の
三
階
か
ら
新
教
徒
派
に
突
き
落
と
さ
れ
た
事
件
。
下
に
干
し
草
が
積
ん
で
あ
っ
た
お
蔭
で
内
三

名
は
命
を
取
り
留
め
、
ウ
ィ
ー
ン
の
皇
帝
の
許
に
委
細
を
注
進
し
た
。
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
は
強
硬
な
新
教
徒
迫
害
政
策
を
実
施
し
よ
う
と
し
た
矢
先

だ
っ
た
。
悲
惨
な
三
十
年
戦
争
（
一
六
一
八
─
四
八
）
の
発
端
で
あ
る
。
ボ
ヘ
ミ
ア
貴
族
ら
は
新
教
徒
の
プ
フ
ア
ル
ツ
選
帝
侯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
五
世
を
ボ
ヘ

ミ
ア
王
に
推
戴
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
か
ら
離
脱
し
よ
う
と
の
動
き
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
対
し
皇
帝
側
は
強
力
な
傭
兵
軍
を
派
遣
、
一
六
二
〇
年
白

ビ
ー
ラ
ー
・
ホ
ラ山

の
戦
いBitva na Bílé hoře 

で
ボ
ヘ
ミ
ア
軍
を
撃
破
し
、
プ
ラ
ハ
を
制
圧
、
叛
乱
首
謀
者
を
多
く
処
刑
、
ボ
ヘ
ミ
ア
の
新
教
徒
を
弾
圧
し
た
。
こ
れ
は
邦

内
外
の
新
教
徒
の
反
撥
を
招
き
、
や
が
て
は
ド
イ
ツ
全
土
を
荒
廃
さ
せ
た
苛
烈
な
宗
教
戦
争
と
な
る
。



武蔵大学人文学会雑誌　第48巻第 2号

256

（67）	

プ
ラ
ー
ク
橋　

die Prager Brücke.　

プ
ラ
ハ
の
象
徴
の
一
つ
と
も
い
う
べ
き
石
造
の
ア
ー
チ
橋
で
あ
る
カカ

ル
ル
ー
フ
・
モ
ス
ト

レ
ル
橋K

arlův m
ost （

ド
イ
ツ
語
カカ

ー
ル
ス
ブ
リ
ュ
ッ
ケ

ー
ル
橋

K
arlsbrücke

）。
ヴ
ル
タ
ヴ
ァ
川
に
架
か
る
現
存
最
古
の
橋
に
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
古
の
石
造
橋
の
一
つ
。
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
四
世
＝
ボ
ヘ
ミ
ア

王
カ
レ
ル
一
世
に
よ
り
一
三
五
七
年
礎
石
が
置
か
れ
た
。
竣
工
は
一
四
〇
二
年
。

（68）	
ス
ロ
ヴ
ァ
ン
教
会　

die K
irche Slovan.　

未
詳
。

（69）	
聖ザ

ン
ク
トエ

マ
ウ
ス
修
道
院　

St. Em
aus.　

プ
ラ
ハ
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
派
修
道
院
「
エ
マ
ウ
ツ
キ
イ
・
ク
ラ
ー
シ
ュ
タ
ー
」Em

auzský klášter

。
一
三
七
二

年
皇
帝
カ
ー
ル
四
世
お
よ
び
無
数
の
高
位
貴
族
、
高
位
聖
職
者
が
列
席
し
て
、
聖
母
マ
リ
ア
と
こ
の
ス
ラ
ヴ
の
守
護
聖
人
に
奉
献
さ
れ
た
。
現
存
。

（70）	

小ク
ラ
イ
ン
ザ
イ
テ

地
区　

K
leinseite.　

「
マ
ラ
ー
・
ス
ト
ラ
ナ
」M

alá Strana 

の
こ
と
。
フ
ラ
チ
ャ
ニ
地
区
の
下
に
位
置
す
る
プ
ラ
ハ
の
歷
史
的
地
区
。
カ
レ
ル
橋
で

旧
市
街
と
結
ば
れ
て
い
る
。

（71）	

ブ
ラ
デ
ィ
チ
ュ　

Bradicz.　

チ
ェ
コ
語
の
綴
り
で
は ,Bradičʻ 

と
な
ろ
う
。
未
詳
。 

（72）	

プ
ラ
ー
ク
橋
を
渡
る
と
き
ゃ
、
坊
さ
ん
、
娼し

ょ
う
ふ婦
、
白し

ろ
う
ま馬
に
出
逢
わ
ぬ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ぬ　

m
an kann nicht über die Prager Brücke gehen, ohne 

daß einem
 begegne ein M

önch, eine feile D
irne und ein w

eißes Pferd.　

パ
リ
の
ポ
ン
・
ヌ
フ
に
も
同
じ
諺
が
あ
る
そ
う
な
（
Ｔ
ｈ
・
ゴ
ー

テ
ィ
エ
著
田
邊
貞
之
助
訳
『
キ
ャ
ピ
テ
ン
・
フ
ラ
カ
ス
』、
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
、
昭
和
二
十
七
年
）。
案
ず
る
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
繁
華
な
都
市
に
あ
る

長
大
で
殷
賑
な
橋
に
は
こ
う
し
た
諺
が
付
き
物
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（73）	

ベ
ラ
ウ
ン　

Beraun.　

現
チ
ェ
コ
中
央
ボ
ヘ
ミ
ア
州
ベ
ロ
ウ
ン
郡
の
都
市
ベ
ロ
ウ
ンBeroun 

（
現
人
口
約
一
万
九
千
）。
十
三
世
紀
末
に
は
大
半
ド
イ
ツ

系
商
人
が
住
民
だ
っ
た
が
、
一
四
二
一
年
フ
ス
派
の
部
隊
に
占
領
さ
れ
、
以
来
ボ
ヘ
ミ
ア
系
が
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（74）	

赤
ん
坊
が
ひ
ど
く
弱
っ
て
い
る
の
で
す　

das K
indlein sei sehr schw

ach.　

そ
れ
ゆ
え
一
刻
も
早
く
洗
礼
式
を
執
り
行
う
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
わ
け
。

（75）	

城
郭
に
し
て
要
塞
た
る
カ
ー
ル
シ
ュ
タ
イ
ン　

Burg und Festung K
arlstein.　

プ
ラ
ハ
南
西
ほ
ぼ
三
〇
キ
ロ
に
あ
る
カ
ル
ル
シ
ュ
テ
ィ
ン
城H

rad 
K

arlštejn

。
一
三
四
八
年
皇
帝
カ
ー
ル
四
世
＝
ボ
ヘ
ミ
ア
王
カ
レ
ル
一
世
に
よ
っ
て
築
か
れ
、
ほ
ぼ
一
三
五
〇
年
か
ら
一
四
二
一
年
ま
で
戴
冠
式
に
用
い

ら
れ
る
什
器
そ
の
他
帝
国
の
財
宝
の
保
管
場
所
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
現
在
本
質
的
部
分
は
残
っ
て
い
る
。

（76）	

巨
大
な
塔　

einem
 riesigen T

hurm
e.　

大
ヴ
ェ
ル
カ
ー
・
ヴ
ェ
ー
ジ
ュ
塔

 Velká věž
。
六
階
建
て
。
窓
の
な
い
北
側
の
壁
の
厚
さ
は
六
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
。
王
の
居
館

よ
り
も
物
物
し
い
。
三
階
に
は
カ
ー
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
心
臓
部
と
も
い
う
べ
き
聖
十
字
架
礼
拝
堂
が
あ
る
。

（77）	

聖
女
ル
ド
ミ
ラ
の
寝
台　

die Bettstätte der heiligen Ludm
ille.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。「
聖
女
ボ
ヘ
ミ
ア
の
ル
ー
ト
ミ
ッ
ラ
」H

eilige Ludm
illa 

von Böhm
en

。
聖

ス
ヴ
ァ
タ
ール
ド
ミ
ラSvatá Ludm

ila 

（
八
五
五
と
八
六
〇
の
間
─
九
二
一
）
は
ボ
ヘ
ミ
ア
の
女
君
侯
。
こ
の
邦
で
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
最

初
の
女
性
支
配
者
で
、
こ
の
邦
最
初
の
聖
女
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
七
八
注
「
ド
ラ
ホ
ミ
ー
ラ
」
参
照
。

（78）	

一
四
二
二
年
カ
ー
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
は
攻
囲
さ
れ　

Im
 Jahre 1422 w

urde K
arlstein belagert.　

プ
ラ
ハ
の
フ
ス
派
が
こ
の
城
に
保
管
さ
れ
て
い
る
帝
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室
・
王
室
の
什
宝
を
奪
お
う
と
来
襲
し
た
も
の
。
攻
囲
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

（79）	
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
王　

K
önig Sigm

und.　

ボ
ヘ
ミ
ア
王
ジ
ク
ム
ン
トZikm

und

（
在
位
一
四
一
九
─
三
七
）
＝
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
朝
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ジ

ギ
ス
ム
ン
トSigism

und 

（
在
位
一
四
一
〇
─
三
七
）。
父
は
皇
帝
カ
ー
ル
四
世
＝
ボ
ヘ
ミ
ア
王
カ
レ
ル
一
世
。
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
は
キ
リ
ス
ト
教
改
革
派
ヤ

ン
・
フ
ス
を
火
刑
に
処
し
た
（
一
四
一
五
）。
一
四
一
九
年
異
母
兄
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
（
チ
ェ
コ
語
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
四
世
）
が
死
ん
だ
の
で
ボ
ヘ
ミ
ア
王
を
も

兼
ね
る
と
、
か
ね
て
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
フ
ス
派
が
大
規
模
な
叛
乱
に
踏
み
切
っ
た
。

（80）	

ヴ
ィ
ト
ル
ト　

V
itold.　

リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
ヴ
ィ
ー
タ
ウ
タ
スVytautas

（
在
位
一
四
〇
一
─
三
〇
）。
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
ヴ
ワ
デ
ィ
ス
ワ
フ
二
世
の
従
弟
。

（81）	

ヴ
ラ
デ
ィ
ス
ラ
ウ　

W
ladislaw

.　

元
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
ヨ
ガ
イ
ラJogaila

で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
女
王
ヤ
ド
ヴ
ィ
ガ
と
結
婚
し
、
ヴ
ワ
デ
ィ
ス
ワ
フ
二
世
ヤ

ギ
ェ
ウ
ォW

ładysław
 II. Jagiełło 

と
し
て
戴
冠
、
女
王
と
共
同
統
治
（
一
三
八
六
─
九
九
）。
女
王
の
死
後
単
独
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
王
（
一
三
九
九
─

一
四
三
四
）。
そ
の
統
治
期
間
中
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
同
君
連
合
は
キ
リ
ス
ト
教
世
界
最
大
の
国
で
あ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
黄
金
時
代
で
あ
っ
た
。 

（82）	

リ
ト
ア
ニ
ア
公
子
コ
リ
ブ
ー
ト　

Prinz K
oribut von Litauen.　

,Sigm
und K

orybutʻ （
発
音
未
詳
）。

（83）	

ト
ゥ
ル
ク
ザ
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
イ
ネ　

T
luksa von Buraine.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
未
詳
。

（84）	

ヴ
ェ
ル
ハ
ル
テ
ィ
ッ
ツ
城　

Schloß W
elhartitz.　

現
チ
ェ
コ
・
プ
ル
ゼ
ニ
州
ク
ラ
ト
ヴ
ィ
郡
の
山
城
ヴ
ェ
ル
ハ
ル
テ
ィ
ツ
ェ
城H

rad Velhartice

。

（85）	

プ
ラ
ー
ク
の
雪
の
聖
母
マ
リ
ア
教
会　

K
irche M

aria Schnee zu Prag.　

チ
ェ
コ
語K

ostel Panny M
arie Sněžné

。
も
と
よ
り
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

だ
っ
た
こ
の
教
会
は
、
フ
ス
派
の
叛
乱
が
始
ま
る
と
、
そ
の
過
激
派
の
策
源
地
と
さ
れ
た
。
十
六
世
紀
に
は
荒
れ
果
て
て
い
た
が
、
十
七
世
紀
初
頭
フ
ラ

ン
チ
ェ
ス
コ
会
派
に
よ
り
修
復
・
増
築
さ
れ
た
。
現
在
の
建
物
は
十
八
世
紀
初
頭
の
バ
ロ
ッ
ク
建
築
。

（86）	

加
え
て
蛇　

daneben auch Schlangen.　

こ
れ
は
腐
敗
し
て
い
る
と
は
形
容
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
蛇
を
投
げ
込
む
例
は
他
に
も
あ
る
が
、
そ
れ
は

生
き
て
い
る
蛇
、
で
き
れ
ば
毒
蛇
を
用
い
た
。
従
っ
て
こ
の
部
分
は
文
脈
上
整
理
さ
れ
て
い
な
い
。

（87）	

聖
マ
ル
テ
ィ
ン
祭　

M
artini.　

聖
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
（
聖サ

ン

マ
ル
タ
ン
）
の
祝
日
（
十
一
月
十
一
日
）。
冬
の
始
ま
り
の
日
で
も
あ
る
。

（88）	

トス

ル

タ

ン

ル
コ
皇
帝
の
新イ

ェ
ニ
チ
ェ
リ

式
軍
団　

des Sultans Janitscharen.　

ト
ル
コ
語
「
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
」Yeniçeri 

（
新イ

ェ

ニ
し
い
・
兵チ

ェ
リ士
）
は
多
民
族
イ
ス
ラ
ム
国
家
オ

ス
マ
ン
帝
国
の
常
備
歩
兵
軍
団
。
十
四
世
紀
後
半
頃
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
ま
で
存
在
し
た
。
十
六
世
紀
前
半
く
ら
い
ま
で
は
厳
し
い
軍
紀
を
持
つ
精
鋭
部

隊
で
あ
り
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
軍
事
的
拡
大
に
大
い
に
貢
献
し
た
。

（89）	

万
聖
節
と
万
霊
節　

A
llerheiligen- und A

llerseelentag.　

十
一
月
一
日
と
二
日
。

（90）	

の
ろ
鹿じ

か　

Reh.　

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
中
・
高
緯
度
に
棲
息
す
る
小
型
の
鹿
で
、
中
・
西
欧
で
は
代
表
的
猟
獣
の
一
つ
。
そ
う
し
た
猟
獣
の
新
鮮
な
肉
が
兵

粮
に
苦
し
ん
で
い
る
籠
城
部
隊
に
あ
ろ
う
は
ず
は
な
い
が
、
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
、
城
側
が
生
活
物
資
補
給
に
何
ら
不
自
由
し
て
い
な
い
証
拠
と
な
る
。

（91）	

カ
ル
タ
ウ
ネ
砲　

K
arthaune.　

十
五
・
六
世
紀
の
先
籠
め
砲
。
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（92）	

チ
ャ
ス
ラ
ウ　

Czaslau.　

現
チ
ェ
コ
・
中
央
ボ
ヘ
ミ
ア
州
ク
ト
ナ
ー
・
ホ
ラ
郡
の
都
市
チ
ャ
ー
ス
ラ
フČáslav

。

（93）	

ゼ
ト
リ
ッ
ツ
修
道
院　

K
loster Sedlitz.　

現
チ
ェ
コ
の
都
市
ク
ト
ナ
ー
・
ホ
ラ
の
一
街
区
セ
ド
レ
ッ
ツSedlec

に
あ
る
シ
ト
ー
会
派
修
道
院
。
ボ
ヘ
ミ

ア
で
シ
ト
ー
会
が
初
め
て
根
を
下
ろ
し
た
と
こ
ろ
。

（94）	
プ
ラ
ー
ク
の
大
聖
堂　

der D
om

 in Prag.　

聖
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ーヴ

ィ
ー
ト
大
聖
堂 K

atedrála svatého V
íta

の
こ
と
。
プ
ラ
ハ
で
最
も
由
緒
あ
る
寺
院
。
プ
ラ
ハ
城

の
内
側
に
あ
る
。
着
工
時
の
代
表
的
後
援
者
の
一
人
は
皇
帝
カ
ー
ル
四
世
＝
ボ
ヘ
ミ
ア
王
カ
レ
ル
一
世
だ
が
、
一
三
四
四
年
の
着
工
以
来
一
九
二
九
年
の

最
終
的
竣
工
ま
で
実
に
六
百
年
近
く
掛
か
っ
た
。
し
か
し
、
着
工
の
お
蔭
で
従
来
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
管
下
に
あ
っ
た
プ
ラ
ハ
司
教
区
は
プ
ラ
ハ
大
司
教
区

に
な
っ
た
。

（95）	

ツ
ィ
ス
カ　

Ziska.　

ジ
シ
ュ
カ
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
六
八
注
参
照
。

（96）	

そ
し
て
一
六
五
七
年
八
月
二
十
日　

und im
 Jahr 1657 den 20. A

ugust.　

な
ぜ
一
六
六
三
年
の
記
事
の
次
ぎ
に
こ
れ
よ
り
以
前
の
記
事
が
あ
る
の
か

不
明
。

（97）	

頭ク

ク

ッ

レ

巾
付
き
外
衣　

Cuculle.　

ラ
テ
ン
語
「
ク
ク
ッ
ル
ス
」cucullus 

（
袋
）
か
ら
。
と
り
わ
け
中
世
盛
期
に
僧
侶
が
使
用
し
た
フ
ー
ド
付
き
マ
ン
ト
。
さ

ま
ざ
ま
な
長
さ
の
も
の
が
あ
る
。

（98）	

オ
ル
ミ
ュ
ッ
ツ　

O
llm

ütz.　

,O
lm

ützʻ
。
現
チ
ェ
コ
・
オ
ロ
モ
ウ
ツ
州
オ
ロ
モ
ウ
ツ
郡
の
都
市
（
人
口
約
十
万
）
オ
ロ
モ
ー
ツO

lom
óc 

（
モ
ラ
ヴ
ィ
ア

語
）、
オ
ロ
モ
ウ
ツO

lom
ouc 

（
チ
ェ
コ
語
）。
チ
ェ
コ
で
二
番
目
に
古
い
大
学
が
あ
り
、
十
七
世
紀
ま
で
は
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
の
歷
史
的
中
心
だ
っ
た
。
今
日

で
も
商
業
・
文
化
・
行
政
の
重
要
な
中
心
地
で
あ
る
。

（99）	

「
我ケ

デ
ィ
テ
・
ノ
ス
ト
リ
ス

ラ
ノ
許
ヨ
リ
去
レ
」（
修
道
院
か
ら
出
て
行
け
） „cedite nostris.“ (das K

loster zu verlassen).　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（100）	

ブ
ー
デ
チ
ュ　

Budecz.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
七
一
注
参
照
。

（101）	

乙
女
戦
争　

M
ägdekrieg.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
五
六
注
参
照
。

（102）	

プ
ラ
ー
ク
の
大
学　

H
ochschule zu Prag.　

プ
ラ
ハ
・
カ
レ
ル
大
学U

niverzita K
arlova v Praze

＝
ラ
テ
ン
語U

niversitas Carolina Pragensis

。

一
三
四
八
年
皇
帝
カ
ー
ル
四
世
＝
ボ
ヘ
ミ
ア
王
カ
レ
ル
一
世
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
。
ア
ル
プ
ス
以
北
パ
リ
以
東
で
最
古
、
か
つ
て
の
ド
イ
ツ
語
圏
最
古
、

チ
ェ
コ
最
古
最
大
の
大
学
。

（103）	

ヴ
ェ
ル
ヴ
ァ
ル
ン　

W
elw

arn.　

現
チ
ェ
コ
中
央
ボ
ヘ
ミ
ア
州
ク
ラ
ド
ノ
郡
の
町
ヴ
ェ
ル
ヴ
ァ
リVelvary

。
プ
ラ
ハ
か
ら
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
領
に
通
じ

る
重
要
な
交
易
路
沿
い
に
位
置
し
て
い
た
。

（104）	

ザ
ー
ツ　

Saaz.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
七
八
注
参
照
。

（105）	

何
本
も
塹ざ

ん
ご
う壕
を
掘
り　

Springräben graben.　

訳
は
類
推
。,Springrabenʻ 

は
『
グ
リ
ム
・
ド
イ
ツ
語
辞
典
』
で
も
「
跳
躍
練
習
の
た
め
の
溝
」
と
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体
操
用
語
と
し
て
の
解
説
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
城
塞
や
市
壁
を
廻
ら
し
た
都
市
を
攻
め
る
場
合
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
攻
城
兵
器
を
駆
使
す
る
他
、

十
七
世
紀
以
降
辺
り
だ
と
、
何
本
も
平
行
壕
・
斜
壕
を
掘
り
進
め
、
城
壁
、
市
壁
に
接
近
す
る
の
が
一
般
的
方
法
に
な
っ
た
の
で
、
こ
う
訳
し
た
。

（106）	
プ
ラ
ヒ
ン　

Prachin.　

現
チ
ェ
コ
・
プ
ル
ゼ
ニ
州
ク
ラ
ト
ヴ
ィ
郡
の
古
城
（
廃
墟
）
プ
ラ
ー
ヘ
ニ
城H

rad Prácheň

。
ボ
ヘ
ミ
ア
最
古
の
城
塞
の
一
つ
。

（107）	
シ
ュ
ッ
テ
ン
ホ
ー
フ
ェ
ン　

Schüttenhofen.　

現
チ
ェ
コ
・
プ
ル
ゼ
ニ
州
ク
ラ
ト
ヴ
ィ
郡
の
都
市
ス
シ
チ
ェSušice 

（
現
人
口
一
万
一
千
余
）。

ボベ
ー
マ
ー
ヴ
ァ
ル
ト

ヘ
ミ
ア
山
地
前フ

ォ
ア
ラ
ン
ト

地
に
位
置
す
る
。

（108）	

ズ
ア
タ
ー
ボ
ル
山　

der Suatabor.　

未
詳
。

（109）	

ム
ー
ゲ
ル
ど
も　

M
ugeln.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
モ
ン
ゴ
ル
を
意
味
す
る
ペ
ル
シ
ア
語
の
ム
グ
ー
ル
（
ム
ガ
ル
帝
国
の
語
源
）
が
更
に
転
訛
し
た
か
。

尤
も
こ
れ
は
ド
イ
ツ
語
で
は
普
通
「
モ
ー
グ
ル
」M

ogul 

で
あ
る
。

（110）	

ク
ラ
ッ
タ
ウ　

K
lattau.　

現
チ
ェ
コ
・
プ
ル
ゼ
ニ
州
ク
ラ
ト
ヴ
ィ
郡
の
都
市
ク
ラ
ト
ヴ
ィK

latovy

（
現
人
口
二
万
二
千
余
）。
プ
ル
ゼ
ニ
（
ド
イ
ツ
語

ピ
ル
ゼ
ン
）
南
方
四
三
キ
ロ
。

（111）	

シ
ュ
タ
ン
カ
ウ　

Stankau.　

現
チ
ェ
コ
・
プ
ル
ゼ
ニ
州
ド
マ
ジ
ュ
リ
ツ
ェ
郡
の
小
都
市
ス
タ
ニ
コ
フStaňkov （
現
人
口
三
千
余
）。

（112）	

エ
ル
ボ
ー
ゲ
ン　

Ellbogen.　

,Elbogenʻ

。
現
チ
ェ
コ
・
カ
ル
ロ
ヴ
ィ
・
ヴ
ァ
リ
州
ソ
コ
ロ
フ
郡
の
小
都
市
ロ
ケ
トLoket （
現
人
口
約
三
千
）。

（113）	

城　

Schloß.　

エ
ル
ボ
ー
ゲ
ン
市
を
防
衛
な
い
し
支
配
す
る
軍
事
責
任
者
の
城
郭
で
市
域
内
に
あ
っ
た
。
こ
の
騎
士
は
城

ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
伯
、
す
な
わ
ち
城
代
と
し
て
こ

れ
を
預
か
っ
て
い
た
わ
け
。

（114）	

ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ル
ト　

Johann von W
erth.　

一
五
九
一
─
一
六
五
二
年
。
三
十
年
戦
争
時
代
の
最
も
有
名
な
騎
兵
部
隊
將
軍
の
一
人
。　

（115）	

エ
ー
ガ
ー
市　

Stadt Eger.　

現
チ
ェ
コ
・
カ
ル
ロ
ヴ
ィ
・
ヴ
ァ
リ
州
ヘ
プ
郡
の
都
市
ヘ
プCheb 

（
現
人
口
三
万
二
千
余
）。
チ
ェ
コ
の
最
も
西
に
あ
り
、

北
と
南
西
が
ド
イ
ツ
に
接
し
て
い
る
ヘ
プ
ス
コ
（
ド
イ
ツ
語
エ
ー
ガ
ー
ラ
ン
ト
）
地
方
の
中
心
。
オ
ー
ジ
ェO

hře

（
ド
イ
ツ
語
エ
ー
ガ
ーEger

）
河
畔
に

位
置
す
る
。

（116）	

カ
ー
ル
ス
バ
ー
ト　

K
arlsbad.　

現
チ
ェ
コ
・
カ
ル
ロ
ヴ
ィ
・
ヴ
ァ
リ
州
カ
ル
ロ
ヴ
ィ
・
ヴ
ァ
リ
郡
の
保
養
地
カ
ル
ロ
ヴ
ィ
・
ヴ
ァ
リK

arlovy Vary

（
現
人
口
約
五
万
）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
極
め
て
名
高
く
、
か
つ
極
め
て
古
い
伝
統
を
有
す
る
温
泉
地
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
こ
の
温
泉
の
療
養
効
果
は
十
四
世

紀
既
に
知
ら
れ
て
い
た
。

（117）	

巖
に
変
え
ら
れ
た
人
人　

die Steinverw
andelten.　

こ
の
後
の
話
で
は
、
こ
れ
ら
は
人
間
で
は
な
く
て
、
小
人
が
呪
わ
れ
て
そ
う
な
っ
た
、
と
さ
れ
て

い
る
。

（118）	

ア
イ
ヒ
ャ
城　

Schloß A
icha.　

現
チ
ェ
コ
語
は
不
明
。
か
つ
て
は
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ト
か
ら
一
時
間
の
ア
イ
ヒ
ャ
村
に
あ
っ
た
城
。

（119）	

聖ヨ

ハ

ン

ニ

ス

タ

ー

ク

ヨ
ハ
ネ
の
祝
日　

Johannistag.　

洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
祝
日
（
六
月
二
十
四
日
）。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
に
は
再
再
出
て
来
る
。



武蔵大学人文学会雑誌　第48巻第 2号

260

（120）	

ヴ
ン
ジ
ー
デ
ル　

W
unsiedel.　

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
上オ

ー
バ
ーフ
ラ
ン
ケ
ン
行
政
管
区
ヴ
ン
ジ
ー
デ
ル
・
イ
ム
・
フ
ィ
ヒ
テ
ル
ゲ
ビ
ル
ゲ
郡
郡
庁
所
在
地
（
現
人

口
約
九
千
三
百
）。
フ
ィ
ヒ
テ
ル
山ゲ

ビ
ル
ゲ地
の
中
心
で
、
ジ
ャ
ン
・
パ
ウ
ル
の
生
誕
地
。「
ル
イ
ー
ゼ
ン
ブ
ル
ク
の
巌
の
迷
宮
」Luisenburg-Felsenlabyrinth 

が
あ
る
。

（121）	
ヴ
ァ
イ
セ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト　

W
eißenstadt.　

 

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
上オ

ー
バ
ーフ

ラ
ン
ケ
ン
行
政
管
区
ヴ
ン
ジ
ー
デ
ル
・
イ
ム
・
フ
ィ
ヒ
テ
ル
ゲ
ビ
ル
ゲ
郡
の
都
市

（
現
人
口
三
千
余
）。

（122）	

フ
ィ
ヒ
テ
ル
山ゲ

ビ
ル
ゲ地　

Fichtelgebirge.　

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
北
東
部
に
あ
り
、
僅
か
一
部
が
現
チ
ェ
コ
北
西
部
に
掛
か
る
中
級
山
岳
地
帯
。
最
高
峰
シ
ュ

ネ
ー
ベ
ル
ク
（
標
高
一
〇
五
一
メ
ー
ト
ル
）。
西
へ
は
バ
イ
ロ
イ
ト
市
、
東
へ
は
チ
ェ
コ
の
ヘ
プ
（
ド
イ
ツ
語
エ
ー
ガ
ー
）
市
へ
通
じ
る
。

（123）	

レ
ド
ヴ
ィ
ヒ　

Redw
ig.　

未
詳
。
し
か
し
、
現
バ
イ
エ
ル
ン
州
上オ

ー
バ
ーフ
ラ
ン
ケ
ン
行
政
管
区
リ
ヒ
テ
ン
フ
ェ
ル
ス
郡
の
自
治
体
レ
ド
ヴ
ィ
ッ
ツ
・
ア
ン
・

デ
ア
・
ロ
ー
ダ
ハRedw

itz an der Rodach

の
誤
り
か
も
知
れ
な
い
。 

（124）	

地ヘ
レ
ン
ブ
ッ
ツ

獄
妖
怪　

H
öllenbutz.　

夫
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
が
み
が
み
突
っ
掛
か
る
悍
婦
を
「
さ
な
が
ら
怒
り
狂
っ
た
ヘ
レ
ン
ブ
ッ
ツ
の
よ
う
」ein zorniger 

verstellter H
öllenbutz 

と
形
容
し
て
い
る
例
が
あ
る
の
で
、
そ
う
し
た
属
性
の
魔
物
ら
し
い
。
怖
や
の
、
怖
や
の
。

（125）	

犬フ
ン
ツ
ブ
リ
ュ
ッ
ケ

の
橋　

H
undsbrücke.　

 
Ｄ
Ｓ
Ｂ
七
〇
五
本
文
に
出
る
。 

（126）	

フ
レ
ン
キ
ッ
シ
ェ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
〔
＝
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
ス
イ
ス
〕　fränkische Schw

eiz.　

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
上オ

ー
バ
ーフ
ラ
ン
ケ
ン
行
政
管
区
、
フ
レ
ン

キ
ッ
シ
ェ
・
ア
ル
プ
北
側
の
地
域
。
文
化
的
地
理
学
的
諸
特
徴
に
よ
っ
て
ス
イ
ス
を
髣
髴
と
さ
せ
る
の
で
、
十
九
世
紀
初
頭
に
そ
の
名
を
得
た
。
北
は
マ

イ
ン
川
上
流
の
渓
谷
、
南
は
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
、
東
は
バ
イ
ロ
イ
ト
、
西
は
フ
ォ
ル
ヒ
ハ
イ
ムForchheim

─
─
市
民
は
自
分
た
ち
の
町
を
「
フ
レ
ン
キ
ッ

シ
ェ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
の
表
門
」
と
誇
る
─
─
に
接
す
る
緩
や
か
な
丘
陵
地
帯
で
、
美
し
い
市
町
村
、
古
い
城
が
点
在
す
る
。

（127）	

異ハ
イ
デ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

教
の
町　

H
eidenstadt.　

実
際
の
町
の
名
で
は
な
い
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
七
〇
五
本
文
参
照
。
こ
れ
に
つ
い
て
一
六
八
四
年
最
初
の
報
告
を
行
っ
た
ム
ッ
ゲ
ン
ド

ル
フ
の
マ
イ
ア
ー
牧
師
に
よ
れ
ば
、
平
野
に
二
百
以
上
の
墳
墓
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
六
人
か
ら
八
人
の
男
が
入
れ
る
位
の
大
き
さ
で
、
異
教
時
代
の
遺
物

が
少
な
か
ら
ず
見
つ
か
っ
た
、
と
か
。

（128）	

ゼ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ　

Selbitz.　

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
上オ

ー
バ
ーフ
ラ
ン
ケ
ン
行
政
管
区
ホ
ー
フ
郡
の
都
市
。

（129）	

マ
ル
ス
ロ
イ
ト　

M
arlsreuth.　

マ
ル
レ
ス
ロ
イ
トM

arlesreuth
。

（130）	

ナ
イ
ラ
村　

D
orf N

aila.　

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
上オ

ー
バ
ーフ
ラ
ン
ケ
ン
行
政
管
区
ホ
ー
フ
郡
の
都
市
ナ
イ
ラ
（
現
人
口
七
千
六
百
余
）。
マ
ル
レ
ス
ロ
イ
ト
は
そ

の
一
地
区
。

（131）	

あ
ん
た
ら
、
呪
っ
た
り
、
誓
っ
た
り
が
ど
ん
ど
ん
ひ
ど
く
な
る
し
、
い
つ
の
日
曜
の
朝
で
も
稔
り
具
合
を
見
よ
う
っ
て
、
畑
に
出
て
来
る
始
末
だ
じ
ゃ
あ　

Ihr flucht und schw
ört je m

ehr und m
ehr, ihr lauft in aller Sonntagsfrühe heraus auf eure Felder, Früchte zu beschauen.　

こ
れ
ら
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は
キ
リ
ス
ト
教
徒
ら
し
か
ら
ぬ
非
行
だ
、
と
小
人
の
女
は
な
じ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
呪
詛
し
た
り
誓
言
を
立
て
た
り
す
る
場
合
、
神
や
悪

魔
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
が
多
か
っ
た
し
、
日
曜
は
本
来
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
安
息
日に

ち

、
す
な
わ
ち
労
働
を
せ
ず
、
神
を
敬
う
た
め
の
聖
な
る
日

な
の
で
。
─
─
尤
も
、
小
人
族
は
キ
リ
ス
ト
教
が
苦
手
で
、
教
会
の
鐘
の
音
を
嫌
っ
て
逃
げ
出
し
た
、
な
ど
と
い
う
伝
説
が
少
な
く
な
い
の
だ
が
…
…
。

（132）	
鍛た

ん
ぞ
う造

工こ
う
ば場　

H
am

m
erw

erk.　

風
力
・
水
力
や
蒸
気
力
を
利
用
し
て
鉄
そ
の
他
の
金
属
を
加
工
す
る
工
場
。
小
人
族
と
し
て
は
こ
う
し
た
機
械
文
明
は
耐

え
難
い
。

（133）	

ゼ
ル
プ　

Selb.　

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
上オ

ー
バ
ーフ

ラ
ン
ケ
ン
行
政
管
区
ヴ
ン
ジ
ー
デ
ル
・
イ
ム
・
フ
ィ
ヒ
テ
ル
ゲ
ビ
ル
ゲ
郡
郡
庁
所
在
地
（
現
人
口
約

一
万
五
千
）
で
、
チ
ェ
コ
国
境
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
。
現
ザ
ク
セ
ン
州
、
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
に
も
比
較
的
近
い
。

（134）	

テ
ィ
ー
ア
シ
ュ
タ
イ
ン　

T
hierstein.　

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
上オ

ー
バ
ーフ

ラ
ン
ケ
ン
行
政
管
区
ヴ
ン
ジ
ー
デ
ル
・
イ
ム
・
フ
ィ
ヒ
テ
ル
ゲ
ビ
ル
ゲ
郡
の
町
。
フ
ィ

ヒ
テ
ル
ゲ
ビ
ル
ゲ
に
位
置
し
、
チ
ェ
コ
国
境
に
近
い
。

（135）	

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ザ
ー
ル　

K
önigssaal.　

現
プ
ラ
ハ
の
街
区
の
一
つ
ズ
ブ
ラ
ス
ラ
フZbraslav

。

（136）	

プ
ロ
コ
ピ
ウ
ス
聖
者　

der heilige Procopius.　

チ
ェ
コ
の
古
伝
説
に
登
場
す
る
聖
人
。
ボ
ヘ
ミ
ア
・
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
各
地
に
こ
の
聖
人
の
名
を
冠
し
た
聖

堂
が
あ
る
。
同
地
方
に
よ
く
あ
る
男
子
名
プ
ロ
ク
スProx 

は
こ
の
聖
人
に
因
む
。 

（137）	

ス
イ
ス
の
フ
ラ
ク
モ
ン
山
上
の
ピ
ラ
ト
ゥ
ス
湖ゼ

ー　
Pilatussee auf dem

 Frakm
ont der Schw

eiz.　

ピ
ラ
ト
ゥ
ス
の
湖
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
〇
で
語
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
で
は
山
の
名
は
フ
ラ
ク
ス0

モ
ン
（
モ
ン
ス
・
フ
ラ
ク
ト
ゥ
ス
）Fraxm

ont (m
ons fractus) 

で
あ
り
、
ま
た
湖
は
山
上
で
は
な
く
山
麓
に
あ

る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

（138）	

ロ
ー
エ　

Lohe.　
「
ロ
ー
」Loh

。
湿
地
の
草
原
。
時
と
し
て
牧
草
地
に
も
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
湿
地
に
覆
わ
れ
て
い
る
が
下
が
沼
と
い
う
、

こ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
土
地
は
、
人
間
に
も
放
牧
の
家
畜
に
も
極
め
て
危
険
で
あ
る
。
草
地
の
見
掛
け
に
惑
わ
さ
れ
て
う
っ
か
り
踏
み
込
み
、

不
幸
に
し
て
泥
沼
に
嵌
ま
れ
ば
、
溺
死
し
て
し
ま
う
。

（139）	

ナ
ー
ベ　

N
aabe.　

東
バ
イ
エ
ル
ン
上

オ
ー
バ
ープ

フ
ア
ル
ツ
を
南
流
す
る
ド
ナ
ウ
の
左
の
支
流
ナ
ー
プN

aab

。
長
さ
一
六
五
キ
ロ
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
す
ぐ
後

で ,N
aabʻ 

と
綴
っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
で
は
「
ナ
ー
プ
」
と
し
た
。
不
統
一
で
困
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（140）	

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ト
の
町　

A
lexanderbad.　

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
上オ

ー
バ
ーフ
ラ
ン
ケ
ン
行
政
管
区
ヴ
ン
ジ
ー
デ
ル
・
イ
ム
・
フ
ィ
ヒ
テ
ル
ゲ
ビ
ル
ゲ
郡

の
町
バ
ー
ト
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
トBad A

lexanderbad

。
鉱
泉
浴
・
泥
土
浴
の
保
養
地
。

（141）	

コ
シ
ュ
ー
ト
閣
下
が
ハ
ン
ガ
リ
ア
の
王
冠
を
そ
う
し
た
よ
う
に　

w
ie H

err von K
ossuths Excellenz die ungarische K

önigskrone.　
「
コ

シ
ュ
ー
ト
閣
下
」
と
は
、
一
八
四
八
年
三
月
の
ペ
シ
ュ
ト
蜂
起
に
始
ま
る
「
ハ
ン
ガ
リ
ア
革
命
」
の
立
役
者
コ
シ
ュ
ー
ト
・
ラ
ヨ
シ
ュK

ossuth Lajos 

（
一
八
〇
二
─
九
四
）
を
指
す
。
ハ
ン
ガ
リ
ア
王
国
下
級
貴
族
コ
シ
ュ
ー
ト
家
出
身
の
弁
護
士
。
ハ
ン
ガ
リ
ア
の
愛
国
者
、
政
治
家
、
革
命
家
。
初
代
ハ
ン
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ガ
リ
ア
内
閣
財
務
大
臣
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
ハ
ン
ガ
リ
ア
王
位
保
持
を
否
定
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ア
独
立
を
宣
言
す
る
が
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
反
撃
に
遭
い
、
ト
ル
コ
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
タ
リ
ア
に
亡
命
、
ト
リ
ノ
で
死
去
。
か
つ
て
の
ハ
ン
ガ
リ
ア
王
国
の
王
冠
「
ママ

ジ
ャ
ル
・
セ
ン
ト
・
コ
ロ
ナ

ジ
ャ
ル
の
聖
冠
」M

agyar 
Szent K

orona

＝
「
聖セ

ン
ト
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
冠
」（
ド
イ
ツ
語
「
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
ス
ク
ロ
ー
ネ
」Stephanskrone

）
は
現
存
す
る
。
一
八
四
九
年
コ

シ
ュ
ー
ト
・
ラ
ヨ
シ
ュ
は
王
冠
の
無
い
図
柄
の
ハ
ン
ガ
リ
ア
の
紋
章
を
定
め
た
（
現
在
は
紋
章
上
部
に
復
帰
）。

（142）	

公エ
ピ
フ
ァ
ニ
ア
ス

現
の
祝
日　

das Fest Epiphanias.　

一
月
六
日
。

（143）	

黄デ
ア
・
ゴ
ル
ド
ネ
・
ゾ
ン
タ
ー
ク

金
の
日
曜
日　

der goldne Sonntag.　

ク
リ
ス
マ
ス
直
前
の
日
曜
日
。

（144）	

三ト

リ

ニ

タ

テ

ィ

ス

位
一
体
の
祝
日　

Trinitatisfest.　

聖
霊
降
臨
祭
後
の
最
初
の
主
日
。

（145）	

南ヴ
ァ
ー
レ

国
者　

W
ale.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
七
四
注
参
照
。
こ
こ
で
は
ド
イ
ツ
へ
採
鉱
者
と
し
て
入
る
こ
と
が
多
か
っ
た
先
進
地
帯
の
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
人
を
指
す
。

（146）	

灰
焼
き
人　

A
schenbrenner.　

木
を
燃
や
し
て
灰
を
作
り
、
木
灰
を
水
に
浸
し
、
煮
沸
し
て
ポ
タ
シ
ウ
ム 

（
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
）
や
苛
性
カ
リ
、
カ
リ
ウ

ム
を
採
取
す
る
労
務
者
。
ポ
タ
シ
ウ
ム
は
石
鹸
、
ガ
ラ
ス
製
造
の
原
料
と
さ
れ
た
。
歷
史
的
に
は
こ
の
他
に
肥
料
、
洗
剤
、
漂
白
剤
、
柔
軟
剤
、
ふ
く
ら

し
粉
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
。

（147）	

ビ
シ
ョ
ー
フ
ス
グ
リ
ュ
ー
ン　

Bischofsgrün.　

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
上オ

ー
バ
ーフ
ラ
ン
ケ
ン
行
政
管
区
バ
イ
ロ
イ
ト
郡
の
自
治
体
。
オ
ク
セ
ン
コ
プ
フ
と
シ
ュ

ネ
ー
ベ
ル
ク
の
間
、
白

ヴ
ァ
イ
サ
ーマ
イ
ン
の
河
谷
に
あ
る
。

（148）	

う
ち
の
煙
突
の
繫
い
だ
玉た

ま
ね
ぎ葱　

die Zw
iebelstränge in unserem

 Schlot.　

か
つ
て
暖
か
な
場
所
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
の
農
家
で
は
、
厳
し

い
冬
の
寒
気
が
到
来
す
る
と
、
台
所
の
竈
の
煙
突
の
傍
に
玉
葱
を
繫
い
だ
り
、
束
に
し
て
ぶ
ら
下
げ
た
り
、
積
み
重
ね
た
り
し
て
保
存
し
た
ら
し
い
。

（149）	

な
ん
に
も
貰も

ら

え
ん
物
乞
い
は
、
隠
し
の
麵パ

ン麭
さ
え
失
く
し
ち
ま
う　

w
enn der Bettelm

ann nichts haben soll, so verliert er das Brod aus der 
Tasche.

（150）	

盗ラ
ウ
プ
ブ
ル
ク

賊
城　

Raubburg.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
一
二
注
参
照
。

（151）	

ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン　

W
aldstein.　

次
の
注
参
照
。

（152）	

ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
城　

der W
aldstein.　

「
赤

ロ
ー
テ
ス
・
シ
ュ
ロ
ス

い
城
」Rotes Schloß 

な
る
異
名
も
持
つ
ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
城W

aldsteinburg 

は
フ
ィ
ヒ

テ
ル
ゲ
ビ
ル
ゲ
の
大

グ
ロ
ー
サ
ーヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
山
（
標
高
八
七
七
メ
ー
ト
ル
）
上
に
あ
り
、
か
つ
て
は
フ
ィ
ヒ
テ
ル
ゲ
ビ
ル
ゲ
で
最
も
堅
固
な
城
塞
だ
っ

た
。
一
五
二
三
年
六
月
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
の
意
を
も
承
け
た
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
同
盟der Schw

äbische Bund 

は
、
歩
兵
一
万
・
騎
兵
一
千
か
ら
成
り
、

カ
ノ
ン
砲
百
門
・
銃
四
十
挺
を
装
備
し
た
強
大
な
軍
勢
を
動
員
、
盗ラ

ウ
プ
リ
ッ
タ
ー

賊
騎
士
シ
ュ
パ
ー
ル
ネ
ッ
ク
一
族
が
持
つ
五
つ
の
城
─
─
ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
城

は
そ
の
筆
頭
─
─
を
含
む
こ
の
地
方
の
「
盗ラ

ウ
プ
ネ
ス
ト

賊
の
巣
」
二
十
三
を
攻
囲
し
て
破
壊
し
た
。
シ
ュ
パ
ー
ル
ネ
ッ
ク
一
族
に
よ
る
こ
の
城
の
再
建
は
行
わ
れ
な

か
っ
た
。 

そ
の
後
瓦
礫
と
化
し
た
城
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
が
、
イ
ス
パ
ニ
ア
継
承
戦
争
中
（
一
七
〇
一
─
一
四
）
軍
の
宿
営
地
と
し
て
再
び
利
用
さ
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れ
、
城ト

ー

ア

ハ

ウ

ス

門
の
建
物
に
屋
根
が
葺
か
れ
て
哨
所
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
赤
い
屋
根
瓦
が
用
い
ら
れ
た
の
で
、
前
記
の
よ
う
に
「
赤

ロ
ー
テ
ス
・
シ
ュ
ロ
ス

い
城
」
と
も
称
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
が
、
城
郭
自
体
は
城
壁
基
部
を
除
き
現
在
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。

（153）	
シ
ュ
パ
ー
ル
ネ
ッ
ク
の
殿
た
ち　

H
erren von Sparneck.　

上
オ
ー
バ
ーフ
ラ
ン
ケ
ン
、
上

オ
ー
バ
ープ

フ
ア
ル
ツ
、
ボ
ヘ
ミ
ア
に
所
領
を
持
っ
て
い
た
フ
レ
ン
キ
ッ
シ
ュ
＝

フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
の
古
い
貴
族
一
門
。
下ミ

ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ

級
貴
族
で
騎
士
階
級
。
数
世
紀
に
亘
り
こ
の
地
方
を
支
配
し
た
。
一
族
の
末
裔
は
一
七
四
四
年
ヴ
ン
ジ
ー
デ

ル
で
死
ん
だ
。

（154）	

煉
瓦
乾チ

ー
ズ酪　

Bachsteinkäse.　

現
ベ
ル
ギ
ー
の
リ
ン
ブ
ル
フLinburg

産
チ
ー
ズ
。
煉
瓦
の
形
を
し
て
い
る
。

（155）	

お
め
え
さ
ま
、
燻ベ

ー

コ

ン

し
塩
豚
の
皮
み
た
よ
う
に
て
か
て
か
し
て
る
で
ね
え
か　

D
u gleißest so schier w

ie a Speckschw
art’n.　

皮
付
き
の
豚
三
枚
肉
で

作
る
─
─
こ
れ
が
本
来
の
製
法
─
─
ベ
ー
コ
ン
の
皮
は
赤
色
な
い
し
黄
色
で
て
ら
て
ら
光
っ
て
い
る
。
な
お
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
黄
金
の
色
を
も
「
赤
い
」

と
感
じ
る
。

（156）	

だ
れ
か
に
火
ん
中
で
金き

ん
め
っ
き

鍍
金
さ
れ
た
の
け
え　

H
ost dich öpper im

 Feuer vergulden lossen?　

金
を
水
銀
に
溶
か
し
込
み
、
こ
れ
を
対
象
に
塗
り
付

け
、
熱
で
水
銀
を
蒸
発
さ
せ
る
の
が
古
代
か
ら
の
金
鍍
金
の
方
法
（
現
代
の
「
ア
マ
ル
ガ
ム
法
」）。

（157）	

ヴ
ァ
イ
ス
ド
ル
フ　

W
eißdorf.　

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
上オ

ー
バ
ーフ
ラ
ン
ケ
ン
行
政
管
区
ホ
ー
フ
郡
の
自
治
体
。
こ
こ
に
は
シ
ュ
パ
ー
ル
ネ
ッ
ク
一
族
に
建
て
ら

れ
た
水
城
ヴ
ァ
イ
ス
ド
ル
フ
城
が
あ
っ
た
が
、
ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
城
と
同
じ
く
一
五
二
三
年
破
壊
さ
れ
た
。
一
五
四
三
年
に
防
衛
設
備
の
な
い
小
さ

な
バ
ロ
ッ
ク
式
の
館
が
再
建
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
同
盟
軍
に
所
有
の
城
郭
を
破
壊
さ
れ
た
シ
ュ
パ
ー
ル
ネ
ッ
ク
一
族
に
よ
る
僅
か
な
再
建
例
で
あ
る
。

（158）	

そ
れ
で
そ
も
そ
も
妖
魔
の
方
が
あ
な
た
の
召
喚
に
応
え
て
出
て
来
る
の
で
し
ょ
う
か　

kom
m

en denn auch Gesiter auf Ihr citiren.　

原
文
は
上
記

の
通
り
。
し
か
し
現
代
の
版
で
は „K

om
m

en denn auch Geister auf Ihr Zitieren? “ 

で
あ
る
。
訳
は
こ
ち
ら
の
文
の
そ
れ
（
文
法
的
に
も
こ
れ
で
な

い
と
意
味
を
成
さ
な
い
）。
意
地
悪
な
質
問
者
は
、
妖
魔
が
先
生
の
呪
文
に
強
制
さ
れ
て
来
る
の
か
、
そ
う
で
は
な
く
て
現
れ
る
の
は
あ
ち
ら
の
意
図
に
過

ぎ
な
い
の
か
、
確
か
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

（159）	

泥マ
イ
ス
タ
ー
デ
ィ
ー
プ

棒
の
親
方
の
お
伽
話　

K
inderm

ärchen vom
 M

eisterdieb.　
K

H
M

192. M
eisterdieb.

お
よ
びLudw

ig Bechstein: D
eutsches M

ärchenbuch. 
N

r.4. D
ie Probestücke des M

eisterdiebs. 

邦
訳
。
前
者
に
は
金
田
鬼
一
訳
「
ど
ろ
ぼ
う
の
名
人
」（『
完
訳
グ
リ
ム
童
話
集
』、
岩
波
文
庫
）、
野
村
泫

ひ
ろ
し

訳
「
泥
棒
の
名
人
」（『
完
訳
グ
リ
ム
童
話
集
』、
ち
く
ま
文
庫
）、
後
者
に
は
Ｌ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
鈴
木
滿
訳
『
ド
イ
ツ
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話
集
』（
一
八
五
七
）
試

訳
（
そ
の
六
）
四
「
泥
棒
の
親
方
の
認
定
作
品
」（「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
二
巻
第
二
号
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
）
が
あ
る
。

（160）	

エ
ッ
プ
レ
ヒ
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
城　

Epprechtstein.　

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
上オ

ー
バ
ーフ
ラ
ン
ケ
ン
行
政
管
区
ヴ
ン
ジ
ー
デ
ル
・
イ
ム
・
フ
ィ
ヒ
テ
ル
ゲ
ビ
ル
ゲ
郡

の
同
名
の
山
（
標
高
七
八
二
・
一
メ
ー
ト
ル
）
に
あ
る
山
城
。
十
六
世
紀
に
破
壊
さ
れ
、
現
在
は
廃
墟
。

（161）	

ツ
ェ
ル　

Zell.　

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
上オ

ー
バ
ーフ

ラ
ン
ケ
ン
行
政
管
区
ホ
ー
フ
郡
の
自
治
体
。
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（162）	

キ
ル
ヒ
ェ
ン
ラ
ミ
ッ
ツ　

K
irchenlam

itz.　

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
上オ

ー
バ
ーフ
ラ
ン
ケ
ン
行
政
管
区
ヴ
ン
ジ
ー
デ
ル
・
イ
ム
・
フ
ィ
ヒ
テ
ル
ゲ
ビ
ル
ゲ
郡
の
都
市

（
現
人
口
三
千
三
百
余
）。
ラ
ミ
ッ
ツ
河
畔
に
位
置
し
、
南
西
ほ
ぼ
二
キ
ロ
に
エ
ッ
プ
レ
ヒ
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
城
が
あ
る
。

（163）	
ママ

イ
ン
ゲ
フ
ィ
ル
デ

イ
ン
の
野　

M
aingefilde.　

マ
イ
ン
川
が
潤
す
実
り
豊
か
な
平
野
。 

（164）	
ム
ッ
ゲ
ン
ド
ル
フ　

M
uggendorf.　

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
上オ

ー
バ
ーフ

ラ
ン
ケ
ン
行
政
管
区
フ
ォ
ル
ヒ
ハ
イ
ム
郡
の
村
。

（165）	

ル
タ
ー
博
士
が
コ
ー
ブ
ル
ク
に
滞
在
し　

D
oktor Luther in Coburg w

eilte.　

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
は
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
ヨ
ー
ハ
ン
の
庇
護
の
下
、

コ
ー
ブ
ル
ク
市
を
見
下
ろ
す
コ
ー
ブ
ル
ク
城Veste Coburg

（「
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
王
冠
」Fränkische K

rone

と
も
呼
ば
れ
、
い
ま
だ
に
そ
の
本
質
的
部

分
は
保
存
さ
れ
て
い
る
立
派
な
城
郭
）
に
一
五
三
〇
年
四
月
か
ら
十
月
ま
で
滞
在
し
た
。

（166）	

第
三
天
に
ま
で　

zum
 dritten H

im
m

el.　
「
第
三
天
」der dritte H

im
m

el

と
は
、
宗
教
的
宇
宙
論
に
お
け
る
天
界
の
区
分
の
一
つ
で
、
幾
つ
か
の
伝

承
で
は
神
の
御み

く
ら座
と
さ
れ
、
最
高
の
天
。
天
界
を
七
層
に
分
け
た
場
合
の
「
第
七
天
」
に
相
当
。「
第
七
天
」
論
に
従
え
ば
、「
第
三
天
」
は
楽
園
の
低
い

層
と
な
る
。

（167）	

汝な
ん
じら
黙も

く

せ
よ
此こ

の
ひ日
は
聖き

よ

き
ぞ
か
し　

seid stille, denn der Tag ist heilig.　

旧
約
聖
書
ネ
ヘ
ミ
ア
記
八
章
十
一
節
。

（168）	

洞デ
ア
・
ホ
ー
レ
・
ベ
ル
ク

窟
山　

der hohle Berg.　

高
ホ
ー
エ
ス
・
ク
ロ
イ
ツ

十
字
と
も
呼
ば
れ
る
。
ム
ッ
ゲ
ン
ド
ル
フ
と
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ル
ツ
ベ
ル
ク
の
中
間
に
あ
る
洞
窟
の
多
い
山
（
標
高

五
二
二
・
六
メ
ー
ト
ル
）。
オ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
洞ヘ

ー
レ窟O

sw
althöhle

、
ヴ
ン
ダ
ー
ス
洞ヘ

ー
レ窟W

undershöhle

、
ド
ク
ト
ア
ス
洞ヘ

ー
レ窟D

oktorshöhle

、
ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ

ン
洞ヘ

ー
レ窟W

itzenhöhle

な
ど
が
有
名
。

（169）	

か
つ
て
は
空

ダ
ス
・
ホ
ー
レ
・
ロ
ッ
ホ

っ
ぽ
穴
と
呼
ば
れ
た
が
、
今
で
は
あ
る
小
説
に
因ち

な

ん
で
オオ

ス

ヴ

ァ

ル

ツ

ヘ

ー

レ

ス
ヴ
ァ
ル
ト
の
洞
窟
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い　

sonst das hohle Loch 
genannt, jetzt aber nach einem

 Rom
ane bisw

eilen auch O
sw

aldshöhle geheißen.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
こ
れ
で
は
洞
窟
の
名
が
山
の
名
に

な
っ
て
し
ま
う
。
前
掲
注
に
記
し
た
よ
う
に
、
洞

デ
ア
・
ホ
ー
レ
・
ベ
ル
ク

窟
山
に
幾
つ
も
の
洞
窟
が
あ
る
の
で
あ
る
。
オ
ス
ヴ
ァ
ル
ツ0

ヘ
ー
レ
に
せ
よ
オ
ス
ヴ
ァ
ル
ト0

ヘ
ー
レ
に

せ
よ
、
と
に
か
く
こ
れ
は
山
の
名
で
は
な
い
。「
あ
る
小
説
」
と
は
騎リ

ッ
タ
ー
ロ
マ
ー
ン

士
物
語
『
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ナ
イ
デ
ッ
ク
』H

einrich von N
eideck

。
オ

ス
ヴ
ァ
ル
ト
な
る
隠
者
が
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（170）	

ド
ラ
マ
イ
ゼ
ル
城　

D
ram

eisel.　

ド
ラ
マ
ウ
ス
城D

ram
aus

。
ム
ッ
ゲ
ン
ド
ル
フ
近
く
、
ヴ
ィ
ー
ゼ
ン
ト
河
谷
を
見
下
ろ
す
位
置
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る

が
、
実
際
に
存
在
し
た
か
ど
う
か
今
日
ま
で
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

（171）	

エ
ッ
ペ
リ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ガ
イ
リ
ン
ゲ
ン　

Eppelin von Gailingen.　

エ
ッ
ペ
ラ
イ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ガ
イ
リ
ン
ゲ
ンEppelein von Gailingen

、
本
名

ア
ポ
ロ
ニ
ウ
スA

pollonius

・
フ
ォ
ン
・
ガ
イ
リ
ン
ゲ
ン
（
一
三
二
〇
頃
─
八
一
）。
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
盗ラ

ウ
プ
リ
ッ
タ
ー

賊
騎
士
で
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
周
辺
の
交
易
路
を

不
安
に
陥
れ
た
。
騎
士
の
城
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
市
に
組
織
さ
れ
た
軍
兵
に
よ
っ
て
一
三
七
二
年
破
却
さ
れ
た
。
騎
士
は
一
旦
敵
手
に
落
ち
る
の
を
免
れ

た
が
、
数
日
後
フ
ォ
ル
ヒ
ハ
イ
ム
で
逮
捕
、
更
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
へ
連
行
さ
れ
て
、
絞
首
刑
の
判
決
を
受
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
う
ま
う
ま
と
逃
亡
に
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成
功
（
伝
説
と
な
る
）。
一
三
八
一
年
居
酒
屋
で
一
味
徒
党
と
酒
盛
り
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
市
に
捜
索
を
委
ね
ら
れ
て
い
た
傭
兵
部
隊

の
一
つ
に
見
つ
か
り
、
逮
捕
さ
れ
、
同
年
五
月
十
五
日
、
上

オ
ー
バ
ープ

フ
ア
ル
ツ
の
ノ
イ
マ
ル
ク
ト
で
車
裂
き
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
市
民
が
こ

の
街
道
強
盗
の
逮
捕
・
処
刑
に
要
し
た
金
額
は
ほ
ぼ
グ
ル
デ
ン
金
貨
一
千
枚
に
達
し
た
と
か
。
彼
に
関
す
る
史
実
の
文
献
は
乏
し
い
。
十
九
世
紀
ド
イ
ツ

ロ
マ
ン
派
に
よ
り
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
的
存
在
に
ま
つ
り
上
げ
ら
れ
た
。

（172）	

か
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ィ
ヒ
が
ヴ
ィ
ザ
ー
ル
川
を
越
え
た
よ
う
に　

w
ie der W

ittich über die W
izar setzte.　

ヴ
ィ
ッ
テ
ィ
ヒ
（
ヴ
ィ
テ
ゲW

itege 

そ
の
他

色
色
）
は
ド
イ
ツ
の
伝
説
や
北
欧
の
物バ

ラ
ー
デ

語
詩
に
登
場
す
る
英
雄
。
そ
の
乗
騎
は
名
馬
で
聞
こ
え
た
牡
馬
シ
ミ
ン
グSchim

m
ing

。

（173）	

騎
馬
で
打
ち
立
つ
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
仇か

た
き

、／
ド
ラ
マ
ウ
ス
の
エ
ッ
ペ
ラ
・
ガ
イ
ラ
。 D

a reit’t der N
ürnberger Feind aus, / Eppela Gaila von 

D
ram

aus.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（174）	

ド
ラ
マ
ウ
ス
の
エ
ッ
ペ
ラ
・
ガ
イ
ラ
、／
い
つ
も
十
四
人
連づ

れ
、
騎
馬
で
行
く
。 Eppela Geila von　

D
ram

aus / Reit’t allzeit zu vierzehnt aus.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（175）	

十
四
聖
人　

V
ierzehnheiligen.　

十
四
救
難
聖
人
の
こ
と
。
後
掲
注
参
照
。

（176）	

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
衆
に
ゃ
吊
し
は
で
き
ん
。／
捕
ま
え
と
り
ゃ
あ
別
だ
が
ね
。 D

ie N
ürnberger henken keinen, / Sie hätten ihn denn vor!　

原

文
は
上
記
の
通
り
。

（177）	

物ル
ー
ク
イ
ン
ス
ラ
ン
ト

見
塔　

Luginsland.　

南
ド
イ
ツ
で
「
物
見
塔
」「
望
楼
」
を
意
味
す
る
古
い
言
葉
。
城
塞
の
幾
つ
か
の
塔
な
い
し
最
も
高
い
塔
が
し
ば
し
ば
こ
う
呼

ば
れ
た
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
城
の
場
合
、
そ
の
最
も
高
い
塔
（
一
三
七
七
年
建
築
）。

（178）	

車
陣　

W
agenburg.　

輜
重
車
輌
な
ど
を
円
陣
に
組
ん
で
防
壁
と
し
た
も
の
。
と
り
わ
け
騎
兵
の
攻
撃
に
対
処
す
る
の
に
適
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
逆
に

攻
囲
用
に
し
た
わ
け
。

（179）	

ポ
ス
ト
バ
ウ
ア
ー　

Postbauer.　

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
上オ

ー
バ
ープ

フ
ア
ル
ツ
行
政
管
区
ノ
イ
マ
ル
ク
ト
・
イ
ン
・
デ
ア
・
上

オ
ー
バ
ープ

フ
ア
ル
ツ
郡
ポ
ス
ト
バ
ウ
ア
ー
＝

ヘ
ン
グ
。

（180）	

ラ
ン
グ
ハ
イ
ム
修
道
院　

Stift Langheim
.　

バ
ン
ベ
ル
ク
司
教
領
に
属
す
る
リ
ヒ
テ
ン
フ
ェ
ル
ス
の
シ
ト
ー
会
派
修
道
院
。
現
バ
イ
エ
ル
ン
州
上オ

ー
バ
ーフ
ラ

ン
ケ
ン
行
政
管
区
に
あ
っ
た
。
一
一
三
二
／
三
三
年
に
創
立
さ
れ
た
が
、
一
八
〇
三
年
解
散
。

（181）	

リ
ヒ
テ
ン
フ
ェ
ル
ス　

Lichtenfels.　

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
上オ

ー
バ
ーフ
ラ
ン
ケ
ン
行
政
管
区
リ
ヒ
テ
ン
フ
ェ
ル
ス
郡
の
中
心
に
し
て
郡
庁
所
在
地
（
現
人
口
三
千

余
）。

（182）	

バ
ン
ベ
ル
ク　

Bam
berg.　

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
上オ

ー
バ
ーフ
ラ
ン
ケ
ン
行
政
管
区
バ
ン
ベ
ル
ク
郡
郡
庁
所
在
地
（
現
人
口
七
万
余
）。
旧
市
街
の
町
並
み
は
美
し

く
保
存
さ
れ
て
い
る
。
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（183）	

十
四
救
難
聖
人　

die vierzehn heiligen N
othelfer.　

病
気
そ
の
他
危
難
に
遭
っ
た
時
、
そ
の
名
を
呼
ん
で
縋
れ
ば
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る

十
四
人
の
聖
者
た
ち
。
た
だ
し
、
守
護
対
象
は
聖
人
に
よ
っ
て
専
門
が
決
ま
っ
て
い
る
。
名
は
こ
の
伝
説
の
結
び
に
出
る
。

（184）	
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世　

K
aiser Friedrich III.　

ド
イ
ツ
王
（
在
位
一
四
四
〇
─
九
三
）・
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
（
在
位
一
四
五
二
─
九
三
）。
ハ
プ
ス

ブ
ル
ク
家
。
弱
小
領
主
、
貧
乏
、
臆
病
、
優
柔
不
断
、
と
さ
ん
ざ
ん
に
貶
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
極
め
て
長
期
に
亘
り
な
ん
と
か
帝
権
を
維
持
し
続
け
、

敵
対
者
は
全
て
都
合
良
く
死
に
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
帝
位
世
襲
を
成
就
し
た
。
嗣
子
は
「
最
後
の
騎
士
」der letzte Ritter 

と
謳
わ
れ
、
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
家
を
強
大
に
し
た
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世M

axim
ilian I. 

で
あ
る
。

（185）	

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー　

A
lbrecht D

ürer.　

小
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ーA

lbrecht D
ürer der Jüngere

（
一
四
七
一
─
一
五
二
八
）。

父
─
─
ハ
ン
ガ
リ
ア
か
ら
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
に
移
住
し
て
来
た
金
細
工
師
─
─
で
あ
る
大
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ーA

lbrecht D
ürer der Ä

ltere

（
一
四
二
七
頃
─
一
五
〇
二
頃
）
と
区
別
し
て
こ
う
呼
ば
れ
る
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
に
生
ま
れ
、
死
す
。
画
家
、
印
刷
芸
術
家
、
数
学
者
、
芸
術
理
論
家
。

そ
の
絵
画
、
ス
ケ
ッ
チ
、
銅
版
画
、
木
版
画
で
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
傑
出
し
た
代
表
者
の
一
人
と
さ
れ
る
。
な
お
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
十
四
救
難
聖
人
巡
礼
教

会
に
参
詣
し
た
の
は
一
五
一
九
年
で
は
な
く
一
五
二
〇
年
七
月
十
三
日
（
デ
ュ
ー
ラ
ー
著
前
川
誠
郎
訳
『
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
旅
日
記
』、
岩
波
文
庫
、
岩
波

書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
脚
注
４
に
拠
る
）
の
こ
と
で
あ
る
。
約
一
年
に
亘
る
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
へ
の
旅
の
門
出
に
当
た
り
十
四
救
難
聖
人
（
お
そ
ら
く
は

と
り
わ
け
旅
人
の
守
護
聖
人
ク
リ
ス
ト
フ
ォ
ル
ス
）
の
加
護
を
祈
念
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

（186）	

メ
ラ
ン
伯
爵
家　

Grafen von M
eran.　

未
詳
。
十
二
世
紀
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
家
の
政
策
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
メ
ラ
ン
公
爵
領H

erzogtum
 M

eranien 

の
系
統
で
あ
ろ
う
か
。

（187）	

シ
ャ
ウ
ム
ブ
ル
ク
家　

Schaum
burg.　

広
く
枝
分
か
れ
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
貴
族
の
家
系
。
一
族
発
祥
の
シ
ャ
ウ
ム
ブ
ル
ク
城
は
フ
ラ
ン
ケ
ン
色

が
濃
く
バ
イ
エ
ル
ン
と
の
境
に
接
す
る
南
部
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
（
こ
の
地
域
に
は
フ
ラ
ン
ク
族
が
多
く
定
住
し
た
）
に
あ
る
。
シ
ャ
ウ
ム
ブ
ル
ク
一
門
は

か
つ
て
フ
ラ
ン
ケ
ン
で
大
い
に
勢
威
を
振
る
っ
た
が
、
男
系
は
二
〇
〇
二
年
に
絶
え
た
。

（188）	

シ
ャ
ル
カ
ウ　

Schalkau.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ゾ
ン
ネ
ベ
ル
ク
郡
の
都
市
。
近
く
に
シ
ャ
ウ
ム
ブ
ル
ク
城
の
遺
構
（
城
壁
の
一
部
）
が
あ
る
。
城
は

十
二
世
紀
に
築
か
れ
た
も
の
で
、
三
十
年
戦
争
時
代
に
破
壊
さ
れ
た
。

（189）	

シ
ェ
ス
リ
ッ
ツ　

Scheßlitz.　

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
上オ

ー
バ
ーフ
ラ
ン
ケ
ン
行
政
管
区
バ
ン
ベ
ル
ク
郡
の
都
市
（
現
人
口
約
七
千
百
余
）。

（190）	

ア
ー
ホ
ル
ン
村　

A
horn.　

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
上オ

ー
バ
ーフ
ラ
ン
ケ
ン
行
政
管
区
コ
ー
ブ
ル
ク
郡
の
都
市
コ
ー
ブ
ル
ク
（
現
人
口
四
万
余
）
の
南
に
接
す
る
自
治

体
（
現
人
口
四
千
余
）。
名
の
由
来
は
か
つ
て
こ
の
地
方
に
あ
っ
た
楓

ア
ー
ホ
ル
ンの
林
か
ら
。

（191）	

こ
の
男
、
聖
人
が
た
や
天
国
の
蠟ろ

う
そ
く燭

を
目
に
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た　

der sah keine H
eiligen und H

im
m

elskerzen.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
こ
の

羊
飼
い
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
七
〇
七
に
登
場
す
る
フ
ラ
ン
ケ
ン
タ
ー
ル
の
見
霊
者
の
よ
う
に
主
イ
エ
ス
の
恩
寵
を
忝
な
く
す
る
存
在
で
は
な
か
っ
た
、
と
言
い
た
い



267

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その十四） 鈴木　滿　訳・注

だ
け
の
こ
と
。

（192）	

嵐ヴ
ェ
ッ
タ
ー
ヘ
ク
セ

魔
女　

W
etterhexe.　

暴
風
雨
、
雹
、
不
意
の
寒
気
な
ど
悪
天
候
を
呼
び
出
す
魔
女
。
そ
の
せ
い
で
近
隣
の
果
樹
や
畑
の
作
物
は
甚
大
な
被
害
を
蒙

る
。
尤
も
、
こ
ん
な
悪
さ
を
働
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
当
の
魔
女
に
は
何
の
利
益
に
も
な
ら
な
い
の
だ
が
…
…
。
魔
女
迫
害
は
集
団
的
ヒ
ス
テ
リ
ー
に
よ

る
社
会
現
象
だ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
不
条
理
な
理
屈
が
ま
か
り
通
っ
た
の
で
あ
る
。

（193）	

こ
の
樹
に
栄エ

ー
レ誉

と
い
う
名
を
与
え
た　

gaben sie ihm
 den N

am
en Ehre.　

,A
hornʻ 

は
ゲ
ル
マ
ン
語
で ,Ä

hreʻ （
穂
）
の
意
だ
っ
た
由
。
音
が ,Ehreʻ 

（
栄
誉
）
に
似
通
う
。

結
び
に
一
言

長
年
ご
交
誼
を
賜
っ
た
大
野
淳
一
教
授
の
記
念
号
に
こ
の
拙
訳
を
捧
げ
と
う
存
じ
ま
す
。
温
雅
洒
脱
か
つ
極
め
て
博
識
な
大
野
さ
ん

は
、
武
蔵
大
学
在
職
当
時
、
公
私
に
亘
り
接
触
の
少
な
く
な
か
っ
た
ぼ
く
に
と
っ
て
大
層
愉
し
い
お
仲
間
で
し
た
。
記
念
号
へ
の
投
稿

は
先
生
ご
所
属
の
学
科
関
係
者
が
多
い
道
理
で
、
畑
違
い
の
当
方
は
遠
慮
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
あ
え
て
し
ゃ
し
ゃ
り
出
た

の
は
、
殊
更
こ
う
し
た
献
辞
を
記
し
た
か
っ
た
か
ら
な
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
。
尤
も
大
野
さ
ん
の
ご
専
門
中
の
ご
専
門
で
あ
る
夏
目
漱

石
に
い
く
ら
か
で
も
縁
の
あ
る
仕
事
の
方
が
よ
り
適
切
だ
っ
た
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
は
さ
り
な
が
ら
「
雑ざ

こ魚
の
魚と

と

交

じ
り
」
と
や
ら
を
地
で
行
っ
た
も
の
は
昔
む
か
し
に
書
い
て
し
ま
い
、
以
来
恰
好
の
題
材
も
思
い
当
た
ら
ず
終
い
。「『
蛇
飯
』
考
」
な

る
質
量
共
に
文
字
通
り
の
小
論
な
の
で
す
が
、
幸
い
『
新
編
夏
目
漱
石
研
究
叢
書
１
』（
近
代
文
芸
社
、
一
九
九
三
年
）
に
収
録
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
え
え
、『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
中
で
迷
亭
が
披
露
し
て
い
る
あ
の
「
蛇
飯
」
で
す
。
そ
れ
も
併
せ
て
先
生
に
ご
流
覧

願
う
こ
と
に
し
て
、
ご
勘
弁
戴
く
か
な
。
へ
い
、
お
あ
と
が
よ
ろ
し
い
よ
う
で
。




